
4 年 8 月 18 日 （ 木 ） 10 時 05 分

予 定 価 格
（ 税 込 ） 64,251,000円

縦覧が終わったら、設計書は元の場所に返しておくようお願いいたします。
なお、別冊入札者心得も熟読して下さい。

工 事 名 町営住宅建替新築工事（7号棟）

縦 覧 設 計 書

令和 午前 入札

工 事 番 号 第 11 号



令和 4 年  4 月　日 

　

内　　訳　　書

　工事名称   町営住宅建替新築工事（7号棟）　

株式会社　川島隆太郎建築事務所



数  量 単  価 金  額 備  考 数  量 単  価 金  額 備  考

工　事　名 町営住宅建替新築工事（7号棟）

工　事　場　所 東津軽郡今別町大字今別字　西田　地内

設　計　額 　一金　　　　　　　　　　　　円也

(内消費税相当額　　　　　　　　　円）

工　期 5ヶ月

差引増減額名      称 摘      要 単位
原　設　計 変　更　設　計

経費Ｐ-2



数  量 単  価 金  額 備  考 数  量 単  価 金  額 備  考
差引増減額名      称 摘      要 単位

原　設　計 変　更　設　計

Ａ 直接工事費

　一般工事 (建築新営) 式 1.00

　鉄骨工事

　その他工事

小　　計

　電気設備工事

　機械設備工事

小　　計

　発生材処分費

計

　産業廃棄物税相当額

直接工事費　　計

Ｂ 共通仮設費

　一般工事 式 1.00 別紙

　鉄骨工事

　その他工事

　電気設備工事

　機械設備工事

共通仮設費　　計

純工事費

経費Ｐ-3



数  量 単  価 金  額 備  考 数  量 単  価 金  額 備  考
差引増減額名      称 摘      要 単位

原　設　計 変　更　設　計

Ｃ 現場管理費

　一般工事 式 1.00 別紙

　鉄骨工事

　その他工事

　電気設備工事

　機械設備工事

現場管理費　計

工事原価

Ｄ 一般管理費等 式 1.00

契約保証補正率 式 1.00

住宅瑕疵担保保険料(検査費含) 式 1.00

建設住宅性能評価申請手数料 式 1.00

一般管理費等　計

端数調整

工事価格

Ｅ 消費税相当額 10.00% 式 1.00

合    計

工事原価から産業廃棄物税相当額を控除した金額

経費Ｐ-4



数  量 単  価 金  額 備  考 数  量 単  価 金  額 備  考
差引増減額名      称 摘      要 単位

原　設　計 変　更　設　計

Ｂ 共通仮設費

Ｂ-１共通仮設費

共通仮設費 式 1.00

一般積上げ共通仮設費 式 1.00

一般共通仮設費　計

Ｃ 現場管理費

Ｃ-１一般現場管理費

一般現場管理費　率計上 式 1.00

（積上げ分）

一般現場管理費　計

経費Ｐ-5



数　量 単　価 金　額 備　考 数　量 単　価 金　額 備　考

共通仮設

化学物質の濃度測定 対象室数：6室　分析費共 式 1.00

気密試験 3住戸中間　計2回 式 1.00

気密試験 3住戸完了　計2回 式 1.00

計

差引増減額名　　　　　称 摘　　　　　要 単位
原　設　計 変　更　設　計

株式会社  川島隆太郎建築事務所 共通仮設費



数　量 単　価 金　額 備　考 数　量 単　価 金　額 備　考

Ａ 直接工事費

1） 建築工事 一般 式 1.00

2） 電気設備工事 一般 式 1.00

3） 機械設備工事 一般 式 1.00

直接工事費　　計

一般

差引増減額名　　　　　称 摘　　　　　要 単位
原　設　計 変　更　設　計

株式会社  川島隆太郎建築事務所 直接工事費



数　量 単　価 金　額 備　考 数　量 単　価 金　額 備　考

1） 建築工事

1 直接仮設工事 一般工事 式 1.0

2 杭工事 一般工事 式 1.0

3 土・地業工事 一般工事 式 1.0

4 鉄筋工事 一般工事 式 1.0

5 コンクリート工事 一般工事 式 1.0

6 型枠工事 一般工事 式 1.0

7 木工事 一般工事 式 1.0

8 屋根工事 一般工事 式 1.0

9 外装工事 一般工事 式 1.0

10 左官・タイル工事 一般工事 式 1.0

11 建具工事 一般工事 式 1.0

12 塗装工事 一般工事 式 1.0

13 内装工事 一般工事 式 1.0

14 仕上・ユニット工事 一般工事 式 1.0

計 一般

差引増減額摘　　　　　要 単位
原　設　計 変　更　設　計

名　　　　　称

株式会社  川島隆太郎建築事務所 A-1



数　量 単　価 金　額 備　考 数　量 単　価 金　額 備　考
差引増減額摘　　　　　要 単位

原　設　計 変　更　設　計
名　　　　　称

1 直接仮設工事

遣り方 木造 建ｍ2 165.0

墨出し 木造 延ｍ2 160.0

養生費 躯体、仕上 延ｍ2 160.0

整理清掃・後片付け 延ｍ2 160.0

外部足場
枠組本足場　600枠　2カ月
12ｍ未満　手摺先行方式

ｍ2 167.0

枠組本足場　安全手摺 枠組本足場用　2カ月 ｍ 61.1

外部　シート養生 グリーンネット張　2カ月 ｍ2 162.0

竣工時清掃 延ｍ2 160.0

計 一般

株式会社  川島隆太郎建築事務所 A-2



数　量 単　価 金　額 備　考 数　量 単　価 金　額 備　考
差引増減額摘　　　　　要 単位

原　設　計 変　更　設　計
名　　　　　称

2 杭工事

住宅用基礎杭　X型ＰＣパイル □200　L=5.0ｍ 本 70.0

住宅用基礎杭　X型ＰＣパイル □200　L=4.0ｍ 本 27.0

住宅用基礎杭　X型ＰＣパイル □200　L=3.0ｍ 本 3.0

パイル運搬費 式 1.0

現場施工費 式 1.0

施工機械運搬費 式 1.0

計 一般

株式会社  川島隆太郎建築事務所 A-3



数　量 単　価 金　額 備　考 数　量 単　価 金　額 備　考
差引増減額摘　　　　　要 単位

原　設　計 変　更　設　計
名　　　　　称

3 土・地業工事

根切り 機械 ｍ3 109.0

床付け ｍ2 116.0

鋤取り ｍ3 4.3

杭間ざらい 本 100.0

盛土 ｍ3 2.0

埋戻し 現場発生良質土 ｍ3 37.5

残土処分
場外搬出 ﾊﾞｯｸﾎｳ0.8　ﾀﾞﾝﾌﾟ10ｔ車
7.0km以下 DID無し ｍ3 73.8

機械運搬費 往復 1.0

砕石地業 基礎下　再生切込砕石材 ｍ3 17.4

砕石地業 土間下　再生切込砕石材 ｍ3 25.8

床下防湿シート ポリエチレンフィルムｔ=0.15 ｍ2 144.0

断熱材（基礎立上り）
押出法ポリスチレンフォーム3種
ｂ t=100

ｍ2 30.1

断熱材（基礎立上り）
押出法ポリスチレンフォーム3種
ｂ t=35

ｍ2 16.6

計 一般

株式会社  川島隆太郎建築事務所 A-4



数　量 単　価 金　額 備　考 数　量 単　価 金　額 備　考
差引増減額摘　　　　　要 単位

原　設　計 変　更　設　計
名　　　　　称

4 鉄筋工事

異形棒鋼　D10 SD295A ｔ 2.8

異形棒鋼　D13 SD295A ｔ 0.7

鉄筋加工組立費 ｔ 3.4

鉄筋運搬費 10ｔ車 ｔ 3.4

スクラップ H2 ｔ 0.1

溶接金網 Φ4×100×100 ｍ2 108.0

計 一般

株式会社  川島隆太郎建築事務所 A-5



数　量 単　価 金　額 備　考 数　量 単　価 金　額 備　考
差引増減額摘　　　　　要 単位

原　設　計 変　更　設　計
名　　　　　称

5 コンクリート工事

捨てコンクリート 18N/m㎡　S=15 ｍ3 5.8

基礎ベースコンクリート 21N/m㎡　S=18 ｍ3 12.6

基礎立上りコンクリート 21N/m㎡　S=18 ｍ3 24.7

土間、屋外階段コンクリート 21N/m㎡　S=18 ｍ3 14.1

コンクリート打設費 捨てｺﾝ　ﾎﾟﾝﾌﾟ打ち ｍ3 5.8

ポンプ圧送費 50㎥未満 回 1.0

コンクリート打設費 基礎ﾍﾞｰｽｺﾝ　ﾎﾟﾝﾌﾟ打ち ｍ3 12.6

ポンプ圧送費 50㎥未満 回 1.0

コンクリート打設費 基礎立上りｺﾝ　ﾎﾟﾝﾌﾟ打ち ｍ3 24.7

ポンプ圧送費 50㎥未満 回 1.0

コンクリート打設費 土間、屋外階段ｺﾝ  ﾎﾟﾝﾌﾟ打ち ｍ3 14.1

ポンプ圧送費 50㎥未満 回 1.0

計 一般

株式会社  川島隆太郎建築事務所 A-6



数　量 単　価 金　額 備　考 数　量 単　価 金　額 備　考
差引増減額摘　　　　　要 単位

原　設　計 変　更　設　計
名　　　　　称

6 型枠工事

普通型枠 基礎部 ｍ2 378.0

打放し型枠 B種　地上部 ｍ2 3.6

型枠運搬費 10ｔ車 ｍ2 382.0

計 一般

株式会社  川島隆太郎建築事務所 A-7



数　量 単　価 金　額 備　考 数　量 単　価 金　額 備　考
差引増減額摘　　　　　要 単位

原　設　計 変　更　設　計
名　　　　　称

7 木工事

土台 正角　105×105　青森ヒバ2級材 ｍ3 1.7807

大引 正角　105×105　米松2級材　KD　 ｍ3 2.0342

管柱、桁、小屋束、火打ち梁 正角　105×105（90×90）米松2級材　KD ｍ3 5.5629

すみ柱　C1 正角　120×120　米松2級材　KD ｍ3 0.1323

母屋 正角　105×120　米松2級材　KD ｍ3 2.7027

梁 平角　105×150～300　米松2級材　KD ｍ3 3.0951

垂木 平割　60×45　米松2級材　KD ｍ3 0.9052

垂木 120×60　米松2級材　KD ｍ3 0.9072

間柱 105×30（60）　杉2級材　KD ｍ3 2.7630

胴縁 45×18　杉2級材　KD ｍ3 1.6392

筋違い 90×45　杉2級材　KD ｍ3 0.1566

床合板受 90×60　杉2級材　KD ｍ3 1.0206

野縁、吊木 40×45　杉2級材　KD ｍ3 1.9707

窓台・窓まぐさ・気流止 45×105　杉2級材　KD ｍ3 0.9716

唐草 30×40　米松2級材　KD ｍ3 0.0728

破風板 30×205　米松2級材　KD ｍ3 0.3733

造作材 杉材　上小節程度 ｍ3 0.2859

床下地板 ネダレス合板ｔ=28 ｍ2 133.0

株式会社  川島隆太郎建築事務所 A-8



数　量 単　価 金　額 備　考 数　量 単　価 金　額 備　考
差引増減額摘　　　　　要 単位

原　設　計 変　更　設　計
名　　　　　称

床耐水合板 ｔ=9　特類 ｍ2 121.0

手摺補強下地材 耐水構造用合板ｔ=24特類2級 ｍ2 2.5

屋根下地板 耐水構造用合板ｔ=12特類2級 ｍ2 205.0

外壁下地板 構造用合板ｔ=9特類2級 ｍ2 198.0

ラワン合板 ｔ=5.5（目透張）1類 ｍ2 36.5

木部防腐・防蟻塗装 木材保存協会認定防腐剤 缶 4.0

構造材工場加工費 プレカット 坪 48.2

大工工賃
木材加工、軸組建て方、木下地、補強金物取
付、建材（内外装、ボード類施工）、建具取付 式 1.0

建方クレーン費
ラフテレーンクレーン　4.9ｔ吊
オペレーター付

日 1.0

釘・補強金物 式 1.0

計 一般

株式会社  川島隆太郎建築事務所 A-9



数　量 単　価 金　額 備　考 数　量 単　価 金　額 備　考
差引増減額摘　　　　　要 単位

原　設　計 変　更　設　計
名　　　　　称

8 屋根工事

鋼板立平葺き
溶融55%ｱﾙﾐﾆｳﾑ亜鉛合金ﾒｯｷｶﾗｰ鋼
板t=0.4　KB特殊工法

ｍ2 205.0

改質アスファルトルーフィング ｍ2 205.0

軒先唐草　鋼板包み
溶融55%ｱﾙﾐﾆｳﾑ亜鉛合金ﾒｯｷｶﾗｰ鋼
板t=0.4　30×40

ｍ 60.5

軒先破風　鋼板包み
溶融55%ｱﾙﾐﾆｳﾑ亜鉛合金ﾒｯｷｶﾗｰ鋼
板t=0.4　30×205

ｍ 60.5

計 一般

株式会社  川島隆太郎建築事務所 A-10



数　量 単　価 金　額 備　考 数　量 単　価 金　額 備　考
差引増減額摘　　　　　要 単位

原　設　計 変　更　設　計
名　　　　　称

9 外装工事

金属製サイデｨング
ｔ=15（ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ角波鋼板+ｳﾚ
ﾀﾝ変成ｲｿｼｱﾇﾚｰﾄﾌｫｰﾑ）

ｍ2 169.0

土台通気水切
ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板ｔ=0.35
D=50

ｍ 58.6

縦張用スタート金物 ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板ｔ=0.35 ｍ 58.6

出隅金物
ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板+ｱﾙﾐ形材　50×50
ｼｰﾙ、ﾊﾞｯｸ材含む ｍ 27.5

開口回り役物
カラーガルバリウム鋼板ｔ=0.35
シール、バック材

ｍ 75.2

外壁上端役物
カラーガルバリウム鋼板ｔ=0.35
シール、バック材

ｍ 63.5

外壁用水切型物 ｍ 4.0

透湿防水シート
JIS A6111 B適合品
防湿テープ含む

ｍ2 169.0

外壁シーリング MS-2　10×10 ｍ 75.2

軒天 無石綿珪酸カルシウム板
ｔ=6.0　平板　目透張（目地底
テープ張り）

ｍ2 38.6

軒天通気層吸気ガラリ
21×30　有効面積　167cm2/
ｍ

ｍ 52.7

計 一般

株式会社  川島隆太郎建築事務所 A-11



数　量 単　価 金　額 備　考 数　量 単　価 金　額 備　考
差引増減額摘　　　　　要 単位

原　設　計 変　更　設　計
名　　　　　称

10 左官・タイル工事

床：コンクリート打同時金ゴテ仕上 ｍ2 27.8

床：コンクリート木ゴテ仕上 土間 ｍ2 161.0

床：モルタル塗 タイル下地 ｍ2 10.5

床：モルタル金ゴテ押え 粗面仕上 ｍ2 7.3

床：モルタル金ゴテ仕上 ｍ2 16.0

床：スリット目地 T10×W40 ｍ 16.3

壁：モルタル金ゴテ仕上 ｍ2 6.3

壁：モルタル塗 タイル下地 ｍ2 1.7

壁：モルタル薄塗 ｍ2 14.6

基礎天端レベリング ｔ-10　24.0N/㎟ ｍ 128.0

建具周囲モルタル充填 ｍ 5.7

建具周囲防水モルタル充填 ｍ 5.4

屋外手摺箱抜き部分モルタル充填 箇所 12.0

床：磁器質タイル貼 圧着張　100角 ｍ2 10.5

壁：磁器質タイル貼 圧着張　100角 ｍ 13.9

計 一般

株式会社  川島隆太郎建築事務所 A-12



数　量 単　価 金　額 備　考 数　量 単　価 金　額 備　考
差引増減額摘　　　　　要 単位

原　設　計 変　更　設　計
名　　　　　称

11 建具工事

1） アルミ製・樹脂製建具工事 式 1.0

2） 木製建具 式 1.0

計 一般

株式会社  川島隆太郎建築事務所 A-13



数　量 単　価 金　額 備　考 数　量 単　価 金　額 備　考
差引増減額摘　　　　　要 単位

原　設　計 変　更　設　計
名　　　　　称

1） アルミ製・樹脂製建具工事

AD-1
アルミ製引違い戸（FIX欄間付）
W1650×H2030+W1650×H330 箇所 3.0

AD-2
アルミ製片引き戸（外付）
W750×H2000 箇所 3.0

AD-3
アルミ製断熱玄関親子ドア
W1137×H2330 箇所 3.0

JW-1
樹脂製断熱複層サッシ　引違いテラ
ス戸　W1650×H2200 箇所 3.0

JW-2
樹脂製断熱複層サッシ　引違い窓
W1650×H1100 箇所 3.0

JW-3
樹脂製断熱複層サッシ　縦すべり出
し窓　W600×H500 箇所 3.0

JW-4
樹脂製断熱複層サッシ　横すべり出
し窓　W460×H500 箇所 3.0

JW-5
樹脂製断熱複層サッシ　横すべり出
し窓　W360×H330 箇所 3.0

JW-1 網戸 箇所 3.0

JW-2 網戸 箇所 3.0

JW-3 ロール網戸 箇所 3.0

JW-4 ロール網戸 箇所 3.0

サッシ運搬費 式 1.0

小計
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数　量 単　価 金　額 備　考 数　量 単　価 金　額 備　考
差引増減額摘　　　　　要 単位

原　設　計 変　更　設　計
名　　　　　称

2） 木製建具

WD-1
木製建具　親子ドア　木目柄樹脂化粧
シート貼（基材MDF）W1195×H2000 箇所 3.0

WD-2
木製建具　上吊り引戸　木目柄樹脂化粧
シート貼（基材MDF）W884×H2000 箇所 3.0

WD-3
木製建具　引違い戸　木目柄樹脂化粧
シート貼（基材MDF）W1630×H2000 箇所 3.0

WD-4
木製建具　片開きドア　木目柄樹脂化粧
シート貼（基材MDF）W780×H2000 箇所 3.0

WD-5
木製建具　片開きドア　木目柄樹脂化粧
シート貼（基材MDF）W735×H2000 箇所 3.0

小計
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数　量 単　価 金　額 備　考 数　量 単　価 金　額 備　考
差引増減額摘　　　　　要 単位

原　設　計 変　更　設　計
名　　　　　称

12 塗装工事

天井：ＥＰ Ｂ種　ケイカル面　　平部 ｍ2 52.0

シラン系撥水材塗布 基礎外周モルタル面 ｍ2 14.6

木部：ＯＳ 平部 ｍ2 9.2

木部：ＯＳ 細物 ｍ 10.2

外装薄塗材Ｅ ｍ2 26.1

計 一般
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数　量 単　価 金　額 備　考 数　量 単　価 金　額 備　考
差引増減額摘　　　　　要 単位

原　設　計 変　更　設　計
名　　　　　称

13 内装工事

床：木質系フローリング ｔ=12 ｍ2 9.7

床：ビニル床シート ｔ=2.0 ｍ2 115.0

上框 90×150（既製品） ｍ 3.7

巾木：化粧巾木 H=60 ｍ 136.0

壁：ＰＢ ｔ=12.5　突付 ｍ2 353.0

壁：耐水ＰＢ ｔ=12.5　突付 ｍ2 49.8

壁：ＰＢ＋ＰＢ（界壁）
強化ｔ=12.5+硬質ｔ=9.5　突付
両面二重張

ｍ2 58.3

壁：ＰＢ・耐水ＰＢ継目処理 縦目処理工法 ｍ2 322.0

壁：キッチンパネル ｔ=3.0 ｍ2 6.5

壁： 無石綿珪酸カルシウム板ｔ=10　平板　目透張 ｍ2 26.1

壁： ビニルクロス貼 量産品 ｍ2 322.0

天井：ＰＢ ｔ=9.5　突付 ｍ2 132.0

天井：耐水ＰＢ ｔ=9.5　突付 ｍ2 10.4

天井：ＰＢ継目処理 縦目処理工法 ｍ2 115.0

天井：化粧ＰＢ ｔ=9.5 ｍ2 6.0

天井：無石綿珪酸カルシウム板
ｔ=6.0　平板　目透張（目地底
テープ張り）

ｍ2 7.5

天井： ビニルクロス貼 量産品 ｍ2 115.0

廻り縁 樹脂製 ｍ 242.0

株式会社  川島隆太郎建築事務所 A-17



数　量 単　価 金　額 備　考 数　量 単　価 金　額 備　考
差引増減額摘　　　　　要 単位

原　設　計 変　更　設　計
名　　　　　称

耐火目地材 ボード取合い部分 ｍ 119.0

計 一般
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数　量 単　価 金　額 備　考 数　量 単　価 金　額 備　考
差引増減額摘　　　　　要 単位

原　設　計 変　更　設　計
名　　　　　称

14 仕上・ユニット工事

防蟻テープ W=190 ｍ 58.3

断熱気密パッキン W150×H20 ｍ 67.4

キソパッキンロング ｍ 60.5

鋼製床束 H=385 個 115.0

住戸表札
アルミ型材　125×250×7.5　堀
込番号入

箇所 3.0

住棟表示板
200×200×20×2文字+100×15×20
×1文字　SUSｽｺｯﾁｶﾙﾌｨﾙﾑ貼 式 1.0

付長押
コルク柄 L=2.0ｍ　H=53
小口キャップ、耐荷重表示共

箇所 3.0

付長押
コルク柄 L=0.9ｍ　H=53
小口キャップ、耐荷重表示共

箇所 3.0

壁付け収納 370×158×850 箇所 3.0

玄関収納ベンチ 310×250×410 箇所 3.0

物干金物 本 12.0

SUS郵便受 箇所 3.0

下足入 木製 W750×D395×H820　脚付 台 3.0

木製手摺 H=600　Φ40 箇所 3.0

アルミ製床下点検口 450角 箇所 6.0

アルミ製高気密型天井点検口 450角 箇所 6.0

ステンレスハンガーパイプ Φ30L=1690 箇所 3.0

カーテンレール
ステンレス製C型　ダブル　壁付
L=1,950　ランナー、房掛共

箇所 6.0
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数　量 単　価 金　額 備　考 数　量 単　価 金　額 備　考
差引増減額摘　　　　　要 単位

原　設　計 変　更　設　計
名　　　　　称

壁断熱材 高性能ＧＷ16Ｋ相当品ｔ=100 ｍ2 116.0

天井断熱材 ＧＷＨ10Ｋ相当品ｔ=100+ｔ=100 ｍ2 144.0

界壁断熱材 ＧＷ24Ｋ相当品ｔ=100 ｍ2 58.3

壁：防湿シート t=0.1　ポリエチレンフィルム ｍ2 140.0

天井：防湿シート t=0.1　ポリエチレンフィルム ｍ2 144.0

遮音カベマット ｍ2 117.0

システムキッチン L=1950　IHﾋｰﾀｰ　吊戸棚 台 3.0

ユニットバス 寒冷地仕様1216型 台 3.0

ステンレス手摺 Φ34ｔ=2.0 L=2450 H=800 箇所 3.0

物置　集成棚板 1100×200×25 箇所 3.0

クローゼット　集成棚板 1660（1690）×400×30 箇所 3.0

木製額縁 既製品ｔ=25 ｍ 31.7

床下換気口 樹脂製　L=400 箇所 3.0

床下換気口 樹脂製　L=600 箇所 3.0

計 一般
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数量 単価 金額 備考 数量 単価 金額 備考

2） 電気設備工事

1 電灯設備　 式 1.00

2 電灯設備分岐　電灯幹線設備 式 1.00

3 電灯設備分岐　ｺﾝｾﾝﾄ設備 式 1.00

4 情報・通信網設備 式 1.00

5 誘導支援設備 式 1.00

6 ﾃﾚﾋﾞ共同受信設備 式 1.00

7 住宅用火災警報器設備 式 1.00

直接工事費　計

1 電灯設備

変　更　設　計
差引増減額名　　　称 摘　　　要 単位

原　設　計

株式会社  川島隆太郎建築事務所 Ｅ-1



数量 単価 金額 備考 数量 単価 金額 備考

変　更　設　計
差引増減額名　　　称 摘　　　要 単位

原　設　計

電線 EM-FFE1.6-2C
ｽﾃｰﾌﾟ

ﾙ
m 34.00

    〃 EM-EEF1.6-3C 〃 〃 255.00

    〃 EM-EEF2.0-3C 〃 〃 136.00

ﾎﾞｯｸｽ 1SB VE 個 24.00

    〃 2SB 〃 〃 3.00

ｼﾞｮｴﾝﾄﾎﾞｯｸｽ 樹脂　透明　大 〃 〃 21.00

ｽｲｯﾁ 1P15Ax1 ﾜｲﾄﾞ 〃 6.00

    〃
1P15Ax1+1P15A　L
x1

〃 〃 12.00

    〃 3W-15Ax1 〃 〃 3.00

    〃 1P15Ax2 〃 〃 3.00

    〃 1P15Ax3+3W15Ax1 〃 〃 3.00

照明器具　A LGB 52112 LE1 〃 3.00

    〃　　　 B LGB 85037 LE1 〃 3.00

    〃　　　 C LGB 51604 LB1 〃 6.00

    〃　　　 D LGB 51654 LE1 〃 6.00

    〃　　　 E LGBC 58084 LE1 〃 6.00

    〃　　 　F LGWC 80360 LE1 〃 3.00

    〃　　　 G
ｺﾝｾﾝﾄ付　丸型引掛ｼｰﾘ
ﾝｸﾞ

〃 6.00

電灯分電盤 BHR86101B3 〃 3.00
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数量 単価 金額 備考 数量 単価 金額 備考

変　更　設　計
差引増減額名　　　称 摘　　　要 単位

原　設　計

機械設備支給ｽｲｯﾁ 24H換気用 個 6.00

計

2 電灯設備分岐　電灯幹線
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数量 単価 金額 備考 数量 単価 金額 備考

変　更　設　計
差引増減額名　　　称 摘　　　要 単位

原　設　計

電線管 VE54 露出 m 4.00

    〃 PF16 隠蔽 〃 3.00

位置ﾎﾞｯｸｽ 3SB VE 個 4.00

電線 EM-IE5.5 管内 m 4.00

    〃 EM-IE5.5°
ｽﾃｰﾌﾟ

ﾙ
〃 127.00

    〃 EM-CET22 ｻﾄﾞﾙ 〃 63.00

    〃 EM-CET60 管内 〃 6.00

区画貫通 PS060WL-0436 〃 3.00

接地工事　　Ed
14φ-1500ｘ1　ﾘｰﾄﾞ端
子共

か所 2.00

引込金物 コ型金物 〃 1.00

接地極埋設標
黄銅製　接地抵抗測定
共

枚 2.00

引込開閉器盤
屋外　SUS製
BPS7374VW

個 1.00

引込盤内開閉器 MCCB3P100AF/60AT 〃 3.00

計

3 電灯設備分岐　ｺﾝｾﾝﾄ設備
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数量 単価 金額 備考 数量 単価 金額 備考

変　更　設　計
差引増減額名　　　称 摘　　　要 単位

原　設　計

電線 EM-FFE1.6-2C
ｽﾃｰﾌﾟ

ﾙ
m 184.00

    〃 EM-EEF1.6-3C 〃 〃 60.00

    〃 EM-EEF2.0-3C 〃 〃 232.00

    〃 EM-EEF2.0-3C 〃 〃 232.00

    〃 EM-EEF2.6-3C 〃 〃 40.00

ﾎﾞｯｸｽ OB中浅 VE 〃 66.00

ｼﾞｮｴﾝﾄﾎﾞｯｸｽ 樹脂　透明　大 〃 〃 18.00

ｺﾝｾﾝﾄ 2P15AX2 ﾜｲﾄﾞ 〃 27.00

    〃 2P15AEX1 〃 〃 3.00

    〃 2P15AEX2 〃 〃 21.00

    〃 2P15AE TX1 〃 〃 3.00

    〃 2P15AETX2 WP 〃 〃 3.00

    〃
200V 2P20AE x1　ﾌﾟﾗ
ｸﾞ共

〃 〃 6.00

    〃
200V 2P30AE x1　ﾌﾟﾗ
ｸﾞ共

〃 〃 3.00

計

4 情報・通信網設備

株式会社  川島隆太郎建築事務所 Ｅ-5



数量 単価 金額 備考 数量 単価 金額 備考

変　更　設　計
差引増減額名　　　称 摘　　　要 単位

原　設　計

電線管 PF16 地中 ｍ 7.00

　　〃 PF16 隠蔽 〃 37.00

　　〃 PF22 〃 〃 34.00

　　〃 EM-IE1.6 管内 〃 7.00

導入線 EM-IE1.6 〃 78.00

位置ﾎﾞｯｸｽ OB　中浅　ｶﾊﾞｰ共 樹脂 個 9.00

ﾌﾗｼｭﾌﾟﾚｰﾄ 角型　ﾊﾄﾒ 〃 〃 6.00

防雨入線ｶﾊﾞｰ 〃 〃 3.00

接地極　Ed
14φ-1500ｘ1　ﾘｰﾄﾞ端
子共

カ所 1.00

接地極埋設標
金属製　接地抵抗測定
共

枚 1.00

引込金物 〃 1.00

区画貫通 PS060WL-0436 個 3.00

計

5 誘導支援設備
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数量 単価 金額 備考 数量 単価 金額 備考

変　更　設　計
差引増減額名　　　称 摘　　　要 単位

原　設　計

位置ﾎﾞｯｸｽ OB　中浅　ｶﾊﾞｰ共 樹脂 個 6.00

電線 EM-EEF1.6-2C ｽﾃ-ﾌﾟﾙ ｍ 31.00

ﾁｬｲﾑ EC730W 個 3.00

ﾁｬｲﾑ押釦 EG331 〃 3.00

計

6 ﾃﾚﾋﾞ共同受信設備
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数量 単価 金額 備考 数量 単価 金額 備考

変　更　設　計
差引増減額名　　　称 摘　　　要 単位

原　設　計

位置ﾎﾞｯｸｽ OB　中浅　ｶﾊﾞｰ共 樹脂 個 12.00

　　〃 2SB 〃 〃 3.00

電線 EM-S-5C-FB ｽﾃ-ﾌﾟﾙ ｍ 153.00

ﾃﾚﾋﾞﾕﾆｯﾄ DWK8R-B 個 9.00

分配器 個 6.00

ﾌﾗｼｭﾌﾟﾚｰﾄ 角型　ﾊﾄﾒｘ6 樹脂 〃 3.00

防雨入線ｶﾊﾞｰ 〃 6.00

引込金物 コ型金物 か所 1.00

ｱﾝﾃﾅﾏｽﾄ　ｻｲﾄﾞﾍﾞｰｽ BS用　SB13SN+SB32K51 個 3.00

ｱﾝﾃﾅﾏｽﾄ
φ31.8　L:1.82m
M182Z32

個 3.00

計

7 住宅用火災警報器設備
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数量 単価 金額 備考 数量 単価 金額 備考

変　更　設　計
差引増減額名　　　称 摘　　　要 単位

原　設　計

煙り当番2種露出型 連動親器　SHK42712 個 3.00

　　〃 連動子器　SHK42422 〃 3.00

ねつ当番定温式露出型 連動子器　SHK42128 〃 3.00

計
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数　量 単　価 金　額 備　考 数　量 単　価 金　額 備　考

3） 機械設備工事

1 Cﾀｲﾌﾟ棟 住戸A 式 1.0

2 Cﾀｲﾌﾟ棟 住戸B 式 1.0

3 Cﾀｲﾌﾟ棟 住戸C 式 1.0

4  給水引込工事 式 1.0

計

差引増減額名　　　　　称 摘　　　　　要 単位
原　設　計 変　更　設　計
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数　量 単　価 金　額 備　考 数　量 単　価 金　額 備　考
差引増減額名　　　　　称 摘　　　　　要 単位

原　設　計 変　更　設　計

1～3

1  空調設備工事 式 1.0

2  換気設備工事 式 1.0

3  自動制御設備工事 式 1.0

4  衛生器具設備工事 式 1.0

5  給水設備工事 式 1.0

6  排水設備工事 式 1.0

7  給湯設備工事 式 1.0

8  浄化槽設備工事 式 1.0

計

Cﾀｲﾌﾟ棟  住戸A･B･C
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数　量 単　価 金　額 備　考 数　量 単　価 金　額 備　考
差引増減額名　　　　　称 摘　　　　　要 単位

原　設　計 変　更　設　計

1  空調設備工事

 ﾙｰﾑｴｱｺﾝ ACR-1  壁掛形(18畳用) 台 1.0

(寒冷地仕様,耐塩害仕様)  冷房:5.6KW, 暖房:6.7KW

 送風機:0.04KW, ﾜｲﾔﾚｽｰﾄﾞﾘﾓｺﾝ

 転倒防止金具,平地用架台

 防雪ﾌｰﾄﾞ,他付属品共

 ﾙｰﾑｴｱｺﾝ ACR-2  壁掛形(8畳用) 台 1.0

(寒冷地仕様,耐塩害仕様)  冷房:2.5KW, 暖房:3.2KW

 送風機:0.028KW, ﾜｲﾔﾚｽﾘﾓｺﾝ

 転倒防止金具,平地用架台

 防雪ﾌｰﾄﾞ,他付属品共

 冷媒・断熱材被覆銅管  ｶﾞｽ管 保温厚20mm  CU 9.52φ ｍ 10.0

 冷媒・断熱材被覆銅管  液 管 保温厚 8mm  CU 6.35φ ｍ 10.0

 冷媒管用樹脂製化粧ｶﾊﾞｰ  SD-100 ｍ 7.0
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数　量 単　価 金　額 備　考 数　量 単　価 金　額 備　考
差引増減額名　　　　　称 摘　　　　　要 単位

原　設　計 変　更　設　計

 排水・ﾄﾞﾚﾝﾎｰｽ  屋内共用配管 16A ｍ 5.0

 ﾄﾞﾚﾝﾎｰｽ用部材 式 1.0

計
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数　量 単　価 金　額 備　考 数　量 単　価 金　額 備　考
差引増減額名　　　　　称 摘　　　　　要 単位

原　設　計 変　更　設　計

2  換気設備工事

 全熱交換器[24時間換気] HEU-1  壁埋込形(30cm角穴取付,壁ｽｲｯﾁ 台 1.0

 ﾀｲﾌﾟ),有効換気量:30m3/h以上

 温度交換効率:55％

 専用ｳｪｻﾞｰｶﾊﾞｰ(SUS製)

 取付金枠,他付属品共

 全熱交換器[24時間換気] HEU-2  壁埋込形(30cm角穴取付,壁ｽｲｯﾁ 台 1.0

 ﾀｲﾌﾟ),有効換気量:20m3/h以上

 温度交換効率:55％

 専用ｳｪｻﾞｰｶﾊﾞｰ(SUS製)

 取付金枠,他付属品共

 埋込換気扇ｽｲｯﾁ  WTC52528W (ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ) 個 2.0

 保護ｶﾊﾞｰ付ｽｲｯﾁﾌﾟﾚｰﾄ  WTC79512W (ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ) 個 2.0
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数　量 単　価 金　額 備　考 数　量 単　価 金　額 備　考
差引増減額名　　　　　称 摘　　　　　要 単位

原　設　計 変　更　設　計

 換気扇 FE-1  天井埋込型(低騒音ﾀｲﾌﾟ) 台 1.0

 100φ×30m3/h×10Pa×3.8W

 ｺﾝﾄﾛｰﾙｽｲｯﾁ,他付属品共

 換気扇 FE-2  天井埋込型(低騒音,2部屋用) 台 1.0

 100φ×80m3/h×20Pa×13W

 ｺﾝﾄﾛｰﾙｽｲｯﾁ,副吸込ｸﾞﾘﾙ100φ

 他付属品共

 換気扇 FE-3  天井埋込型(低騒音ﾀｲﾌﾟ) 台 1.0

 100φ×40m3/h×10Pa×7.2W

 ｺﾝﾄﾛｰﾙｽｲｯﾁ,他付属品共

 換気扇 FE-4  ﾚﾝｼﾞﾌｰﾄﾞ 台 1.0

 (ﾌﾞｰｽ形,深形,自然給気ﾀｲﾌﾟ)

 75cm幅×150m3/h×20Pa×79W

 他付属品共

 SUS製ﾍﾞﾝﾄﾞｷｬｯﾌﾟ(ｷﾞｬﾗﾘ付)  100φ 個 3.0

 SUS製ﾍﾞﾝﾄﾞｷｬｯﾌﾟ(ｷﾞｬﾗﾘ付)  150φ 個 1.0

 SUS製ﾍﾞﾝﾄﾞｷｬｯﾌﾟ(防虫網付)  150φ 個 1.0
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数　量 単　価 金　額 備　考 数　量 単　価 金　額 備　考
差引増減額名　　　　　称 摘　　　　　要 単位

原　設　計 変　更　設　計

 ｽﾊﾟｲﾗﾙﾀﾞｸﾄ　低圧  亜鉛鉄板製 100φ  ｍ 4.0

 ｽﾊﾟｲﾗﾙﾀﾞｸﾄ　低圧  亜鉛鉄板製 100φ　ｼｰﾙ材割増 ｍ 5.0

 ｽﾊﾟｲﾗﾙﾀﾞｸﾄ　低圧  亜鉛鉄板製 150φ  ｍ 6.0

 ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾀﾞｸﾄ  100φ 保温付 本 1.0

 ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾀﾞｸﾄ  100φ 保温付　ｼｰﾙ材割増 本 1.0

 ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾀﾞｸﾄ  150φ 保温付 本 2.0

 ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾀﾞｸﾄ  100φ 保温無 本 1.0

 ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾀﾞｸﾄ  100φ 保温無　ｼｰﾙ材割増 本 1.0

 ｽﾊﾟｲﾗﾙﾀﾞｸﾄ保温  隠ぺい GW･ｱﾙﾐｶﾞﾗｽｸﾛｽ 100φ ｍ 3.0

 ｽﾊﾟｲﾗﾙﾀﾞｸﾄ保温  隠ぺい GW･ｱﾙﾐｶﾞﾗｽｸﾛｽ 150φ ｍ 4.0

 ｽﾊﾟｲﾗﾙﾀﾞｸﾄ保温  隠ぺい RW･ｱﾙﾐｶﾞﾗｽｸﾛｽ 150φ ｍ 2.0

計
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数　量 単　価 金　額 備　考 数　量 単　価 金　額 備　考
差引増減額名　　　　　称 摘　　　　　要 単位

原　設　計 変　更　設　計

3  自動制御設備工事

 (空調配線)

 低圧電力用ｹｰﾌﾞﾙ  EM-EEF 2.0mm-3C 隠ぺい ｍ 10.0

小 計

 (換気配線)

 低圧電力用ｹｰﾌﾞﾙ  EM-EEF 1.6mm-3C 管内 ｍ 3.0

 低圧電力用ｹｰﾌﾞﾙ  EM-EEF 1.6mm-3C 隠ぺい ｍ 13.0

 合成樹脂可とう電線管  PF16 隠ぺい ｍ 3.0

小 計

 (給湯配線)

 制御用ｹｰﾌﾞﾙ  EM-CEE-S 1.25mm2-2C 管内 ｍ 3.0

 制御用ｹｰﾌﾞﾙ  EM-CEE-S 1.25mm2-2C 隠ぺい ｍ 6.0

 合成樹脂可とう電線管  PF16 隠ぺい ｍ 3.0

小 計

計
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数　量 単　価 金　額 備　考 数　量 単　価 金　額 備　考
差引増減額名　　　　　称 摘　　　　　要 単位

原　設　計 変　更　設　計

4  衛生器具設備工事

 洋風大便器  YBC-ZA10S,DT-ZA150ENQS 組 1.0

 CW-KA21QV,CF-AA22H,他付属金具

 手洗器  L-A74HB,A-5303W,他付属金具共 組 1.0

 手すり(L型)  NKF-540(600×600),他付属金具共 組 1.0

 洗面化粧台(間口750mm)  FTVIN-755SYN,MFTXI-751YPJU 組 1.0

 他付属金具共

 洗濯機ﾊﾟﾝ  PF-7464AC,TP-51,他付属金具共 組 1.0

 洗濯機用水栓  LF-WJ50KQ-U,他付属金具共 個 1.0

 IH ｸｯｷﾝｸﾞﾋｰﾀｰ  KZ-G22CL3(ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ),ﾋﾞﾙﾄｲﾝﾀｲﾌﾟ 台 1.0

 2口･ｸﾞﾘﾙ付,1φ×200V×2.9KW

計
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数　量 単　価 金　額 備　考 数　量 単　価 金　額 備　考
差引増減額名　　　　　称 摘　　　　　要 単位

原　設　計 変　更　設　計

5  給水設備工事

 (屋内給水)

 給水･水道用ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管  屋内埋設配管　PP　20A ｍ 2.0

 給水･ﾎﾟﾘ粉体ﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管  屋内埋設配管　SGP-PD　20A ｍ 1.0

 給水･ﾎﾟﾘ粉体ﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管  屋内共用配管　SGP-PB　20A ｍ 19.0

 ｻﾔ管･硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管  屋内埋設配管　VP　50A ｍ 2.0

 水抜栓  20A×1.0m, 浸透桝ｶﾊﾞｰｾｯﾄ共 個 1.0

 ﾌﾛｱｰﾊｯﾁ  150φ 個 1.0

 給水管 保温  隠ぺい PF･ｱﾙﾐｶﾞﾗｽｸﾛｽ 20A ｍ 3.0

 給水管 保温  暗渠内 PF･着色ｱﾙﾐｶﾞﾗｽｸﾛｽ 20A ｍ 16.0

小 計
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数　量 単　価 金　額 備　考 数　量 単　価 金　額 備　考
差引増減額名　　　　　称 摘　　　　　要 単位

原　設　計 変　更　設　計

 (屋外給水)

 給水･水道用ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管  屋内埋設配管　PP　20A ｍ 5.0

 乙止水栓  20A 個 1.0

 止水栓ﾎﾞｯｸｽ  B5-2 個 1.0

 止水栓  20A 個 1.0

 逆止弁  CV 20A 個 1.0

 量水器 (貸与品)  隔側式　20A 個 1.0

 樹脂製量水器ﾎﾞｯｸｽ  20A用,寒冷地仕様 個 1.0

 不凍水栓柱(伸縮式)  D-EN2 20mm×0.6m, 浸透桝共 個 1.0

 地中埋設標  鉄 製 個 2.0

 埋設標示ﾃｰﾌﾟ  150幅 ｍ 5.0

 配管 土工事  根切り 機械0.13m3 ｍ3 1.7

 配管 土工事  埋戻し 機械0.13m3 ｍ3 1.1

 配管 土工事  砂 ｍ3 0.6

 配管 土工事  残土処分 人力(場内敷ならし) ｍ3 0.6

小 計

計
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数　量 単　価 金　額 備　考 数　量 単　価 金　額 備　考
差引増減額名　　　　　称 摘　　　　　要 単位

原　設　計 変　更　設　計

6  排水設備工事

 (屋内排水)

 排水・硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管  屋内共用配管　VP　40A ｍ 4.0

 排水・硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管  屋内共用配管　VP　50A ｍ 7.0

 排水・硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管  屋内共用配管　VP　75A ｍ 5.0

 排水・硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管  屋内埋設配管　VP　50A ｍ 2.0

 排水・硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管  屋内埋設配管　VP　75A ｍ 7.0

 通気・硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管  屋内共用配管　VP　40A ｍ 11.0

 通気金物  40A 個 1.0

 排水管 保温  隠ぺい PF･ｱﾙﾐｶﾞﾗｽｸﾛｽ 40A ｍ 1.0

小 計
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数　量 単　価 金　額 備　考 数　量 単　価 金　額 備　考
差引増減額名　　　　　称 摘　　　　　要 単位

原　設　計 変　更　設　計

 (屋外排水)

 排水・硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管  屋外埋設配管　VU　100A ｍ 10.0

 樹脂製ｲﾝﾊﾞｰﾄ桝(樹脂製蓋)  150φ×100A×400H,区分A.90L 組 2.0

 樹脂製ｲﾝﾊﾞｰﾄ桝(樹脂製蓋)  150φ×100A×400H,区分A.90WYS 組 1.0

 樹脂製ｲﾝﾊﾞｰﾄ桝(樹脂製蓋)  150φ×100A×500H,区分A.ST 組 1.0

 樹脂製ため桝(樹脂製蓋)  200φ×100A×500H,区分A 組 2.0

 配管 土工事  根切り 機械0.13m3 ｍ3 2.3

 配管 土工事  埋戻し 機械0.13m3 ｍ3 0.9

 配管 土工事  砂 ｍ3 1.5

 配管 土工事  残土処分 人力(場内敷ならし) ｍ3 1.5

小 計

計
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数　量 単　価 金　額 備　考 数　量 単　価 金　額 備　考
差引増減額名　　　　　称 摘　　　　　要 単位

原　設　計 変　更　設　計

7  給湯設備工事

 ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ給湯器 WHH  (ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟﾕﾆｯﾄ)耐塩害仕様, 台 1.0

 水道直圧,給湯専用,寒冷地仕様

 冬季加熱能力:6.0KW, 防雪ｶﾊﾞｰ

 架台(300H),転倒防止金具

 基礎:建築工事,他付属品共

 (貯湯ﾀﾝｸﾕﾆｯﾄ)

 ﾀﾝｸ容量:460L,ﾘﾓｺﾝｽｲｯﾁ×2

 転倒防止金具,他付属品共

 給湯・耐熱性塩ﾋﾞﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管  屋内共用配管　SGP-HVA　20A ｍ 13.0

 ｻﾔ管･硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管  屋内埋設配管　VP　50A ｍ 1.0

 排湯・耐熱性硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管  屋内共用配管　HTVP　15A ｍ 1.0

 排湯・耐熱性硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管  屋内共用配管　HTVP　20A ｍ 1.0

 排湯・耐熱性硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管  屋内共用配管　HTVP　40A ｍ 1.0

 排湯・耐熱性硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管  屋内埋設配管　HTVP　20A ｍ 4.0

 排湯・耐熱性硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管  屋内埋設配管　HTVP　40A ｍ 3.0

 湯抜ﾊﾞﾙﾌﾞ  BH-D　20A 個 1.0

 ﾌﾛｱｰﾊｯﾁ  150φ 個 1.0

 間接排水口  75A×40A 個 1.0

 配管用防虫網(SUS製)  40A 個 1.0
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数　量 単　価 金　額 備　考 数　量 単　価 金　額 備　考
差引増減額名　　　　　称 摘　　　　　要 単位

原　設　計 変　更　設　計

 給湯管 保温  隠ぺい GW･ｱﾙﾐｶﾞﾗｽｸﾛｽ 20A ｍ 2.0

 給湯管 保温  暗渠内 GW･着色ｱﾙﾐｶﾞﾗｽｸﾛｽ 20A ｍ 10.0

計
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数　量 単　価 金　額 備　考 数　量 単　価 金　額 備　考
差引増減額名　　　　　称 摘　　　　　要 単位

原　設　計 変　更　設　計

8  浄化槽設備工事

 浄化槽 WC  合併処理浄化槽 基 1.0

 処理対象人員:5人

 自然流下式,流入管底:GL-370H

 ﾌﾞﾛﾜｰﾎﾟﾝﾌﾟ,他付属品共

 搬入据付 式 1.0

 基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ･土木工事 式 1.0

 送気・耐衝撃性ポリ塩ビ管  屋外架空配管　HIVP　16A ｍ 1.0

 送気・耐衝撃性ポリ塩ビ管  屋外埋設配管　HIVP　16A ｍ 5.0

 配管 土工事  根切り 機械0.13m3 ｍ3 1.3

 配管 土工事  埋戻し 機械0.13m3 ｍ3 0.8

 配管 土工事  砂 ｍ3 0.5

 配管 土工事  残土処分 人力(場内敷ならし) ｍ3 0.5

計
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数　量 単　価 金　額 備　考 数　量 単　価 金　額 備　考
差引増減額名　　　　　称 摘　　　　　要 単位

原　設　計 変　更　設　計

4

1  給水設備工事 式 1.0

計

Cﾀｲﾌﾟ棟 給水引込
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数　量 単　価 金　額 備　考 数　量 単　価 金　額 備　考
差引増減額名　　　　　称 摘　　　　　要 単位

原　設　計 変　更　設　計

1  給水設備工事

 (屋外給水)

 給水･水道用ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管  屋内埋設配管　PP　20A ｍ 7.0

 給水･水道用ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管  屋内埋設配管　PP　25A ｍ 6.0

 給水･水道用ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管  屋内埋設配管　PP　32A ｍ 12.0

 ｻﾄﾞﾙ分水栓  PE50A×PP20A 個 1.0

 地中埋設標  鉄 製 個 3.0

 埋設標示ﾃｰﾌﾟ  150幅 ｍ 25.0

 ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装　掘削復旧 式 1.00

 配管 土工事  根切り 機械0.13m3 ｍ3 13.2

 配管 土工事  埋戻し 機械0.13m3 ｍ3 4.4

 配管 土工事  砂 ｍ3 7.6

 配管 土工事  残土処分 人力(場内敷ならし) ｍ3 8.9

計
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川島隆太郎建築事務所株式会社

Ａ

配置図Ｎ Ｏ Ｔ Ｅ 年 月 作製
図面名称

単位　ＭＭ縮尺
工事名称

株式会社青森県Ａ１の２号 川島隆太郎建築事務所 管理建築士

所　　　長 部　長 課　長 担　当 製　図 製　図

TEL 017(741)6497

FAX 017(742)1877
１級建築士登録113986号 川島芳正００

－ ３

（仮称）今別町営住宅建設工事（７号棟）

令和 ４ 年 ３ 月

令和 ４

【Ｃタイプ・１ＬＤＫ】

（仮称）今別町営住宅建設工事（７号棟）



章 項　　　目 特　　記　　事　　項章 項　　　目 特　　記　　事　　項木 造 建 築 工 事 特 記 仕 様 書
工　事　概　要

１

２

３

４

　用途地域・その他規制区域等

　工　事　場　所　　

　敷　地　面　積

　工　事　内　容

Ⅰ

建　築　面　積

用　　　　　途

棟　　　　　名

延　床　面　積

階

階

階

計

５ 　そ　の　他　（　施　工　条　件　等　）

Ⅱ 建　築　工　事　仕　様

１

２ 　特　記　事　項

　　　１）　項目は、番号に○印の付いたものを適用する。　　　

　　　２）　特記事項は、○印の付いたものを適用する。

　　　３）　特記事項欄の行末に記載の（　）内表示番号は、木標仕の該当事項又は該当表を示す。

　　　○印と※印が付いている場合は、共に適用する。

　　　○印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。

工事写真の撮り方　　　　

建築工事標準詳細図　　・

※

章 項　　　目 特　　記　　事　　項

１

一

般

共

通

事

項

１　適用基準等 国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課監修

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　　　 （改訂第三版）

    種　　　別

電気主任技術者  ※　監督職員の承諾を受けた者・

工事期限より　　　　　日前

青森県認定リサイクル製品優先使用指針

防犯性の向上については『防犯に配慮した設計ガイドライン』を遵守すること。

青森県営繕事業に係る電子納品運用ガイドライン

公共建築工事標準仕様書　　　　

・

・

・

※

※ 青森県環境生活部

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　　　

青森県県土整備部建築住宅課

（平成20年 4月）

(1.1.2)(1.2.1)

(1.3.3)

２　概成工期

３　電気保安技術者

４　発生材の処理等

１

一

般

共

通

事

項

（平成29年 4月）

『青森県公共事業景観形成基準』及び『青森県景観色彩ガイドプラン』　青森県景観条例

分析調査

　・　再利用を図るもの

　・　発注者へ引渡しを
　　　要するもの

　・　再資源化を図るもの
　　　(注1)

　・　特別管理産業廃棄物

 ※　PCB含有機器類

 ※　建設汚泥

 ※　建設混合廃棄物

 ※　建設発生木材

 ※　ｱｽﾌｧﾙﾄ･ｺﾝｸﾘｰﾄ塊

 ※　コンクリート塊

　・　

※　PCB含有ｼｰﾘﾝｸﾞ材　

※　微量PCB

       対　　象　　品　　目

 ※　金属類

 ※　小形二次電池

　・　硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管・継手

　・　蛍光ランプ・HIDランプ

　・　ガラス

　・　硬質ポリ塩化ビニル管・継手

　・

　・　処理に注意を要する
　　　もの

・　ＣＣＡ処理木材

　・　0.1％を超えて石綿を含有するもの

・　ヒ素・カドミウム含有せっこうボード

　・　石膏ボード

・　廃石綿（除去作業に使用した保護具及び養生材を含む）

・　

・　廃油

・　廃酸、廃アルカリ

・　ダイオキシン含有廃棄物

特記24.6による

要 ・ 不要

要 ・ 不要

要 ・ 不要

要 ・ 不要

要 ・ 不要

要 ・ 不要

　・　特殊な建設副産物 ・　フロン
　・　ハロン

　・　煙感知器（イオン化式）

　・　六フッ化イオウ(SF6)ｶﾞｽ

　・　PFOS

　・　特定化学物質（　　　　　）

要 ・ 不要

要 ・ 不要

要 ・ 不要

要 ・ 不要

要 ・ 不要

要 ・ 不要

(1.4.2)

　使用しない。

5.　本工事に使用する材料については、化学物質等安全データシート(ＭＳＤＳ)等により確認を行い、アスベスト含有建材を

       施工時、施工後の通風、換気を十分に行い、室内に放散した溶剤成分等の希釈を図ること。

       作成した化学物質等安全データシートの内容を把握するとともに、現場に常備し、記載内容の周知徹底を図ること。

     3)　仕上塗材、塗料、シーリング材、接着剤その他の化学製品の選択及び取扱いに当たっては、当該製品の製造所が

4.　化学物質を放散する建築材料等

　評価事業建築材料等評価名簿(平成      年版)による。

2.　「評価名簿による」と特記されたものについては、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「建築材料・設備機材等品質性能

　ものとする。ただし、同等以上のものとする場合は、あらかじめ監督職員の承諾を受ける。

1.　本工事に使用する材料・機材等のうち、特定のものが特記された場合は、設計図書に規定するもの又はこれらと同等以上の５　材料の品質等

     3)　本工事において、認定リサイクル製品若しくは認定された新商品を使用した場合は、工事完了後、監督職員の指示する

　　　掲示すること。

     2)　認定リサイクル製品を使用する場合は、監督職員の指示する様式に必要事項を記入のうえ、公衆の見やすい場所に

　　　規定により制定された、｢青森県認定リサイクル製品優先使用指針｣に基づき工事が実施されるように努めるものとする。

     1)　本工事は｢青森県リサイクル製品の認定及び使用の推進に関する条例｣(青森県リサイクル製品認定制度)第９条第１項の

　の使用について

6.　「青森県リサイクル製品認定制度」に基づく認定ﾘｻｲｸﾙ製品及び「レッツbuyあおもり新商品事業」により認定された新商品

3.　本県に本店、支店、営業所を有するメーカー製品及び可能な限り県産材を使用すること。

     1)　建材・施工材の使用材料の選定においては、ホルムアルデヒド及び揮発性有機化合物を放散しなもの又は放散が十分

       に少ないものをＪＩＳまたはＪＡＳ等を参考に適切に選択すること。ホルムアルデヒド放散量はＦ☆☆☆☆を原則とし、該当する

　　　材料等がない場合は、施工面積に十分注意した上でＦ☆☆☆を使用すること。

     2)　接着剤はホルムアルデヒド及び揮発性有機化合物を放散しないか、放散が極めて少ないもの、または含有量が少なく

       難揮発性の可塑剤を使用しているものとし、ホルムアルデヒド放散量はＦ☆☆☆☆を原則とすること。

     4)　接着剤・塗料等の使用に当たっては、使用方法や使用量を十分に管理し、適切な乾燥時間をとること。また、

　　　様式に必要事項を記入のうえ提出すること。

６　技能士

・押出成形セメント板工事 ＡＬＣパネル施工

ブロック建築 コンクリートブロック工事作業

ＡＬＣパネル工事作業

ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ・ＡＬＣパネル

鉄骨工事 鉄工

とび

構造物鉄工作業

とび作業

仮設工事

鉄筋工事

コンクリート工事

とび

鉄筋施工

型枠施工

コンクリート圧送施工

とび作業

鉄筋組立作業

型枠工事作業

コンクリート圧送工事作業

（1.5.2）   工　事　種　別    技能検定職種       技能検定作業

屋根及びとい工事

金属工事

左官工事

建具工事

カーテンウォール工事

塗装工事

内装工事

カーテンウォール施工

建築板金

スレート施工

内外装板金作業

スレート工事作業

鋼製下地工事作業

内外装板金作業

内装仕上施工

建築板金

左官

サッシ施工

ガラス施工

自動ドア施工

左官作業

ビル用サッシ施工作業

ガラス工事作業

自動ドア施工作業

サッシ施工

ガラス施工

金属製カーテンウォール工事作業

ビル用サッシ施工作業

ガラス工事作業

塗装 建築塗装作業

内装仕上施工 プラスチック系床仕上工事作業

カーペット系床仕上作業

ボード仕上工事作業

壁装作業表装

排水工事

舗装工事

配管

路面表示施工

造園植栽工事

建築配管作業

溶融ペイントハンドマーカー工事作業

加熱ペイントマシンマーカー作業

造園工事作業

ＦＲＰ防水工事作業

改質アスファルトシートトーチ工法防水工事作業

シーリング防水工事作業

セメント系防水工事作業

塩化ビニル系シート防水工事作業

合成ゴム系シート防水工事作業

アクリルゴム系塗膜防水工事作業

ウレタンゴム系塗膜防水工事作業

アスファルト防水工事作業防水施工防水工事

石工事

タイル工事

木工事

石材施工

タイル張り

建築大工

石張り作業

タイル張り作業

大工工事作業

・　軸組工事及び断熱施工に当たっては、住宅省エネルギー施工技術講習会を修了した者を原則とする。
　　ただし、これによりがたい場合には、監督員と協議すること。

木標仕に記載されていない特別な材料の工法は、材料製造所の指定する工法とする。

施工に使用する建設機械は、低騒音型・低振動型及び排ガス対策型建設機械とすること。

また、測定の結果が、厚生労働省が設定した化学物質の室内濃度の指針値を超えた場合は、監督員と協議すること。

1. 測定対象化学物質

2. 測定対象室・測定箇所数

3. 測定方法

1) 　空気の採取

　よって行う。または、以下と相関の高い方法によって行うこともできる。

　　　ホルムアルデヒド　　　　　高速液体クロマトグラフ法

　　　揮発性有機化合物　　　　ガスクロマトグラフィー質量分析法

2) 　測定・分析は、厚生労働省が室内空気中化学物質の濃度を測定するための標準的方法として示した以下の方法に

　　　※　拡散方式　（　※　測定バッヂ　　・　パッシブサンプラー　　・　パッシブガスチューブ）　・　吸引方式　

　工事完成前に、ホルムアルデヒド及び揮発性有機化合物の室内濃度の測定を行い、測定結果報告書を監督員に提出すること。 （1.5.9）

（1.6.2）

７　特別な材料の工法

８　施工中の環境保全等

９　化学物質の濃度測定

※　図示

1)新営工事

       検　　査　　工　　程

 1.軸組完了時

構　造

10　技術検査 技術検査時に、工事写真等を電子データにより検査する際に必要となる機器の準備及び操作は受注者が行う。

工事施工途中における技術検査（「中間検査」）は下表を原則とし、監督職員と協議すること。

14　完成時の提出図書等

         　その他監督職員が指示する書類

         　工事関係資料

         　保全に関する資料(標仕(1.7.3)(a)に示す内容) 

         　承認図 1部

※監督員の指示による

※ 2部 ・ _部

         提出図書等

         　工事写真

　完成図

         　施工計画書(工事期間中に監督職員の承諾を受けたものをとりまとめたもの)

　　　　　　　※　CADによるSXF(P21)形式、オリジナル形式、及びPDF形式

　　　　　　　　オリジナルファイルフォルダに格納）

　　　　　　　　（全ての図面及び特記仕様書を1つのPDFファイルにまとめ

　　　　　　　※　二つ折り製本

　　　　　　　 ・　黒表紙金文字入製本(折りたたみ→A4)

　　　　　　　※　Ａ４判二つ折り製本

         　完成写真(改修工事の場合は着工前を左、完成写真を右に入れたもの)

部数

※ 4部 ・ _部

※ 1部 ・ _部

※ 1部 ・ _部

※ 2部 ・ _部

※電子納品

※電子納品

1部

備　考

　　　　　　　※　施工図 3部 ※電子納品

２．｢※電子納品｣は｢青森県営繕事業に係る電子納品運用ガイドライン｣による。

　　また、外装に工事番号及び工事名を記入すること。

３．提出図書等はイージーキャビネットＡ４版外箱付き（ESX-101W365*H290*D450 同等品）に納めて納入すること。

　　　　なお、データの提出が困難な場合は、監督職員の承諾を得た上で、紙による提出とする。

　　　　　工事完了後「建設リサイクルデータ統合システム」(CREDAS入力システム)により、入力したデータを提出する。

４．再生資源利用計画書(実施書)、再生資源利用促進計画書(実施書)　

５．貸与されたＣＡＤデータは本工事における施工図及び竣工図の作成のため以外に使用しないこと。

※　図示　　・　現状平均地盤面　　・　監督員の指示による

15　設備工事との取り合い

16　設計ＧＬ

施工範囲

・図示した貫通孔・開口部の型枠及び補強筋

・図示した壁・天井の仕上材及び下地材の切込並びに下地材の補強

・駆動装置が電動による建具の２次配線及び操作スイッチ

・自動閉鎖装置取付け箇所の切込み及び補強

施工図

※設備機器の位置、取合い等の検討できる施工図を提出して、監督職員の承諾を受ける。

（1.7.1～3）

（1.3.8）

２

仮

設

工

事

（2.3.1）

部位等

　床

内壁・天井

屋根

合板張り又はビニル床シート張り

合板又はせっこうボード張り、合成樹脂エマルジョンペイント塗り

塗装溶融亜鉛めっき鋼板張り、又は鉄板張りのうえ調合ペイント塗り

仕　　上　　げ

規模　　号

設ける場合の仕上は下表を標準とする。

１　監督員事務所

２　工事用水

３　工事用電力

４　交通整理員

５　足場等

方式により行うこと。

備品は下記のものを標準として備える。

構内既存の施設　　・　利用できる（※　有償　　・　無償）　　※　利用できない

構内既存の施設　　・　利用できる（※　有償　　・　無償）　　※　利用できない

書棚、衣類ロッカー、掛時計、温度計、冷暖房機器、湯沸かし器

手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」における２の（２）手すり措置方式又は（３）手すり先行専用足場

・　置く　　・置かない

※　足場を設ける場合は、公共建築工事標準仕様書（建築工事編）平成２５年版２．２．４（ｂ）によるほか、設置においては

保護帽、ゴム長靴、雨カッパ、机、いす、ホワイトボード、懐中電灯、消火器、電話

３

土
・
地
業
・
基
礎
工
事

　　試験杭

　　本　杭

◎

○

記号 杭径(mm) 長さ(ｍ)及び種別 継手箇所数
長期設計支持力

(ｔ/本)
本数(セット数)

１　埋戻し及び盛土

２　建設発生土の処理

３　地盤の積載試験

４　既製コンクリート杭地業

Ｃ種の場合（建設発生土受入量　　　　　　　ｍ3　発生場所　　　　　　　　）

種別　　・　Ａ種　　※　Ｂ種　　・　Ｃ種　　・　Ｄ種

・　構内指示の場所に敷き均し

・　構内指示の場所に堆積

・　構外指示の場所に処分　　　受入れ施設名

　（搬出調書を提出する）　　　受入れ場所

　　　　　　　　　　　　　　　仮置場所

　　位置及び載荷荷重　　※　図示　　　　・

　　杭・地盤の試験の方法及び報告書の記載事項は建設大臣官房官庁営繕部監修「敷地調査共通仕様書」を標準とする。

　　杭の種類

　　　　・プレストレストコンクリート杭　　（・　ＪＩＳ規格品　　・　評価品）

　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　（・　ＪＩＳ規格品　　・　評価品）

　　材料　　　・　Ａ種　　　・　Ｂ種　　　・　Ｃ種　　　・　　種

※　公害搬出適正処理（参考標準運搬距離　　　㎞）

　　・杭頭の処理　　　　　※　所定の高さに切りそろえる　　　・　図示

　　継手　　　※アーク溶接　　　・　無溶接継手（工法　・　　　　　　　　　　）

　　・　特定埋込杭工法　　　・　プレボーリング拡大根固め工法　　　・

　　杭の施工法

　　・打込み工法　　　・　打撃工法　　　・　プレボーリング併用打撃工法（掘削深さ・径は図示による）

　　　　　　　　　　　　　　支持地盤掘削深さ　アースオーガー　※　1.5ｍ　　　・　　　ｍ

　　　　　　　　　　　設計支持力　　　　　　　　　　　　　　　※　図示　　　・

　　　　　　　　　　　推定支持力の算定　　　　　　　　　　　　※　図示　　　・

　　・　セメントミルク工法　支持地盤の深さ　　　　　　　　　　※　図示　　　・

　　　　　　　　　　　　　　支持地盤根入深さ　　　杭　　　　　※　1.0ｍ以上　　　・　　　ｍ

　　先端部形状　　　・　閉そく平たん形　　　・　開放形　　　・

（標仕3.2.3）（標仕表3.2.1）

（標仕3.2.5）

（標仕4.2.4）

（標仕4.3.2）

（標仕4.3.2）

（標仕4.3.3）

（標仕4.3.4）

（標仕4.3.5）

（標仕4.3.6）

（標仕4.3.7）

10　鉄筋等

９　六価クロム溶出試験

８　地盤改良

７　床下防湿層

６　捨コンクリート地業

５　砂利及び砂地業

　　範囲　　　　　※　図示　　　・

　　厚さ　　　　　※　50mm　　　・　60mm　　　・　図示

　　厚さ　　　　　※　60mm　　　・　　mm　　　・　図示

　　工法　　　　　※　図示　　　・

（標仕4.6.3）

（標仕4.6.4）

（標仕4.6.5）

　　土間コンクリートの補強筋　　　　　　※　縦横ともＤ１０－２００＠シングル　　　・　図示

　　基礎柱型部の帯筋の径及び間隔　　　　※　図示　　　・　径　　ｍｍ、間隔　　ｍｍ　　

　　基礎梁のあばら筋の径及び間隔　　　　※　図示　　　・　径　　ｍｍ、間隔　　ｍｍ

　　既製コンクリート杭の杭頭補強　　　　※　図示

　　鉄筋の種類　　　※　ＳＤ２９５Ａ　　　・　ＳＤ３４５　　　・

　　鉄筋の継手　　　※　重ね継手　　　　　・　ガス溶接継手　　・

　　　　　配合設計段階　　　　　検体

　　　　　施工段階　　　　　　　検体

　　試験結果（計量証明書）を監督員に提出する。

　　　地盤改良工事等でセメント及びセメント系固化材を使用する場合は、六価クロム溶出試験要領により、試験を実施し

（標仕5.3.4）（標仕表5.3.3）（標仕5.2.2･3）

（標仕 各部配筋参考図1.4）

（標仕 各部配筋参考図2.2）

（標仕 各部配筋参考図7.1･7.2）

（標仕5.2.1）（標仕表5.2.1）

　　梁の貫通孔の位置、径、補強方法等　　　※　図示

     ※　階数が２以上かつ、延べ面積が１００㎡を以上のもの

1部

1部 ※一部電子納品

　質問回答書、現場説明書、特記仕様書及び図面に記載されていない事項は、すべて「公共住宅建設工事共通仕様書（平成31年度版）」、「公共建築木造工事共通仕様書

（平成31年度版）」による。

（平成31年版）

（平成31年版）

 部

2)改修工事

・　躯体の改修及び補修が工事に含まれ、仕上げ工事により品質の確認が困難と予想される場合は、改修・補修工法の施工完了時

　　に行う。

・　屋根等の主要な工事部分について、工事施工中の仮設足場がなければ確認困難と予想される場合は、仮設足場撤去前に新営

　　工事に準じて行う。

 ・　発注者が必要と認めた工程(別途指示による)

1. 　請負者は、下請負に付する場合には、次の各号に掲げる要件をすべて満たさなければならない。

　　　１）　請負者が、工事の施工につき総合的に企画、指導及び調整するものであること。

　　　２）　下請負者が青森県の工事指名競争参加資格者である場合には、指名停止期間中でないこと。

　　　３）　下請負者は、当該下請負工事の施工能力を有すること。

2. 　請負者は、工事を下請負に付する場合には、可能な限り地元建設業者を使用することとする。

1. 　施工体制台帳及び施工体系図

11　工事の下請負

12　報告書

　１）下請負業者と契約締結後速やかに、施工体制台帳及び施工体系図各１部を監督職員に提出すること

　２）施工体台帳及び施工体系図は工事現場に備えるものとし、現場表示も併せて行うこと。

2. 　主要機器資材メーカー報告書

　　  　　本工事において使用する主要機器資材メーカー報告書１部を監督員に提出すること。

3. 　技能士報告書

4. 　再生資源利用計画書(実施書)、再生資源利用促進計画書(実施書)

　　　　工事完了後「建設リサイクルデータ統合システム」(CREDAS入力システム)により、入力したデータを提出する。

　　　なお、データの提出が困難な場合は、監督職員の承諾を得た上で、紙による提出とする。

5. 　施工計画書(監督職員の承諾を受けたもの)

　　　監督職員の指示による。

　　　　工事期間中に提出した施工計画書をとりまとめ、完成時に成果品の一部として監督職員へ提出する。提出方法については

　　　　本特記仕様書第1章第6項で技能士が適用された場合は、報告書１部を監督員に提出すること。

　　契約書第20条の規定により工事の一時中止の通知を受けた場合は、中止期間中における工事現場の管理に関する計画

13　工事の一時中止

　関すること、中止に伴う工事現場の体制の縮小と再開に関すること及び工事現場の維持・管理に関する基本的事項を明らかに

　　なお、基本計画書には、中止時点における工事の出来形、職員の体制、労働者数、搬入材料及び建設機械器具等の確認に

１．工事の一時中止に係る計画の作成

　｢基本計画書｣を発注者に提出し、承諾を受けること。

　すること。

２．工事の施工を一時中止する場合は、工事の続行に備え工事現場を保全すること。

Ａ

特記仕様書　１

０１

指定無し（建ぺい率：７０％　容積率：２００％）

10

ホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼン、スチレン

・　各住戸 １階リビング　１ヶ所

2

7.0

住宅（長屋）

東津軽郡今別町大字今別字西田　地内
2

1

３

・　　特定住宅瑕疵担保責任保険に係わる検査（基礎配筋工事完了時、軸組及び屋根工事の完了時）

・　　上記の検査前における監理者検査（各業者は自社検査を実施の上、検査依頼すること）

・　　気密試験（中間・完了時）

・　　補助事業における県民局検査

・　　建設住宅性能評価における検査（基礎配筋工事完了時、軸組躯体工事の完了時、内装工事の完了時、全工事の完了時）

（仮称）今別町営住宅建設工事（７号棟）

【Ｃタイプ・１ＬＤＫ】

令和　４－

７号棟

159.73㎡

159.73㎡

163.40㎡

１

Ｎ Ｏ Ｔ Ｅ 年 月 作製
図面名称

単位　ＭＭ縮尺
工事名称

株式会社青森県Ａ１の２号 川島隆太郎建築事務所 管理建築士

所　　　長 部　長 課　長 担　当 製　図 製　図

TEL 017(741)6497

FAX 017(742)1877
１級建築士登録113986号 川島芳正



章 項　　　目 特　　記　　事　　項章 項　　　目 特　　記　　事　　項章 項　　　目 特　　記　　事　　項

（標仕6.2.2）

（標仕6.2.1）（標仕表6.2.1）

（標仕6.3.1）

（標仕6.2.5）（標仕表6.2.3）

（標仕表6.8.1）

（標仕6.14.1）

３

土
・
地
業
・
基
礎
工
事

　　セメント及び混和材料の種類　　※普通ポルトランドセメントまたは混合セメントのＡ種

　　レディーミクストコンクリートの種別　　　※　Ⅰ類　　　・　Ⅱ類

　　設計基準強度　　　※　２１Ｎ/ｍ㎡　　　・　　Ｎ/ｍ㎡　11　コンクリート

　　コンクリート部材の位置及び断面寸法の許容差　　　※標仕表6.2.3による

　　※　18Ｎ/ｍ㎡　　・　　Ｎ/ｍ㎡

　　・　15　　　　 　・　18

　　スリーブに用いる材料　　　　　※　硬質塩化ビニル管又は紙チューブ

　　適用箇所　　　※　捨コンクリート　　　・　図示

　　スランプ

　　設計基準強度

　　混和材　　　　　　　　　　　　※標仕6.3.1(d)(ⅱ)による　　　　・

　　混和剤　　　　　　　　　　　　※標仕6.3.1(d)(ⅰ)による　　　　・

13　無筋コンクリート

12　型枠

１　材料 使用する材料は、部材リストによる図示及び特記による指定並びに木標仕各章の規定による。

ホルムアルデヒド放散量

（4.1.1）

   　　JAS・JIS規格品

   　　その他の材料       　※　上記規格品に準する　　　　・　図示

      　※　F☆☆☆☆品等木標仕(4.1.3(a)(1)及び(4.1.3(a)(2))による

（4.1.3）

２　防腐・防蟻処理 ・　防腐・防蟻処理 （4.2.1）

・　防腐・防蟻処理が不要な樹種 ・　薬剤の加圧注入（保存処理性能区分　・ Ｋ２ 　・ Ｋ３ 　・ Ｋ４）

・　薬剤塗布（ ※ 木標仕(4.2.1(3)(ⅱ)①～⑤による　・　　　）　　・ ボード原料接着剤への薬剤混入

・　地盤に接する鉄筋コンクリートによる床下の防蟻処理　　　・ 木標仕(4.2.2(1))による　　・ 木標仕(4.2.2(2))による （4.2.2）

・　地盤の土壌の防蟻処理　　使用する薬剤（　　　　　）　　使用量（　　　　　） （4.2.3）

（4.2.4）　　基礎外周部の換気孔　　・ねこ土台　　・換気孔

・　防火被覆処理　　　　・ 接合金物　　　・ 接合具 （4.3.3）

　　小屋裏換気　　　換気方法　　　　※ 図示　　・ 木標仕(4.2.4(c)(ⅰ)による　　・ 木標仕(4.2.4(c)(ⅱ)による

　　　　　　　　　　換気孔の大きさ　※ 図示

４

木

造

工

事

１　材料 使用する材料は、部材リストによる図示及び特記による指定並びに本章の規定による。 （5.2.2）

ボルトの座金の種別 引張り応力用　　・ Ａ種 ・ Ｂ種 ・ Ｃ種 ・ Ｄ種 ・ Ｅ種 ・ Ｆ種 ・ Ｇ種 （5.2.4）（表5.2.3）

せん断応力用　　・ Ｈ種 ・ Ｉ種 ・ Ｊ種 ・ Ｋ種 ・ Ｌ種 （5.2.4）（表5.2.4）

２　木材の加工 仕口及び継手の工法 　※　図示　　　　　　　 ・

　・　構造用集成材　　　　　　　　　　 　　　　（種別　 ・ Ａ種　 ※ Ｂ種）

　・　製材（工法 ・ 機械加工 　 ・ 手加工）　　（種別　 ・ Ａ種　 ・ Ｂ種　 ・ Ｃ種）

（5.4.2）

（5.4.3）

（5.4.4）（表5.4.3～7）

　・　丸太材（工法 ・ 機械加工 　 ・ 手加工）　（種別　 ・ Ａ種　 ・ Ｂ種）

３　搬入及び建方 ・　アンカーボルトの埋込み　　　　保持、埋込み工法　　　・ Ａ種 　・ Ｂ種

　　　　　　　　　　　　　　　　　埋込み深さ　　　　　　※ 図示 　・ 

・　基礎天端及び柱底均しモルタルの仕上げ　　　　　 無収縮モルタル（ 厚さ　※20mm程度　　・　　　　　　） （5.5.4）

　　建方精度　　　　建入れ直し後の建方精度の許容値　　　※1/1000 （5.5.6）

　　各種工法　　　　※ 図示　　・

（5.5.8）（19.1.2）　　熱橋を形成する位置に設置する接合金物　　　　現場発泡断熱材　　※ Ａ種１（厚さ ※図示）　・

（5.5.9）

４　軸組、小屋組、床組及び壁

（5.5.7～13）

（5.6.1～5.9.10）各部位の部材は、部材リストによる図示及び特記による指定並びに本章の規定による。

床束

仕様床荷重条件 設置方法

・ 木製床束

・ 鋼製床束

・ 樹脂製床束

（5.6.2）

（5.7.8）

（5.8.2）

・　構造用面材による床組

・　大臣認定耐力壁　　　　材料工法　　　　※ 図示　　　・

（5.8.7）

（5.9.10）

ドリフトピンの孔径 　※　ピン径と同径　　　 ・

表面仕上げ

（5.5.3）

５ 

軸 

組 

工 

法 

（ 

壁 

構 

造 

系 

） 

工 

事
構造材を仕上げ材として用いる場合の釘打ち　　・ 隠し釘打ち　　・ 釘頭埋木　　・ つぶし頭釘打ち　　・ 釘頭現し

・　木材保護塗料塗り

火打土台　　　　　・ 鋼製　　　・ 木造

火打梁　　　　　　・ 鋼製　　　・ 木造

適用箇所

１　材料 使用する材料は、部材リストによる図示及び特記による指定並びに本章の規定による。

ボルトの座金の種別 引張り応力用　　・ Ａ種 ・ Ｂ種 ・ Ｃ種 ・ Ｄ種 ・ Ｅ種 ・ Ｆ種 ・ Ｇ種

せん断応力用　　・ Ｈ種 ・ Ｉ種 ・ Ｊ種 ・ Ｋ種 ・ Ｌ種

２　木材の加工

（6.2.2）

（6.2.4）（表6.2.3）

（6.2.4）（表6.2.4）

（6.4.2）

（6.4.5）

・　床書き原寸図

孔あけ加工 ボルト孔の径

ドリフトピンの孔径

※ 木標仕表6.2.1及び表6.4.1による　　　・

※　ピン径と同径　　　 ・

　・　製材（工法 ・ 機械加工 　 ・ 手加工）　　（種別　 ・ Ａ種　 ・ Ｂ種　 ・ Ｃ種）

　・　集成材　　　　　　　　　　　　 　　　　　（種別　 ・ Ａ種　 ※ Ｂ種）

・　木材保護塗料塗り

３　搬入及び建方 ・　アンカーボルトの埋込み　　　　保持、埋込み工法　　　・ Ａ種 　・ Ｂ種

　　　　　　　　　　　　　　　　　埋込み深さ　　　　　　※ 図示 　・ 

・　基礎天端及び柱底均しモルタルの仕上げ　　　　　 無収縮モルタル（ 厚さ　※20mm程度　　・　　　　　　）

　　建方精度　　　　建入れ直し後の建方精度の許容値　　　※1/1000

　　各種工法　　　　※ 図示　　・

　　熱橋を形成する位置に設置する接合金物　　　　現場発泡断熱材　　※ Ａ種１（厚さ ※図示）　・

４　軸組、小屋組、床組及び壁 各部位の部材は、部材リストによる図示及び特記による指定並びに本章の規定による。

床束

仕様床荷重条件 設置方法

・ 木製床束

・ 鋼製床束

・ 樹脂製床束

・　構造用面材による床組

表面仕上げ （6.4.6）

（標仕18.14.2）

（6.5.3）

（6.5.4）

（6.5.7）

（6.5.8～13）

（6.5.9）（19.1.2）

（6.5.10）

（6.6.1～3）

（6.6.2）

（6.7.8）

（6.8.2）

（6.8.7）

６ 

軸 

組 

工 

法 

（ 

軸 

構 

造 

系 

） 

工 

事

構造材を仕上げ材として用いる場合の釘打ち　　・ 隠し釘打ち 　・ 釘頭埋木 　・ つぶし頭釘打ち　・ 釘頭現し

１　材料 使用する材料は、部材リストによる図示及び特記による指定並びに本章の規定による。

引張り応力用　　・ Ａ種 ・ Ｂ種 ・ Ｃ種 ・ Ｄ種 ・ Ｅ種 ・ Ｆ種 ・ Ｇ種

せん断応力用　　・ Ｈ種 ・ Ｉ種 ・ Ｊ種 ・ Ｋ種 ・ Ｌ種

７ 

枠 

組 

壁　

工 

法 

工 

事

２　搬入及び建方 ・　アンカーボルトの埋込み　　　　保持、埋込み工法　　　・ Ａ種 　・ Ｂ種

　　　　　　　　　　　　　　　　　埋込み深さ　　　　　　※ 図示 　・ 

・　基礎天端及び柱底均しモルタルの仕上げ　　　　　 無収縮モルタル（ 厚さ　※20mm程度　　・　　　　　　）

　　建方精度　　　　建入れ直し後の建方精度の許容値　　　※1/1000

　　各種工法　　　　※ 図示　　・

３　土台、床枠組、壁枠組、
　　小屋及び屋根 　　各種工法　　　　※ 図示　　・

床束

仕様床荷重条件 設置方法

・ 木製床束

・ 鋼製床束

・ 樹脂製床束

（7.2.2）

（7.2.3）

（7.5.3）

（7.5.4）

（5.5.6）

（5.5.6～7）

（7.6.1～7.9.1）

（7.7.2）

各部位の部材は、部材リストによる図示及び特記による指定並びに本章の規定による。

火打土台　　　　　・ 鋼製　　　・ 木造

火打梁　　　　　　・ 鋼製　　　・ 木造

適用箇所

座金の種別

適用箇所

９　

木　

工　

事

１　表面仕上げ ・　表面仕上げ（機械加工）　　　・ Ａ種　 ※ Ｂ種　 ・ Ｃ種　 ・ Ｄ種 （9.1.3）（表9.1.1）

　　含水率　　　※ Ａ種（木標仕9.2.2(c)(ⅱ)の場合は14％以下）　 ・ Ｂ種 （9.2.1）（表9.2.1）

２　材料 　　使用する材料は、部材リストによる図示及び特記による指定並びに本章の規定による。 （9.2.2）

　　造作材化粧面の釘打ち　　※ 隠し釘打ち　　・ 釘頭埋め木　　・ つぶし頭釘打ち　　・ 釘頭現し （9.2.4）

・　耐候性処理（木材保護塗料塗り） （9.3.1）（標仕18.14.2）

３　防腐・防蟻・防虫処理 （9.3.2）・　防腐・防蟻処理　（適用箇所　　※図示　　 ・　　　　）

・　防腐・防蟻処理が不要な樹種

・　薬剤塗布（ ※ 木標仕(4.2.1(3)(ⅱ)①～⑤による　・　　　）　　・ ボード原料接着剤への薬剤混入

・　薬剤の加圧注入（保存処理性能区分　・ Ｋ２ 　・ Ｋ３ 　・ Ｋ４）

・　防虫処理 （9.3.3）

４　各部回り 　　各部位廻りの部材は、部材リストによる図示及び特記による指定並びに本章の規定による。 （9.4.1）～（9.10.7）

５　外壁通気工法下地 　　積雪地の場合の下地補強 （9.8.2）

工法種別 補強方法 補強高さ（mm）

・ 縦通気胴縁工法

・ 横通気胴縁工法

※ 木標仕9.8.2（ⅷ）による　・

※ 木標仕9.8.2（ⅸ）による　・

１０
　
防
　
水
　
工
　
事

１　FRP系塗膜防水 ルーフドレン　　　・FRP系塗膜防水用ルーフドレン　　・ 鋳鉄製 (10.2.2)

根太掛の種類及び寸法　　　　※ 図示 (10.2.4)

防腐防蟻処理及び防虫処理　　※Ｋ２　　・

下地合板

種別 接着の程度 厚さ 防虫処理 留付け間隔

構造用合板

下地用合板

※ 特類　 ・

※ １類　 ・

※ 12mm　 ・

※ 12mm　 ・

・

・

・

・

・

・

・　下地合板の上の防火版　　　　種類　　※ ケイ酸カルシウム板(厚10mm)　　・

・　柱の背割処理６　和室の造作 （9.10.1）

表板の樹種名

防水層平場の勾配　　　※　1／100以上　　・

２　シーリング材

施工箇所　　　　　　　　　　　　※ 図示　　　・

シーリング材の種類（記号）　　　※ 木標仕(10.3.1)による。　　　・

目地寸法　　　　　　　　　　　　※ 木標仕10.3.3(a)(1)～(3)による。　　　・

・　シーリング材の接着試験　　　※ 簡易接着性試験（木標仕10.3.5(b)(1)(ⅰ)～(ⅴ)による。）　　　・

３　防水テープ等 両面粘着防水テープの幅　　　　　※ 50mm以上　　・ 75mm以上　　・ 100mm以上

バルコニー手すり　　　工法　　　　　※ 木標仕10.4.3(9)①～⑤による。　　　・

(10.3.2)

(10.3.3)

(10.3.5)

(10.4.2)

(10.4.3)

　　 ・

１２

タ
　
イ
　
ル
　
工
　
事

１　一般事項 ・　伸縮調整目地の位置及び寸法　　　※ 図示　　　・ (標仕11.1.3)(標仕表11.1.1)

タイルの形状、寸法等２　セメントモルタルによる
　　陶磁器質タイル張り

施工箇所

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

吸水率による区分 釉

Ⅰ類 Ⅱ類 Ⅲ類 施釉 無釉 有

形状
・寸法
(㎜)

主な用途による
区分

役物

・

・

・

・

・

・

・

・

再資源
化ﾀｲﾙ特注

色 耐凍害
性

滑り
抵抗性

・　壁タイル張りの工法　　※ 図示　　　・

(標仕表11.2.3)

(標仕11.2.2)(標仕表11.3.2)

(標仕11.2.7)(標仕表11.2.3)

(標仕表11.3.2)３　接着剤による
　　陶磁器質タイル張り

タイルの形状、寸法等

・　試験張り・見本焼き　　　　　　・ 試験張り　　　　・ 見本焼き

施工箇所

・・・・・・

吸水率による区分 釉

Ⅰ類 Ⅱ類 Ⅲ類 施釉 無釉 有

形状
・寸法
(㎜)

主な用途による
区分

役物

・ ・・・

再資源
化ﾀｲﾙ特注

色 耐凍害
性

滑り
抵抗性

・　試験張り・見本焼き　　　　　　・ 試験張り　　　　・ 見本焼き

(標仕11.3.4)シーリング材　　　　　　※ 図示　　　　・

　・　高さが13m又は軒の高さが9mを超える建築物

　・　階数が３以上の建築物 　・　延床面積が500㎡を超える建築物

　・　強風区域内における建築物

次に該当する場合の工法は木標仕によらず建築基準法の構造計算規定に基づき安全性が確認されたものとし、図示による。１　適用範囲

工法

　　建築基準法に基づき定められた区分等

　　　　基準風速Ｖｏ＝（　　　　　　）ｍ／ｓ

　　　　地表面粗度区分　（　・Ⅰ　　・Ⅱ　　・Ⅲ　　・Ⅳ　）

　　　　積雪区分　 ・　　青森県建築基準法施行細則第１１条の２

・　　青森市建築基準法施行細則第３５条

・　　弘前市建築基準法施行細則第１７条

１３

屋

根

及

び

と

い

工

事

(13.1.2)

金属板の種類及び厚さ

２　下地及び下葺

・　　八戸市建築基準法施行細則第１８条

(13.2.2)

(13.3.2)(表13.3.1)

板及びコイルの種類

塗膜の耐久性の種類

めっき付着量

 厚 　さ(mm)

固定釘等の材質

※ JIS G 3322（塗装溶融55%アルミニウムー亜鉛合金めっき鋼板及び鋼帯）の屋根用コイル
・

※ 図示

※ 図示

専門工事業者

・　心木の防腐・防蟻　　　　　　処理方法（　　　　　　） (13.3.2)

屋根葺形式及び工法 (13.3.4)

工法等屋根葺形式

・ 平葺(一文字葺)

・ 心木あり瓦棒葺

・ 心木なし瓦棒葺

・ 横葺

・ 立平葺

はぜの作り方　　　　　※ 図示

溝板及びｷｬｯﾌﾟの留付け方法（鋼板以外の板）　※ 木標仕13.3.5(c)(ⅲ)による。　・ (13.3.5)

瓦棒の間隔　　　　　　※ 図示

練板の材質　　　　　　※ 図示

屋根の流れ方向に平行な壁との取合い (13.3.6)

・ 雨押あり（ ※ 木標仕13.3.6(d)(5)①による。　　・　　　　　　　　　　　）

・ 雨押なし（ ※ 木標仕13.3.6(d)(5)②による。　　・　　　　　　　　　　　）

(13.3.7)

(13.3.8)

吊子、各部の釘の留付け間隔　　　※ 図示

・　雪止め

・　特殊工法　　　　※ 各製造所の使用によるもの　　　・

３　金属板葺

４　とい  ・　金属板　　　　　・　銅板　　　　　・　硬質塩化ビニル樹脂といの材質

とい、谷といの種類及び板厚等

※　図示　　　　・

※　図示　　　　・

(13.7.2)

(13.7.3)

(表13.7.1)

下葺材料　　　※ 改質アスファルトルーフィング下葺材（一般タイプ）　　　・ アスファルトルーフィング９４０

※　青森県板金工業組合の会員施工業者又は監督員の承諾する業者

硬質塩化ビニル製集水器及びあんこうの形

建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重に対応した工法であることを明記した施工計画書を監督職員に提出すること。

１　ラス系下地
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材料

・　直張りラスシート下地

・　通気工法二層下地

・　通気工法単層下地

・　直張りラスシート下地

 種　別 種類及び質量(㎡)

・

※　２種波形ラス700　　　・

・

※　２種波形リブラス800又は２種防水紙付きリブラス800　　　・

木質系セメント板の種類２　木質系セメント板

（15.2.3）

換気口部の防水処理　　※　木標仕10.4.3(b)(8)による　　　・

・ 外張り断熱工法で断熱材の上に胴縁を施工する形式の通気工法

ステープルの形状及び寸法

波型ラス　　※　L1019J-S以上　　　・

リブラス　　※　L925T-S以上　　　 ・

・　ＨＷ　　・　ＭＷ　　・　ＮＷ （15.2.4）

防火戸の指定１　防火戸

16

建

具

工

事

（16.1.3）

２　見本の製作等

自動閉鎖機構との連動

※　図示　　　　　　・

・　ヒューズ装置　　・　熱感知器　　・　煙感知器

建具見本の製作及び特殊な建具の仮組 （16.1.4）

外部に面するアルミニウム製建具の性能等級

・

・

３　防犯建物部品 防犯建物部品・ （16.1.6）

４　アルミニウム製建具

建具表による

(16.2.2)（表16.2.1）

防音ドアセット・防音サッシ 遮音性の等級

 ・　A種　　 ・　B種

・ 断熱ドアセット・断熱サッシ 断熱性の等級 ・　Ｈ－1　・　Ｈ－2　・　Ｈ－3　・　Ｈ－4　・　Ｈ－5

・　Ｔ－2　・　Ｔ－3　・　Ｔ－4

建具の枠の見込み寸法

網戸等 網の材種 ※　合成樹脂製　・ガラス繊維入り合成樹脂製　・　ステンレス(SUS316)製

・

・

シャッター

雨戸

種別

スラット

鏡板等

断熱材の等級

・　建具一体型　・後付け

・　アルミ製　　・塗装鋼板

・　アルミ製　　・塗装鋼板

・

アルミニウムの表面処理 屋外　　・　Ｂ－1種　・　Ｂ－2種　　　屋内　　・　Ｃ－1種　・　Ｃ－2種

結露水の処理方法 ※　図示　　　・

※　図示　　　・水切り板、ぜん板

内付け建具の止水 ※各建具製造所の指定する方法

外部に面する樹脂製建具の性能等級 ・　Ａ種　　　・　Ｂ種５　樹脂製建具 （16.3.2）(表16.3.1)

・ 防音ドアセット・防音サッシ 遮音性の等級

・ 断熱ドアセット・断熱サッシ 断熱性の等級

・ シャッター スラット ・　アルミ製　　・　塗装鋼板

・　Ｔ－1　　・　Ｔ－2

・　Ｈ－4　　・　Ｈ－5

ガラス

（16.3.3)

※　複層ガラス　　・　　　　　　　・

建具の枠の見込み寸法 ※　図示（建具表による）　　・ （16.3.4)

表面色 ※　標準色　　・　特注色

水切り板、ぜん板 ※　図示　　　・ （16.3.5)

内付け建具の止水 ※　各建具製造所の指定する方法

６　鋼製建具 ・ 簡易気密型ドアセット （16.4.2)(表16.2.1)(表16.4.1)

外部に面する鋼製建具の耐風圧性 ・　Ｓ－2　　　・　Ｓ－3

・ 防音ドアセット・防音サッシ 遮音性の等級 ・

断熱ドアセット・断熱サッシ・ 断熱性の等級

鋼板 （16.4.3･4)(表16.4.2)

材　　　料 めっき付着量 鋼板類の厚さ

・　JIS Ｇ 3302（溶融亜鉛めっき鋼板） ※　Z12又はF12　・ ※　木標仕(表16.4.2)による

・　JIS Ｇ 3317（溶融亜鉛－5%アルミニウム合金めっき鋼板） ※　Y08　・ ・　図示

・ 簡易気密型ドアセット７　鋼製軽量建具

・

・

・

防音ドアセット・防音サッシ 遮音性の等級 ・

ビニル被覆鋼板の適用

カラー鋼板の適用

※　図示（建具表による）　　・

※　図示（建具表による）　　・

※　図示（建具表による）　　・

（16.5.3)

召合せ、縦小口包み板等の材質 ※　鋼板　　・　ステンレス鋼板　　・　アルミニウム合金

鋼板の厚さ

鋼板（屋外）

鋼板（屋内）

※　木標仕(表16.5.1)による　　・ （16.5.4)

※　SUS430J1L、SUS443J1、SUS304　　・ （16.6.3)

※　SUS430、SUS430J1L、SUS443J1、SUS304　　・

表面仕上げ

ステンレス鋼板の曲げ加工

※　HL仕上げ　　　　・　図示(建具表による)

※　普通曲げ　　　　・　角出し曲げ

（16.6.4)

（16.6.5)

建具材の加工、組立時の含水率

フラッシュ戸(材料,寸法等)

かまち戸(かまち、鏡板の樹種)

 ・　A種　　　　※　B種　　　　・　C種

※　図示(建具表等による)　　　　　・

・

・

※　図示されたもの以外は木標仕(16.7.2)(b)及び(16.7.3)(a)による (16.7.2)(16.7.3)

(16.7.2)

(16.7.2)(表16.7.1)

ふすま(上張りの種類)・ ・ 鳥の子　・ 新鳥の子　・ ビニル紙　・ 雲花紙（押入等の裏紙） (16.7.2)(表16.7.3)

ふすま縁のカシュー樹脂塗回数 ※　2 回　　　　　・　3 回

・ ※　図示(建具表等による)　　　　　・

(16.7.4)(表16.7.9)

見込み寸法 (16.7.3)

建具用金物の仕様

金物の種類及び見え掛りの材質

※　建具製作所の仕様による

８　ステンレス建具

９　木製建具

10　建具用金物 (16.8.1)

(16.8.2)※　木標仕(表16.8.1)による　　　・　建具表による

・

握り玉等の取付位置　　　　

マスターキーの製作　　　　

※　図示　　　・　1.0ｍ                                

・ 鍵の組数　 ※　３本１組　　（　カギ箱　　※　あり　　　　・　なし　）

樹脂製建具に使用する丁番 ※　木標仕(表16.8.3)による　　　・　建具表による

(16.8.3)

(16.8.4)

・

・

スライディングドア用自動ドア開閉装置の性能値  ・SSLD－1　・SSLD－2　・DSLD－1　・DSLD－2

スイングドア用自動ドア開閉装置の性能値  ・SWD－1 　・SWD－2

開閉方法

センサーの種類

※　図示　　　・凍害防止装置・

11　自動ドア開閉装置

(16.9.2)(表16.9.2)

(16.9.2)(表16.9.1)

・　スライディングドア　　　・　スイングドア　　　・　回転ドア (16.9.3)

・ マットスイッチ　・ 光線(反射)スイッチ　・ 熱線スイッチ　・ 音波スイッチ (16.9.3)(表16.9.3)

・ 光電スイッチ　・ 電波スイッチ　・ タッチスイッチ　・ 押しボタンスイッチ

・ ペダルスイッチ　・ 多機能便所スイッチ

（16.2.3）

材料の種類３　小舞下地

  　小舞竹

  　小舞縄

　・　まだけの割り竹　　　　・　しのだけの割り竹　　　　・　しのだけの丸竹

       　・　しゅろ　　　　・　麻　　　　・　わら縄　　　　・

木ずり用小幅板の樹種等

既調合モルタルの使用

既製目地材の使用

４　木ずり下地

５　モルタル塗り ・

・

※　杉、心去り材　　　　　　　・　図示

（15.2.6）

（15.2.7）

（15.3.2）

・

・

床目地

外壁タイル張り下地の均しモルタルの接着力試験

形状　　※　図示　　　・

工法　　※　押し目地 （15.3.3）

（15.3.4）

６　せっこうプラスター塗り 上塗り （15.4.3）

７　しっくい塗り 材料

下地

調合及び塗厚

（15.6.2）

（15.6.5）

（15.6.4）

・　既調合プラスター（上塗り用）　　　・　しっくい塗り

・　木ずり　・　小舞土壁　・　せっこうラスボード　・　せっこうボード　・

・　小舞土壁下地の場合　　　※　木標仕表15.6.2　・　図示

・　木ずり下地の場合　　　　※　木標仕表15.6.1　・　図示

・　現場調合しっくい　　　・　既調合しっくい（製造所：　　　　　　種類：　　　　　　）
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仕上塗材の呼び名、仕上げの形状及び工法 ※　図示(仕上表による)９　仕上塗材仕上げ (15.8.2)（表15.8.1）

複層仕上塗材の耐候性

複層仕上塗材の上塗材の種類

所要量等の確認

・

・

※　耐候形3種　　　　　　・

※　水系アクリルつやあり　　　　・　図示

     　・　下記以外の塗材

     　・　防水形仕上塗材、軽量骨材仕上塗材

・

・ 吸放湿性を有する塗材の適用

内装薄塗材Ｗの耐湿性

（表15.8.2）

(15.8.7)（表15.8.4）

       　※　木標仕(表15.8.4)　　・　図示

       　※　木標仕(表15.8.4)　　※　単位面積当たりの使用量

のりの種類

  　・　土物壁

  　・　砂壁

８　小舞壁塗り

（15.7.2）・ ふのり　※ つのまた　・ ぎんなんそう（銀杏草）

※ ふのり　・ つのまた　・ こんやくのり　・ にわか　・ 合成樹脂系混和剤

色土の種類

色砂の種類

塗厚

※　図示　　　　　・

※　図示　　　　　・

※　表15.7.8による　　　・

工程の種別 ※　Ａ種　　　・　Ｂ種

土物仕上げの工法

・　土物仕上げ　　　（・ 水ごね土物1工法　・ 水ごね土物2工法　・ のりさし仕上げ工法　・ のりごね仕上げ工法）

・　砂壁仕上げ工法　　・ 切返し仕上げ工法

（15.7.4）

（15.7.5）

（15.7.7）

大津仕上げの工法 ・　普通大津仕上げ工法　　・　大津みがき仕上げ工法 （15.7.8）

Ａ

特記仕様書　２

０２

２５０ mm 以上

受座タイプ1.8kN／㎡以上 専用接着材

GL+1,700mmまで

100角
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単位　ＭＭ縮尺
工事名称

株式会社青森県Ａ１の２号 川島隆太郎建築事務所 管理建築士

所　　　長 部　長 課　長 担　当 製　図 製　図

TEL 017(741)6497

FAX 017(742)1877
１級建築士登録113986号 川島芳正



章 項　　　目 特　　記　　事　　項章 項　　　目 特　　記　　事　　項章 項　　　目 特　　記　　事　　項

1.　建設廃棄物等の処分は、関係法令に従い安全かつ公害を発生させない方法で行う。

2.　計画的内容は工事施工関係者にひろく周知徹底させる。

3.　騒音、振動は使用機器の能力等により、事前に所要の手続きをして解体に伴う関係官庁各課の了解を得ること。

4.　マニフェストの提出はA票とE票の写し(完成時にE票が提出出来ない場合はD票とし、後からE票を提出すること。)

　を提出し、工事写真に搬出搬入の写真を添付すること。

1.　施工計画書には、使用機械器具、各工種の材料、工法、日程等の内容を記載する。

内装材の撤去は原則として火気を使用してはならない。やむを得ず使用する場合は、消火器具等を準備し監視人を配備

するなど防火対策を入念に行う。　

1. 　間仕切壁、天井材等の仕上げ材、建築設備の撤去

2. 　屋根ふき材

1. 　撤去は手壊しを原則とし、管理型処分場で処分すること。

2.　 砒素・カドミウム含有石膏ボードは、出来る限り製造業者に処分を依頼する。

及び「石綿障害予防規則(平成17年2月24日 厚生労働省令第21号)」その他関係法令に準拠し、適切に施工すること。

※　手作業による。　　　・　手作業、機械作業による。

 ・　手作業、機械作業の併用による。

　　人力による先行撤去とし、コンクリート類とは分別解体とする。

※　ビニル床タイル、間仕切壁、天井材、建具類の内装仕上げ材及び建築設備は、コンクリート類の再生利用のため、

ボイラー保温材

アスベスト含有建材の除去を直接行う専門工事業者については、工事に相応した技術を有することを証明する資料を

監督職員に提出すること。

石綿作業主任者技能講習修了者又は平成18年 3月以前の特定化学物質等作業主任者の有資格者とする。

石綿障害予防規則に基づく特別の教育を受けた者で、肺機能に異常がない者とする。

行う 　・　行わない 　※　別途協議（図面にない建材が判明した場合）

　・　配管エルボ保温材 　・　耐火二層管

　・ 　※　別途協議（図面にない該当設備が判明した場合）

・

・

・

(解仕6.2.1)

(解仕6.2.2)

(解仕6.2.3)

(解仕6.1.3)

１　一般事項

２　施工計画書

３　工法等

４　分別解体等に係る施工方法

５　石膏ボードの処分方法

６　アスベストの撤去・処分等

6-2　専門工事業者

6-4　除去作業者

6-5　アスベスト含有分析調査

6-1　アスベストを含有する建築設備

・

　　イル及びゴム床タイル張り

ビニル床シート

・

厚さ　(mm)

※　熱溶接

ビニル床タイル

※　一般用 ※  無地

種　　類 記号 色柄 工法 施工箇所16

建

具

工

事

性能

シャッターの種類

開閉機能による種類 ※ 上部電動式(手動併用)　　　・ 上部手動式

・屋内用防火シャッター　　 　・防煙シャッター

・　一般重量シャッター　 ・外壁用防火シャッター（耐風圧性能：　　　N/㎡）

12　自閉式上吊り引戸装置

13　重量シャッター

開閉形式

耐風圧強度

スラット　

シャッターケース（防火、防煙以外のもの）

(16.10.3)(表16.10.1)

(16.11.2)(表16.11.1)

(16.11.2)(表16.11.1)

(16.11.3)

14　軽量シャッター

※　標仕(表16.10.1)による　　　・

※　製造所の規定による　・（　　　　　）N/㎡

※　手動式　・　上部電動式（手動併用） (16.12.2)(表16.12.1)

(16.12.3)

材　　　質

15　オーバーヘッドドア 形状及び機構等 (16.13.2)(16.13.3)

・ JIS Ｇ 3312（塗装溶融亜鉛めっき鋼板又は鋼帯）

・ JIS Ｇ 3318（塗装溶融亜鉛－5％ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金めっき及び鋼帯）

めっき付着量

※ Z06､F06　・

※ AZ90

形状

・ インターロッキング形

・ オーバーラッピング形

セクション材料による区分 耐風圧区分(Pa) 開閉方式による区分 収納形式による区分 ガイドレールの材質

※ スチールタイプ

・ アルミニウムタイプ

・ ファイバーグラスタイプ

・ 125

・ 100

・ 75

・ 50

※ バランス式

・ チェーン式

・ 電動式

・ スタンダード形

・ ローヘッド形

・ ハイリフト形

・ バーチカル形

※ 溶融亜鉛めっき鋼板

・ ステンレス鋼板

16　ガラス ガラスの厚さ・構成等については建具表により、その他ガラスの性能は下記による。 (16.14.2)

ガラスの種類 特　性　１ 特　性　２ 備考（特性種類）

・ 合わせガラス

・ 強化ガラス

・ 熱線吸収板ガラス

・ 複層ガラス

・ 熱線反射ガラス

・ Ⅰ類　・ Ⅱ-1類　・ Ⅱ-2類　・ Ⅲ類 衝撃特性

衝撃特性・ Ⅰ類　・ Ⅲ類 －

・ １種　・ ２種

・ 1種　・ 2種　・ 3種 ・ Ａ類　・ Ｂ類

・ 1種　・ 2種　・ 3種(・ U3-1 ・ U3-2）　・ 4種　・ 5種

日射熱取得率－

断熱性・日射熱遮蔽性

日射熱遮蔽性、耐久性

ガラス留め材 厚　さ　　（　　　　　　　　　）

建具の種類 材　　　質

アルミニウム製

鋼　　製

ステンレス製

・ ガスケット（ ※ グレイジングチャンネル形　・　　　　）　・ シーリング材

※ シーリング材

※ シーリング材

・ 板ガラスをはめ込む溝の大きさ（アルミニウム製、鋼製、ステンレス製建具の場合）　※ 表16.14.1による　・ 図示 (16.14.3)(表16.14.1)

17　ガラスブロック積み

・ 壁用金属枠及び補強材　　　※　図示　　　・

力骨の材質、寸法、形状　　

化粧目地モルタルの色

※　SUS304 径5.5㎜ はしご形状複筋及び単筋　　　・　図示

 (　　　　　　　　　　　　　　)

シーリング材種類

金属化粧カバーの材質、寸法、形状　　　※　図示　　　・

工法 建築基準法に基づき定まる荷重・変形に対応した工法であることを明記した施工計画書を提出する。

ガラスの表面形状・厚さ・構成等については建具表による。 (16.14.5)

　　目地幅の寸法　　　　

　　伸縮調整目地の位置　 ※　6m以下ごとに10～20㎜の目地を設ける　　　・

　　建築基準法に基づき定められた区分等

　　　　基準風速Ｖｏ＝（　　　　　　）ｍ／ｓ

　　　　地表面粗度区分　（　・Ⅰ　　・Ⅱ　　・Ⅲ　　・Ⅳ　）

　　目地部の力骨の補強方法　　※　製造所の仕様による　　　・　図示　　　・

　　留付け間隔 ※　図示　　　・

スラット及びシャッターケース用鋼板　　　材質　　　　　　・ JIS Ｇ 3302（溶融亜鉛めっき鋼板）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・ JIS Ｇ 3312（塗装溶融55％ｱﾙﾐﾆｳﾑ－亜鉛合金めっき）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　めっきの付着量　※ Z12又はF12　　　・

・

１　一般事項 防火材料の指定がある場合は、建築基準法に基づき指定又は認定を受けたものとする。

塗装業者

木部の素地ごしらえ

鉄鋼面の素地ごしらえ

亜鉛めっき鋼面の素地ごしらえ

透明塗料塗り

不透明塗料塗り ※　Ａ種　　　・　Ｂ種　

※　Ａ種　　　・　Ｂ種　　　・　Ｃ種　

・　Ａ種　　　※　Ｂ種

・　Ａ種　　　・　Ｂ種　　　※　Ｃ種

鉄鋼面の錆止め塗料種別

亜鉛めっき鋼面錆止め塗料種別

鉄鋼面の錆止め塗料塗り

亜鉛めっき鋼面の錆止め塗料塗り

・

・

２　素地ごしらえ

３　錆止め塗料塗り

　　 ※　A種　　　・　B種　　　※　C種(屋内水系塗料の場合)

塗料の種類４　合成樹脂調合ペイント塗り

　　　(SOP) 木部合成樹脂ペイント塗り種別　・

※　1種　　　・　2種

17

塗

装

工

事

・ (標仕18.1.3)

　　防火材料指定箇所 ※　図示　　　・

（社）日本塗装工業会の会員又は監督職員の承諾する塗装業者

モルタル面及びプラスター面の素地ごしらえ

せっこうボード面及びその他のボード面の素地ごしらえ

・　Ａ種　　　※　Ｂ種　　　　　　　

・

・

・

・

・

・ ・　屋外　　　　　※　A種　　　・　B種 (標仕18.3.2)（標仕表18.3.1）

・　継目処理工法の場合　　※　A種　・　B種　

・　その他の場合　　　　　・　A種　※　B種

(標仕18.2.2)（標仕表18.2.1）

(標仕18.2.3)（標仕表18.2.2）

(標仕18.2.4)（標仕表18.2.3）

(標仕18.2.5)（標仕表18.2.4）

(標仕18.2.7)（標仕表18.2.7）

・　屋内　　　 　 ※　A種　　　・　B種(屋内水系塗料の場合)

・ （標仕表18.3.2）

・　見え掛り　　　※　A種　　　・　B種 (標仕18.3.3)（標仕表18.3.3）

・　見え隠れ　  　・　A種　　　※　B種

・　鋼製建具　　※　A種　　　・　B種　　　・　C種 （標仕表18.3.4）

(標仕18.4.2)

（屋外）　　　　　※　A種　　　・　B種 (標仕18.4.3)(標仕表18.4.1)

種別

・

・　A種　　　※　B種　

・　A種　　　※　B種

（屋外）　　　　　・　A種　　　※　B種

鉄鋼面合成樹脂ペイント塗り種別 (標仕18.4.4)（標仕表18.4.2)

５　クリヤラッカー塗り(CL) (標仕18.5.2)（標仕表18.5.1)

・　A種　　　※　B種　種別６　ｱｸﾘﾙ樹脂系非水分散形塗料塗り

　　　(NAD)

(標仕18.6.2)(標仕表18.6.1）

７　耐候性塗料塗り（DP） ・ 鉄鋼面 ※　標仕(表18.7.1)による　　・ (標仕18.7.2)(標仕表18.7.1）

・

・

※　標仕(表18.7.2)による　　・ (標仕18.7.3)(標仕表18.7.2）

ｺﾝｸﾘｰﾄ面及び押出成形ｾﾒﾝﾄ板面 (標仕18.7.4)(標仕表18.7.3）

　　ペイント塗り(EP-G)

８　つや有合成樹脂エマルション

　　塗り(EP)

・　A種　　　※　B種　種別９　合成樹脂エマルションペイント

・

・　その他　　　・　A種　　　・　B種　　　※　C種

(標仕18.8.2)(標仕表18.8.1）

・ 鉄鋼面

種別　　・　A種　　・　B種　　・　C種

・　A種　　　※　B種 (標仕18.8.4)(標仕表18.8.3）

(標仕18.9.2)(標仕表18.9.1）

・　A種　　　※　B種　種別

10　合成樹脂エマルション模様

　　塗料塗り(EP-T)

ｺﾝｸﾘｰﾄ面、モルタル面、プラスター面、せっこうボード面等 ・　A種　　※　B種 (標仕18.10.2)(標仕表18.10.1）

11　ウレタン樹脂ワニス塗り(UC) (標仕18.11.2)(標仕表18.11.1）

・　A種　　　※　B種　種別

・　A種　　　※　B種　種別12　ラッカーエナメル塗り(LE) (標仕18.12.2)(標仕表18.12.1）

13　オイルステイン塗り(OS) 木部・ ※　標仕(表18.13.1)による　　・ (標仕18.13.2)(標仕表18.13.1）

14　木材保護塗料塗り(WP) (標仕18.14.2)(標仕表18.14.1）

亜鉛めっき鋼面

ｺﾝｸﾘｰﾄ面、モルタル面、プラスター面、せっこうボード面、その他ボード面 ・　A種　　※　B種

18

内

装

工

事

１　ビニル床シート、ビニル床タ (標仕19.2.2･3)

※　ＦＳ

※　ﾏｰﾌﾞﾙ

※  ２.０

・  ２.５

寸法　(mm)厚さ　(mm)色柄 施工箇所

・　単層ビニル床タイル（TT）

・　複層ビニル床タイル（FT）

・　コンポジションビニル床タイル（KT）

・　

・　置敷きビニル床タイル（FOA）

・　無地

・　柄物

・　無地

・　柄物

・　無地

・　柄物

※  ２.０

・  ２.５

※  ２.０

・

・  ３.０

・ 300×300

・ 300×300

・ 450×450

・ 450×450

・ 500×500

・ ゴム床タイル

・ ビニル幅木

材　　　種

種　　　類

厚さ　(mm) 高さ　(mm)

※　軟質　・　硬質 ※　１.５　・ ※　60　・75　・100

厚さ　(mm)色　　　柄 寸法　(mm)

※　コイン柄　・　 ※　500×500　・

・ 織じゅうたん２　カーペット敷き

・　A種　　・　B種　　・　C種

種　　　別 織り方 パイル形状 帯電性

 ※　3kv以下　　・

・ タフテッドカーペット

帯電性 グリッパー工法の適用

・　あり　　　・　なし ※　3kv以下　　・

パイル長さパイル形状

ニードルパンチカーペット・

帯電性

 ※　3kv以下　　・

厚さ

・ タイルカーペット

 ※　１種

・　２種

・　ｶｯﾄﾊﾟｲﾙ

※  ﾙｰﾌﾟﾊﾟｲﾙ

※　500×500 ※　6.5

・　7.0

・

・

※適用しない

電気抵抗(Ω)総厚さ(mm)寸法(mm)ﾊﾟｲﾙ形状 敷き方品質種別

・ ※　図示　　　・標準仕様書以外の下地 (標仕19.2.3)

(標仕19.3.3･4)（標仕表19.3.2）

・ 平場　※ 市松

・ 階段　※ 模様流し

品質は、参考商品名である。

(標仕19.3.3)・ ※　図示　　　・取付け用付属品

・　弾性ウレタン塗床

塗床の種類 仕　上　げ　の　種　類

・　エポキシ樹脂塗床

※　平滑仕上　　・防滑仕上　　・つや消し仕上

(標仕19.4.3)

(標仕表19.4.3～7)

４　フローリング張り フローリング張りの種類 ・　フローリングボード　・　フローリングブロック　・　モザイクパーケット

釘どめ工法

・　複合１種フローリング　・　複合２種フローリング　・　複合３種フローリング

(標仕19.5.2)

・

・　根太張り工法 樹種　　　　※　なら　　　・　図示 (標仕19.5.4～7)

複合フローリングの種別　　・ Ａ種　・ Ｂ種　※ Ｃ種（防湿処理 ・ 行う ・ 行わない）

樹種　　　　※　なら　　　・　図示・　直張り工法

・ 接着工法

フローリングの裏面の緩衝材　　※　合成樹脂発砲シート　　・　図示

・ モルタル埋込工法

・ 現場塗装仕上げ ※　ウレタン樹脂ワニス塗り　・　オイルステイン塗り　・ワックス塗り

・　ポリウレタン樹脂塗料３回塗り

３　合成樹脂塗り床

・　突付け

※　3.0　・　4.5　・　6.0　・ 9.0

・　薄膜流し展べ仕上　・　厚膜流し展べ仕上　・　樹脂モルタル仕上　・　防滑仕上

モザイクパーケットの樹種、厚さ及び大きさ　　・　図示　・

フローリングブロックの樹種、厚さ及び大きさ　　※　標仕(表19.5.6)による　・ 図示

種別

材料

合板類の張付け種別

せっこうボードの目地処理

※　せっこうボード、その他ボードの種類、厚さ等は図示による

・　A種　　　※　B種

・

 ・　継目処理工法　　　　・　突付けV目地工法　　　　・　突付け工法　　　　　・　目透し工法

　　ド及び合板張り

５　畳敷き (標仕19.6.2)(標仕表19.6.1)・　A種　・　B種　・　C種　※　D種(・　KT-Ⅰ　・　KT-Ⅱ　※　KT-Ⅲ　・　KT-K　・　KT-N　)

６　せっこうボード、その他ボー (標仕19.7.2)(標仕表19.7.1)

７　壁紙張り 一般事項に定めるほか、「生活環境の安全に配慮したインテリア材料に関するガイドライン（ISM）」あるいはそれと同等の

基準、性能に適合するものとする。

(標仕19.8.2)

施工箇所 防火性能の種別参考商品名

・　不燃　　・　準不燃

・　不燃　　・　準不燃

せっこうボード面の素地ごしらえ

・　A種　　　　　※　B種

・　A種　　　　　※　B種・

・ モルタル面及びプラスター面の素地ごしらえ （標仕19.8.3）
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事

6-3　石綿作業主任者

(解仕6.1.1)

測定は種類に応じ、下表のとおりとする。6-6　アスベスト粉じん濃度測定

備考測定点測定場所測定時期測定名保温材・成形板吹付け材

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

※

※

※

測定１

測定２

測定３

測定４

測定５

測定６

測定７

測定８

処理作業前

処理作業中

処理作業中
(シート養生中)

処理作業後
シート撤去後
１週間以降

(注)

(注)

(注)

大気

大気

－

－

－

処理作業室内

調査対象室外部付近

処理作業室内

処理作業室外

処理作業室内

処理作業室内

負圧・除じん装置の
排出吹出口

調査対象室外部付近

・各２点 　・各３点 　・ 各＿点

・各２点 　・各３点 　・ 各＿点

・各２点 　・各３点 　・ 各＿点

計２点

各２点

計２点

出口吹出し風速1m/sec
以下の位置各2点

４方向各１点(敷地境界)

測定室
吹付け材

保温材・成形板

※施工箇所全て

・

(解仕6.1.4)

6-7　アスベスト含有建材の除去

　・　アスベスト含有吹付け材

場合に限る。）

ものとする。

　建設副産物の処理にあたっては、「建設副産物適正処理推進要綱」及び「平成18年版建築工事における建設副産物管理マニュ

　建設リサイクル法第12条1項の規定による説明（書面の様式については監督職員の指示による）については、落札者は契約前

に監督職員に対して行うものとする。落札者は、監督職員への説明時に交付した書面と同じものを契約事務担当者に提出する

　本工事に伴って生じる産業廃棄物のうち最終処分場（中間処理施設経由を含む）に搬入する産業廃棄物がある場合について

は、青森県産業廃棄物税が課税されるので適正に処理すること。なお、本工事において最終処分場（中間処理施設経由を含む）

に搬入する産業廃棄物がある場合は、産業廃棄物税相当額を見含んでいるものである。

　（建設工事に係わる資材の再資源化等に関する法律（以下｢建設リサイクル法｣という。）第9条の規定による｢対象建設工事｣の

アル・同解説(国土交通省)」によること。また、関係法令等に基づき適正な手続き及び処理をするとともに、再資源化により

得られた建設資材の積極的な活用に努めるものとする。

１　総則

２　契約前の事前説明

３　産業廃棄物税

コンクリート塊

ｱｽﾌｧﾙﾄ･ｺﾝｸﾘｰﾄ塊

建設発生木材

名称 備考施設の所在地施設の名称

19

断
熱
・
防
露

　、
ユ
ニ
ッ
ト
及
び
そ
の
他
の
工
事

１　断熱・防露 ・ 材料　　（厚さ及び使用量等　　※　図示　・　　） (19.1.2)（表19.1.1)

材　　料 種　　類

・　断熱材

・　現場発泡断熱材

・　防湿材

・　気密材

・　防風材

※　図示　　・

※　Ａ種1　　・　Ａ種2　　・　Ａ種3

※　透湿防水シートＢ　　・

施工部位及び外気等に接する開口部を断熱構造とする部位　　　※　図示　　・ (19.1.3)

・

・

防湿層の省略

高気密型点検口

・

・

・

電気配線のコンセント及びスイッチボックス ・　気密型専用ボックス　　・　防湿フィルム

床に防湿フィルムを張らない場合

気密材

気密措置

材料及び工法

工法

※　図示　　・

※　図示　　・

(19.1.4)

(19.1.4)(19.1.5)

(19.1.4)

(19.1.5)

２　窯業系サイディング工事 サイディング材

種類 形状 働き長さ・幅 厚さ(mm) 表面仕上げ 耐凍害性能 防火・耐火性能

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

(19.3.2)

通気胴縁の防腐処理方法　（　　　　　）

換気部の防水処理　　※　19.3.2(c)(3)(ⅲ)①～④　・

現場塗装用サイディングの下地処理及び仕上げ　　　　※　図示　　・

サイディング材

種類 形状 防火・耐火性能

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

通気胴縁の防腐処理方法　（　　　　　）

３　複合金属サイディング工事

有効幅 長さ(mm) 厚さ(mm) 表面材･しん材

(19.3.3)
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理

　(建設リサイクル法第9条の規定による｢対象建設工事｣の場合に限る。）

 法第18条第1項の規定による報告（書面の様式については監督職員の指示による）については、受注者は再資源化等が完了し

たときは、当該報告を監督職員に対して行うものとする。

伐木・抜根材発生情報提供システム適用対象工事

　「伐木・抜根材発生情報提供システム」とは、発生した伐木・抜根材の発生情報をインターネットで公表し、有用物として有効

利用する一般の希望者へ提供することを目的としたものである。

　伐木・抜根材が発生する場合は、樹種、部位別に分別し、１～３ｍ程度の長さに切断、土砂等を除去し、１ｍ未満のものを含

めて集積し、整然とした状態で引渡期間中現場内に保管する。現場内に保管できない場合は監督職員の指示に従う。保管に

当たっては、ロープ等で固定するなど盗難、飛散対策を行い、周辺環境に悪影響を与えぬよう注意すること。また、保管場所

には適切な表示を行う（内容は監督職員の指示による)。なお、これら有用化に必要な費用は本工事に含まれている。

５　再資源化等の完了の報告

・６　伐木・抜根材発生情報提供

　　システム

撤去・処分に当たっては、建築物解体工事共通仕様書(平成24年版)(以下「解仕」という。)6章「アスベスト含有建材の除去等」

(注)　各施工箇所ごとの室面積が50㎡以下までは2点、300㎡以下までは3点とし、300㎡を超えるものは100㎡ごとに1点を追加する。

処理を行うアスベスト含有吹付け材の仕様等

材　料　名 厚さ(mm) 処理を行う範囲

※　図示　　　・

(解仕6.3.1)

除去したアスベスト含有吹付け材の処理

工　法 ※　解仕6.3.2(a)(1)～(4)による (解仕6.3.2)

(解仕6.3.3)※　密封処理　　※　潤滑化　　・　セメント固化

　・　アスベスト含有保温材等

材　料　名 厚さ(mm) 処理を行う範囲

※　図示　　　・

処理を行うアスベスト含有保温材等の仕様等

・ アスベスト含有建材の処分

名称 施設等の名称 施設等の所在地 備考

・

(解仕6.4.1)

・　工法名 （　　　　　　　　　　　　　　　　）

・ アスベスト含有建材の処分

名称 施設等の名称 施設等の所在地 備考

・

　・　アスベスト含有成形板 処理を行うアスベスト含有成形板の仕様等 (解仕6.5.1)

材　料　名 厚さ(mm) 処理を行う範囲

※　図示　　　・

・ アスベスト含有建材の処分

名称 施設等の名称 施設等の所在地 備考

・

　　係る表示及び備え付け

７　産業廃棄物収集運搬車に 　「廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行令」の規定により、運搬車を用いて産業廃棄物の収集又は運搬を行う場合には、

自己の産業廃棄物を運搬する場合を含め、同法施行規則に定められた事項を車体の両側面に見やすいように表示するとともに、

同規則に定められた書面を当該車内に備え付けること。

作業場の隔離　　　・行う　　※　行わない

４　建設副産物の処理 とりこわしにより発生する建設副産物は、以下の施設での受入れとして積算を行っている。

※　木標仕(表10.3.1)による　　　・

※　木標仕(16.14.5)(b)(2)による　　　・　図示

※　木標仕(19.1.2)(c)( ・ (ⅰ)・(ⅱ)・(ⅲ))　　・

※　木標仕(19.1.2)(d)( ・ (ⅰ)・(ⅱ)・(ⅲ)・(ⅳ)・(ⅴ)・(ⅵ)・(ⅶ))　　・

・　木標仕(19.1.5)(1)(ⅱ)①　　・　木標仕(19.1.5)(1)( )

(発泡層のあるもの) ・　　　ＨＳ

複合フローリングの種別　　・ Ａ種　・ Ｂ種　※ Ｃ種　・ モザイクパーケット

樹種　　　　※　なら　　　・　カバ

Ａ

特記仕様書　３

０３

内部壁

内部天井

サンゲツＳＰ

サンゲツＳＰ

15特注品ﾌｯ素樹脂塗装 ﾎﾟﾘｲｿｼｱﾇ
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３
（仮称）今別町営住宅建設工事（７号棟）

【Ｃタイプ・１ＬＤＫ】

令和　４－Ｎ Ｏ Ｔ Ｅ 年 月 作製
図面名称

単位　ＭＭ縮尺
工事名称

株式会社青森県Ａ１の２号 川島隆太郎建築事務所 管理建築士

所　　　長 部　長 課　長 担　当 製　図 製　図

TEL 017(741)6497

FAX 017(742)1877
１級建築士登録113986号 川島芳正



Ａ

案内図・全体配置図

０４

Ｎ Ｏ Ｔ Ｅ 年 月 作製
図面名称

単位　ＭＭ縮尺
工事名称

株式会社青森県Ａ１の２号 川島隆太郎建築事務所 管理建築士

所　　　長 部　長 課　長 担　当 製　図 製　図

TEL 017(741)6497

FAX 017(742)1877
１級建築士登録113986号 川島芳正

Ｎ

8,000

7,000

用途地域

防火地域

２２条地域

指定無し

指定無し

指定無し

棟番号 住戸タイプ

東津軽郡今別町大字今別字西田地内工事場所

敷地面積

最高の高さ

最高軒高

延べ床面積

建築面積

建築設計概要

防火水槽

斜線部現状公園位置

浄化

全体配置図　1/600

今別郵便局

今別町役場

二
ッ
石
崎

浜名

浜名 西田

体育館

今
別
川

いまべつ

村元

中
沢今別

津
軽
線

今
別
川

今別町

中
宇

田
川

津軽線

黒
崎川

大
川
平
ト
ン
ネ
ル

津
軽
海
峡
線

中
宇
田
川

町営スキー場

三厩湾

三厩湾

津軽海峡

案内図

工事場所(今別町大字今別字西田地内）

A2＝1/600、A3=1/800

長
川

R1年度工事

R5年度工事
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=
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避難
場所

浄化

浄化

浄化

浄化

浄化

浄化

浄化

既存の高さ（標高）

凡　例

造成計画の高さ（標高）

ベンチマークの高さ（標高）[青鋲]

基準点Ａ

基準点Ｂ
基準点Ｄ

基準点Ｃ

▽基準線

７号棟

（仮称）今別町営住宅建設工事（７号棟）

R3年度工事

R3年度工事R4年度工事

R2年度工事R2年度工事

１号棟

２号棟

４号棟

３号棟

６号棟

５号棟

８号棟

EL7.58

0
.
4
4
％

7.81

7.850

7.80

7.860

7.79

7.79

7.73

8.0398.050
8.075

8.167 8.258

8.19

8.00
8.02

8.05

8.15 8.20

8.14

9.700

9.57
9.64

9.900

9.70

9.79

8.730

8.67

8.76

8.644

8.64

8.46

8.16

8.10

7.789

7.94

8.430

7.90

7.88

7.98
7.927.92

7.847.84

7.900

7.84 7.80

8.032

7.98

7.600

7.73

7.63
7.44

7.62 7.68

9.10

KBM.2

KBM.1

KBM.6

KBM.5

KBM.4

H=9.251m
KBM.3

KBM.5
H=7.950m

2号道路

1号道路

7号
道
路

6号
道
路

GL±0
9.10GL±0

8.20

GL±0
8.20 GL±0

8.80

5号
道
路

4号
道
路3号

道
路

GL±0
7.75

GL±0
8.79

GL±0
8.10

2
.
I
P
5

工事場所

9.25
9.18

9.12

9.04
9.900

9.04

8.60

7.73

9.850

8.00 8.00
8.67

9.700

9.10

9.04

8.678.58

9.230

9.090

9.10

9.10

8,400

380
浄化

浄化

浄化

Ｃタイプ 53.24615㎡ｘ3　＝159.73845　㎡

　　　改め　　　 159.73　 　㎡

159.73　㎡

163.40　㎡

【Ｃタイプ・１ＬＤＫ】

３令和　４

887.42　㎡

R4年度工事

７号棟

8.67

GL±0
8.82



Ａ

配置図

０５

A2＝1/200、A3=1/300

5号道路

6号
道路

既存側溝 既存新規電柱

Ｎ Ｏ Ｔ Ｅ 年 月 作製
図面名称

単位　ＭＭ縮尺
工事名称

株式会社青森県Ａ１の２号 川島隆太郎建築事務所 管理建築士

所　　　長 部　長 課　長 担　当 製　図 製　図

TEL 017(741)6497

FAX 017(742)1877
１級建築士登録113986号 川島芳正

凡　例

既存の高さ（標高）

造成計画の高さ（標高）

ベンチマークの高さ（標高）[青鋲]

8.98

9.10

8.64 8.67 8.67

9.04

3,000

3,
00

0

3 ,000

道路中心線

延焼の恐れライン

H=9.251m

KBM.3

KBM.3
H=9.251m

25,950 24,155

H
-
5

基準点Ｄ

基準点Ｃ

9.10

9.04

8.67

配　置　図　　　1/200

ＧＬ±０　⇒　ＦＨ 8.82

（仮称）今別町営住宅建設工事（７号棟）
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0
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10.32

10.07

8.98

10.83

9.21

8.87

9.79
9.62
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8.99

9.09

8.67

9.10
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9.10

9.18
9.230

9.09

8.67

8.67

８号棟

R5年度工事

8,
64

5

380
GL±0
8.82

申請建物

７号棟（Ｃタイプ）

記　号 計　算　式 ㎡計

Ａ

Ｂ

Ｃ

ｘ1/2

ｘ1/2

ｘ1/2

　７号棟　　敷地面積表　

改め計

Ｄ

Ｅ

Ｆ

29.380ｘ1.800 ｘ1/2

ｘ1/2

ｘ1/217.530ｘ1.620

Ａ Ｂ＋ ＋ Ｃ ＋ ＋ ＋Ｄ Ｅ Ｆ

26.442

14.1993

敷地求積図　　1/300

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

1.620

17
.5
30

1,180

44.670

41.300

1
9
.
3
8
0

41.300ｘ2.160 44.6040

44.670ｘ17.900 399.7965

44.670ｘ17.170 383.49195

19.380ｘ1.950 18.8955

887.42925

887.42㎡

浄化槽

【Ｃタイプ】
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Ａ

求積図・面積表

０６

Ｎ Ｏ Ｔ Ｅ 年 月 作製
図面名称

単位　ＭＭ縮尺
工事名称

株式会社青森県Ａ１の２号 川島隆太郎建築事務所 管理建築士

所　　　長 部　長 課　長 担　当 製　図 製　図

TEL 017(741)6497

FAX 017(742)1877
１級建築士登録113986号 川島芳正

A2＝1/100、A3=1/140 ３
（仮称）今別町営住宅建設工事（７号棟）

1,
21

5

8,
64

5

4507,
43

0

1,
00

0

450

1,
21

5

8,
64

5

7,
43

0

1,
00

0

1,
00

0

6,3706,370 6,370

19,110

1,970 1,970 1,970

6,3706,370 6,370

19,110

60
0

1,
00

0

81
5

40
0

2,900 2,900 2.9001,500 1,500 1,500

延床面積

（ １ ＋ ２ ＋ ３

（ １ ＋ ２ ＋ ３ ＋

小　計

１戸あたり

公営住宅法による面積表

１ ＋ ２ ＋ ３（

（ ）イ

住宅部分

物置部分

合　計

延床面積 ×

×

床 面 積（㎡）記　号

面　積　表

Ａ

イ

小　計

合　計

床 面 積（㎡）

１

２

記　号

３

面　積　表

1.970ｘ1.215 2.39355

2.39355

イ ）

＋ イ ＋ Ａ ）

（ １ ＋ ２ ＋ ３

（ １ ＋ ２ ＋ ３ ＋ イ ）

＋ イ ＋ Ａ ）

３

３

）

建築面積

建築面積

物置 物置 物置

住戸Ａ 住戸Ｂ 住戸Ｃ

１ ２ ３

イ

軒先ライン

面積求積図　　1/100

Ａ

１ 戸 あ た り　計 算 式（ｍ）

３ 戸 合 計　計 算 式（ｍ）

2.900ｘ8.645 25.0705

1.500ｘ7.430 11.1450

50.8526

1.500ｘ0.815 1.2225

1.2225

53.24615

54.46865

159.73845

163.40595

軒先ライン

改 め

改 め

163.40

159.73

53.24

54.46

床 面 積（㎡）

2.39355

50.8526

53.24615

1.970ｘ7.430 14.6371

【Ｃタイプ・１ＬＤＫ】

令和　４



Ａ

仕　上　表

屋　　　根 根　廻　り

開　口　部

階 室　　　名

玄 関

ホ ー ル

下地 基　材 仕　上

木質系フローリング t=12.0

Ｃ

Ｃ

Ｗ ネダレス合板 t=28

コンクリート打放し　モルタル薄塗の上　シラン系撥水剤塗布

モルタルＣ

スロープ軒　　　天

外　　　壁

庇

無石綿ケイ酸カルシウム板t6.0　目透張ＥＰ（目地底テープ張り）

風 除 室

物 置

軒天換気用部材（外壁面部分用）

アルミ製引違イ戸（風除室） アルミ製玄関ドア：断熱樹玄関ドア 樹脂製建具：ペア硝子サッシ

モルタル

モルタル金ゴテ仕上

内　部　仕　上　表

外　部　仕　上　表

床

耐水構造用合板(特類2級)t12＋改質アスファルトルーフィング＋溶融55％アルミニウム亜鉛合金メッキカラー鋼板t0.4　ＫＢ特殊工法

下地 基　材 仕　上
天　井　高

2,400

ＰＢ t=9.5

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

ｸｰﾗｰ
ｽﾘｰﾌﾞ

多目的
ｽﾘｰﾌﾞ

自然
換気

ﾚｼﾞｽﾀｰ

ｶｰﾃﾝ
ﾚｰﾙW

手摺

○

ＥＰ

2,560～2,570

2,400

ＰＢ t=9.5

天　井
備　　　考

下地 基　材 仕　上

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

ＰＢ t=12.5

ＰＢ t=12.5

Ｈ

60

外装薄塗材　Ｅ

ラワン合板t=5.5
目スカシ貼

壁
仕　上

タイル立上り

モルタル金ゴテ仕上

化粧巾木

巾　木

そ　の　他

付長押には、耐荷重表示を貼ること。　【注意　1つのフックに5kg以上、1m当たり10kg以上は掛けないで下さい。】

遮音シートと石膏ボード（１層目）の継ぎ目は同一箇所とならないようにする。

玄関ポーチ

１　

階

2,590～2,610

耐水構造用合板(特類2級)t24＋改質アスファルトルーフィング＋溶融55％アルミニウム亜鉛合金メッキカラー鋼板t0.4　ＫＢ特殊工法

ビニルクロス

ビニルクロス

ビニルクロス

ビニルクロス

無石綿ケイカル板
t=10　目スカシ貼

０７

手スリ：ステンレスφ34 t=2.0

100角磁器質タイル

100角磁器質タイル

モルタルt30 金ゴテ仕上

モルタルt30 金ゴテ押え粗面仕上　勾配１／１０以下

100

化粧ＰＢｔ=9.5

無石綿ケイカル板 
t=6.0目スカシ貼

－

100角磁器質タイル立上り
化粧巾木

160
60

Ｆ☆☆☆☆とする。

Ｆ☆☆☆☆とする。

《特記事項》
《劣化の軽減に関する情報》

充填断熱工法

2c㎡／㎡

断熱工法の種別

相当隙間面積

地域区分

［条件設定］

《温熱環境に関する情報》

薬剤処理（木材保存協会認定防腐剤を現場塗布）地盤面から1M以内の部分

構造耐力上主要な木材は、耐力上欠点の無い材料を使用し、
腐食しやすい部分(GL+1,000まで)は、防腐措置を施す。

外壁通気工法（通気層18mm）

内　容

外壁の構造

柱の樹種・小径

項　目

［劣化の軽減に関する判断基準表］

土台の防腐・防蟻

外壁の軸組等
の防腐・防蟻

製材：米松２級KD　105、120

外壁下端に水切りを設置
青森ヒバ２級材（現場薬剤処理有）

《空気環境に関する情報・・・ホルムアルデヒド対策》

3）排水管は、たわみ抜け等生じないように支持金物にて固定する。

2）排水管の内面は平滑とする。(硬質塩化ビニル管VP接着接合)

1）排水管中間部分(継手廻り部等)支持金物にて固定する。

・天井裏・小屋裏・間仕切(内部)・ラワン合板
・外壁・床下

・内部床　・内部壁　・天井　・建具
・造作家具・洗面化粧台・流し台・仕上塗料

浴　室

便　所

機械換気・換気窓

換気方法

換気回数

居室の出入口の通気措置

機械換気

０．５　回　以上

［全般換気］

《空気環境に関する情報・・・換気対策》

［局所換気］

［専用の排水管］

《維持に関する情報》

機械換気

［断熱材の種類と厚さ］

部　位 材　料

屋　根

床（外気に接する部分）

浴室廻り　防音・吸音

該当無し

該当無し

　壁

基礎内側（外周部）

基礎内側折り返し（外周部）

戸界壁　　防音・吸音 ＧＷ　24kg

防湿シート JIS A 6930 適合品
透湿抵抗 0.082 ㎡･S･Pa/ng以上

天　井

100

厚さ

100

200

100

35

押出発泡ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ ３種ｂ

押出発泡ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ ３種ｂ

材料（JIS種類表記）

ユニットバス（JIS A 4416）

地盤面から基礎天端まで400mm

適用しない（青森県）

防湿シートｔ0.15

防水上有効な仕上（床：ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ、壁：耐水PB・ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ、
天井：耐水PB・ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ）

浴　室浴室・脱衣室の防水

地盤の防蟻

基礎の高さ

床下防湿方法 ＋コンクリートｔ120

小屋裏換気

Ｗ　：木　造 ＰＢ：石膏ボード

ＧＷ：グラスウール ＥＰ：合成樹脂エマルジョンペイント塗り

木材保護着色塗料：リボス・オスモ同等

ビニールクロス　壁装材料 QM-9412（準不燃）

防蟻テープ：アリダンＴテープ同等以上

ＰＢt- 9.5　　QM-9828

ＰＢt-12.5　　NM-8619

化粧ＰＢt- 9.5　　QM-9824

外壁：アイジー工業 ガルスパンNeo-J フッ素 同等以上

無石綿ケイ酸カルシウム板t=6.0：不燃 第1001号NM-8576

キッチンパネル t=3.0：不燃　NM-3100
（Panasonic メラミン樹脂化粧シート t3.0同等品以上)

住戸表札:DK5001HMH(大建ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ)同等以上彫込番号共

軒天換気：通気層吸気ガラリ(21×30×1220:ｲｰｳﾞｽﾍﾞﾝﾂ同等品以上)

付長押：フクビ　ピンタックハンガー同等以上

壁付け収納：パナソニック　GHA7FU13XW　同等以上

収納ベンチ：杉田エース　玄関用収納チェアー同等品以上

室内用物干金物：杉田ｴｰｽ 室内用ｽｶｲCH型CSW

住棟表示板　200×200×20×2文字、100×15×20×1文字
　SUSスコッチカルフィルム貼フォント:A-OTFリュウミン

廻り縁:Panasonicべり廻り縁ｽﾏｰﾄ同等品以上(QPE12112PY)

ＥＰ下地：建築工事標準仕様書H22 石膏ボードの素地ごしらえＢ種とする

グラスウール：Ｆ☆☆☆☆

手摺補強下地材：105×24

本工事に使用する材料には、ｸﾛﾙﾋﾟﾘﾎｽが一切含まれない事とする。

接着剤　IMS規格、VOCレベル、A又はBとする。

健康住宅研究会（H13・3）の設計施工のガイドラインを参考の上、合板（F☆☆☆☆）

仕上げ用木材は、含水率15％以下とする。

Ｃ　：コンクリート

洗面所

３地域

高性能ｸﾞﾗｽｳｰﾙ断熱材 10K(HG10-45)

高性能ｸﾞﾗｽｳｰﾙ断熱材 16K(HG16-38)

高性能ｸﾞﾗｽｳｰﾙ断熱材 10K(HG10-45)

高性能ｸﾞﾗｽｳｰﾙ GWHG10K

高性能ｸﾞﾗｽｳｰﾙ GWHG16K

高性能ｸﾞﾗｽｳｰﾙ GWHG10K

ｸﾞﾗｽｳｰﾙ断熱材 24K(24-38)

押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ断熱材 3種bA

押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ断熱材 3種bA

Ｋ 機械換気

住戸表示板・ＳＵＳ郵便受（外部）

３

50+50

令和　４

【Ｃタイプ・１ＬＤＫ】

（仮称）今別町営住宅建設工事（７号棟）

耐水合板 t=9ビニル床シート t=2.0Ｗ

Ｗ

ネダレス合板 t=28

洗 面 所

便 所

ネダレス合板 t=28

Ｗ

Ｗ 2,400

2,400 ○

耐水ＰＢ t=12.5

Ｗ

Ｗ

ＰＢ t=12.5

60

60

化粧巾木

化粧巾木

ビニルクロス

ビニルクロス 壁付け収納

耐水合板 t=9ビニル床シート t=2.0 耐水ＰＢｔ=9.5

ＰＢ t=9.5

ビニルクロス

ビニルクロス

Ｗ ネダレス合板 t=28クローゼット

Ｗ ネダレス合板 t=28

Ｗ ネダレス合板 t=28

ＬＤ1 0 帖

Ｋ

2,400Ｗ

ＰＢ t=9.5Ｗ ○ ○

ＰＢ t=9.5Ｗ

ＰＢ t=9.5Ｗ

Ｗ

Ｗ ＰＢ t=12.5

60

60

9 ＰＢ t=12.5

化粧巾木

雑布摺

2,400

耐水合板 t=9ビニル床シート t=2.0

耐水合板 t=9ビニル床シート t=2.0

耐水合板 t=9ビニル床シート t=2.0

ビニルクロス

ビニルクロス
ビニルクロス
一部：キッチンパネル t=3.0

化粧巾木 ビニルクロスＰＢ t=12.5

Ｗ ネダレス合板 t=28 2,400ＰＢ t=9.5Ｗ ○○ＰＢ t=12.5Ｗ60化粧巾木耐水合板 t=9ビニル床シート t=2.0 付長押ビニルクロス ビニルクロス 付長押・物干吊金物×２・樹脂製床下換気器材 L=400

2,400

付長押・物干し金物×２・樹脂製床下換気器材 L=600

洋室６帖Ａ
（特定寝室）

Ｗ ＰＢ t=9.5Ｗ ＰＢ t=12.5Ｃ

Ｕ Ｂ

アルミ製床下点検口(450角)

ＵＢ収納部分

（タオル掛け付、、手摺り付、）

枕棚・ハンガーパイプ・アルミ製床下点検口(450角)

木製棚

構造用合板ｔ9.0(特類2級)N50 ＠150(耐力壁の場合、その他＠200)＋透湿防水シート（JIS　A6111　Ｂ仕様）＋通気横胴縁18×45@455(GL+1,700まで@303）
＋金属製サイデング(カラーガルバリウム角波鋼鈑＋ウレタン変成イソシアヌレートフォーム)t15　縦張り

ユニットバス（寒冷地仕様）1216型

システムキッチン（L=1950）

吊戸棚H=500ｘL=1200

アンダーカット、引戸

Ｎ Ｏ Ｔ Ｅ 年 月 作製
図面名称

単位　ＭＭ縮尺
工事名称

株式会社青森県Ａ１の２号 川島隆太郎建築事務所 管理建築士

所　　　長 部　長 課　長 担　当 製　図 製　図

TEL 017(741)6497

FAX 017(742)1877
１級建築士登録113986号 川島芳正

住戸界壁： 準耐火認定  QF060BP-0007 遮音構造認定  SOI-0052

※ボード取合部は耐火目地材を充填 天井面積 住戸Ａ・住戸Ｂ・住戸Ｃ（6.37ｘ8.645）＝55.06865　㎡

通気層ガラリ　ΣL＝6.37＋6.37＋8.645＝21.385　ｍ

ガラリ　167c㎡/ｍ →　0.0167×21.385＝0.3571295　㎡　
0.3571295　/55.06865＝　0.006485168　≧　0.004（1/250）∴ＯＫ

住戸Ｂ

住戸Ａ 住戸Ｃ

∴ＯＫ

通気層ガラリ　ΣL＝6.37＋6.37＋1.50＋1.215＋1.215＝16.67　ｍ
ガラリ　167c㎡/ｍ →　0.0167×16.67＝0.278389　㎡　
0.278389　/55.06865＝0.005055308　　≧　0.004（1/250）

軒天：通気層吸気ガラリ

・有効開口面積167c㎡/m

（1Hヒータービルトインタイプ）

・収納式ベンチ・木製手摺（手摺用下地補強）

下足入・上り框
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１階平面図・屋根伏図

０８

A2＝1/100、A3=1/150
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Ｎ Ｏ Ｔ Ｅ 年 月 作製
図面名称

単位　ＭＭ縮尺
工事名称

株式会社青森県Ａ１の２号 川島隆太郎建築事務所 管理建築士

所　　　長 部　長 課　長 担　当 製　図 製　図

TEL 017(741)6497

FAX 017(742)1877
１級建築士登録113986号 川島芳正

1,970 1,820

1,365

1,970 1,820

1,365

1,970 1,820

1,365

平　面　図　　　1/100 GL＋220

GL＋270

GL-150

床面積

ＧＬ±０　⇒　ＦＨ 8.82

FH 9.04

FH 9.090

FH 8.67

GL-150

道路中心線

側溝

道路境界線　26.9
40

延焼の恐れライン

道　路

令和　４ ３

FH 8.67

3,000

ホールホールホール

FL-160
玄関
FL-170

風除室物置
温

冷 冷 冷

ｸﾛｰｾﾞｯﾄ

住戸Ａ

洋室
６帖Ａ

(特定寝室)

棚

住戸Ｂ 住戸Ｃ

棚 棚物置 物置風除室 風除室
温 温

便所

Ｋ Ｋ Ｋ

便所 便所
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0
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ﾙｰﾑｴｱｺﾝﾙｰﾑｴｱｺﾝﾙｰﾑｴｱｺﾝ

ｸﾛｰｾﾞｯﾄ ｸﾛｰｾﾞｯﾄ

延焼の恐れライン

小屋裏界壁 小屋裏界壁

洗面所

FL-230GL+350

45
5

1,
00

0
8,

64
5

洗面所 洗面所

ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ

UP
スロープ

UP
スロープ スロープ

UP

227.5

1,820

14
0

28
28

19
6

住戸界壁の仕様

45×17.5

グラスウール 24kg t=50×2重

柱 105角

遮音カベマット T6 下貼り（両面）
気密遮音テープ50貼

準耐火認定  QF060BP-0007

遮音構造認定  SOI-0052
※ボード取合部は耐火目地材を充填

２層目：普通硬質石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=9.5（両面）

１層目：強化石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=12.5（両面）

間柱 89×38
 ＠455 千鳥配置

GL+580

60
0

455455455

下
足
入

下
足
入

下
足
入

X9

X12

X21

X24

X33

X36

Ｎ

GL+350

GL+200

1,535

1,080 1,500

1,5351,535

1,080 1,5001,080 1,500

1,795935

玄関ポーチ玄関ポーチ玄関ポーチ

53.24615ｘ3戸＝159.738㎡

935 1,795 1,795935

（仮称）今別町営住宅建設工事（７号棟）

道路境界線　39.050
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3510
5

58
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Ａ

A2＝1/100、A3=1/140
立面図・断面図

GL

1FL

金属製サイデング(カラーガルバリウム角波鋼鈑
＋ウレタン変成イソシアヌレートフォーム)t15　縦張り

ア

イ

ウ

エ

オ

カ

キ

ク

 凡　　例 

GL

1FL

０９

３Ｎ Ｏ Ｔ Ｅ 年 月 作製
図面名称

単位　ＭＭ縮尺
工事名称

株式会社青森県Ａ１の２号 川島隆太郎建築事務所 管理建築士

所　　　長 部　長 課　長 担　当 製　図 製　図

TEL 017(741)6497

FAX 017(742)1877
１級建築士登録113986号 川島芳正

Ｋ

風除室

UB洗面所玄関

ＬＤ
10帖

洋室
６帖Ａ

ＬＤ
10帖

洋室
６帖Ａ

ＬＤ
10帖

洋室
６帖Ａ

Ｋ Ｋ

風除室 風除室

玄関 玄関洗面所 洗面所UB UB

 KEY　PLAN 　1/200

Ａ Ａ

Ｂ

Ｂ

Y1 Y3 Y4 Y5 Y7 Y8

3,640 910 1,060 1,820 1,215

8,645

40
0

90
0

1,
10

0

1,000 950

600

8,645

ｸﾛｰｾﾞｯﾄ 便所

ｽﾛｰﾌﾟ
58

0
2,

40
0 50

0
1,

30
0

450

19,110

3,640 2,730 3,640 2,730 3,640 2,730

450

1
100 水勾配

洋室
６帖Ａ ＵＢ

ＬＤ
10帖

洋室
６帖Ａ

洋室
６帖Ａ

ＬＤ
10帖

ＬＤ
10帖

X13 X25 X37X31X19X7

2,
40

0
58

0

6,370 6,370 6,370

2,
40

0
58

0

洋室
６帖Ａ

断面図　1/100Ａ Ａ 断面図　1/100Ｂ Ｂ

軒高

（仮称）今別町営住宅建設工事（７号棟）
令和　４

【Ｃタイプ・１ＬＤＫ】

西側立面図　1/100北側立面図　1/100

南側立面図　1/100 東側立面図　1/100

ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ

ア ア

ア

ア

ケ

コ

オ
イ

ウ

ケエケ エ

住棟表示文字(アルミ製)

溶融55%アルミニウム亜鉛合金メッキカラー鋼板 t=0.4 立平葺き

溶融55%アルミニウム亜鉛合金メッキカラー鋼板 t=0.4 包み（破風）

コンクリート基礎　モルタル薄塗の上　シラン系撥水剤塗布

小屋裏用通気層吸気ガラリ：有効開口面積 167c㎡/ｍ(21×30×1220)

ステンレス手すりφ34

コンクリート打同時金ゴテ仕上

モルタル金ゴテｔ=30仕上

オ

キ

ケ

オ
ウ

エ

キ

オ
ウ

カ

ステンレス製郵便受

コ

エク
キ

クク
キ キ

ｸﾛｰｾﾞｯﾄ ｸﾛｰｾﾞｯﾄ ｸﾛｰｾﾞｯﾄ

便所 便所 便所

オ

ウ



Ａ

A2＝1/30、A3=1/45Ｎ Ｏ Ｔ Ｅ 年 月 作製
図面名称

単位　ＭＭ縮尺
工事名称

株式会社青森県Ａ１の２号 川島隆太郎建築事務所 管理建築士

所　　　長 部　長 課　長 担　当 製　図 製　図

TEL 017(741)6497

FAX 017(742)1877
１級建築士登録113986号 川島芳正

矩　計　図　１

１０

３令和　４
（仮称）今別町営住宅建設工事（７号棟）

【Ｃタイプ・１ＬＤＫ】
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1,215455

30以上

構造用合板ｔ9.0(特類2級)
N50 ＠150(耐力壁の場合)

(非耐力壁はN50＠200)

1
100 水勾配

風除室

▽最高軒高

▽1FL

玄関ﾎﾟｰﾁ

30ｘ40＋30ｘ205
カラー鋼板ｔ-0.4包み

▽最高高さ

モルタル金ゴテｔ=30仕上
（水勾配付）

カーテンレール(ダブル)

化粧ｼｰﾄ貼MDFｔ=25

玄　関

溶融55％アルミニウム亜鉛合金メッキ鋼板 t=0.4　
立平葺　ＫＢ特殊工法
改質アスファルトルーフィング
耐水構造用合板 t=12.0
垂木 45×60 ＠455

母屋 105×120 ＠910

テラス

▽最高軒高

▽1FL

コンクリート打同時金ゴテ仕上
（水勾配付）

▽GL

注記事項
※土間下の防湿シート重ね合わせ ３００mm以上
　基礎際の立ち下げのみ込み ２５０mm以上
（シート端部は防湿テープにて貼り合わせる事）

※室内の防湿シート重ね合わせ １５０mm以上
　タッカー使用部分はテープを貼り気密を確保する事

※土台、梁は先張り防湿フィルムを切り広げ
　防湿テープでシールする

▽GL

Ｋ

風除室

UB洗面所玄関

ＬＤ
10帖

洋室
６帖Ａ

ＬＤ
10帖

洋室
６帖Ａ

ＬＤ
10帖

洋室
６帖Ａ

Ｋ Ｋ

風除室 風除室

玄関 玄関洗面所 洗面所UB UB

ロ

ロ

 KEY　PLAN 　1/200

イ

土台

柱

ネダレス合板

フローリング

基礎

ネダレス合板受材 60×90
(界壁部：45×90)

両面防水テープ
(100mm以上)

防湿シート
(下地部分にて100mm重ねる)透湿・防水シート

外装材

構造用合板(特類2級)t=9.0

巾木

防湿シート　詳細図（1階床と壁の取合い部分）　1/10

注記事項
※土台、梁は先張り防湿フィルムを切り広げ
　防湿テープでシールする。
※土台水切りは、横胴縁の内側に設置すること。
※透湿防水シートは、土台水切りに覆い被せて施工すること。

防蟻テープW=190

断熱気密パッキンｔ=20

胴縁t=18
（エアホール）

高性能グラスウール
ＧＷＨＧ16kg t=100

天端ﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞ t=15.0
24.0 N/m㎡

押出発泡ポリスチレン
フォーム３種bｔ=100

土台水切
(D=50以上）

透湿・防水シート

柱

小屋裏の防湿シート
(桁まで延ばし、ボードで留める)

構造用合板(特類2級)t=9.0

防湿シート　詳細図（天井と壁の取合い部分）　1/10

軒天換気部材21ｘ30

外装材

高性能グラスウール
ＧＷＨＧ16kg t=100

ＧＷＨＧ10kg t=200

天井の防湿シート
(壁に貼り下げる)

特記　カラー鋼板ｔ=0.4：溶融55％アルミニウム亜鉛合金メッキカラー鋼板t=0.4

1
0

12
0

15
0

100角磁器質タイル
（ノンスリップタイプ）

付框90ｘ150
（既製品）

モルタル薄塗の上　
シラン系撥水剤塗布

30ｘ36＠910

無石綿ケイカル板t=10　
目スカシ 外装塗材Ｅ

化粧ｼｰﾄ貼MDFｔ=25

玄関ﾎﾟｰﾁ

※玄関ポーチ～風除室の引戸も同様である

※沓摺と玄関・土間の段差は無し

Ｂ部詳細図　1／10

風除室

30ｘ40＋30ｘ205

カラー鋼板ｔ-0.4包み

無石綿ケイ酸カルシウム板t6
目透張ＥＰ

軒天換気部材

金属製サイデングt15　縦張り

横通気胴縁18×45

ＧＷＨＧ16㎏ｔ=100

透湿防水シート

押出発泡ポリスチレン
　　フォーム３種bｔ100

押出発泡ポリスチレン
フォーム３種bｔ35

Y4Y1 Y8Y6Y5 Y7

8,645

1,000

野縁受 30×90＠910

無石綿ケイカル板t=6
目スカシ ＥＰ防湿シート

ＰＢ t=12.5ビニルクロス

集成材ｔ=25　OS、UC

イ－イ　矩計図　1/30

ＧＷＨＧ10㎏ｔ=200 ＧＷＨＧ16㎏ｔ=100

45
0

35
0

3001,075

2,275 2,275

垂木 120×60 ＠455Ｌ=2797

木質系フローリングｔ-12
ネダレス合板 t=28
大引　105×105

無石綿ケイ酸カルシウム板t6
目透張ＥＰ

軒天換気部材

コンクリートｔ120
溶接金網　4×150×150
（チドリ敷き）

防湿シートｔ0.15
再生砕石ｔ150

イ

鋼製床束

防湿シート
ＰＢ t=12.5ビニルクロス

防湿シート

ＰＢ t=9.5ビニルクロス

野縁40×45＠303

ＰＢ t=12.5ビニルクロス

（
最

も
低

い
部

分
）

2,
61

1

2,
80

6

ＬＤ１０帖

（
躯

体
天

井
高

）

ホール

ＰＢ t=9.5ビニルクロス
防湿シート

ネダレス合板 t=28
大引　105×105

耐水合板 t=9ビニル床シート t=2.0

鋼製床束



Ａ

A2＝1/30、A3=1/45Ｎ Ｏ Ｔ Ｅ 年 月 作製
図面名称

単位　ＭＭ縮尺
工事名称

株式会社青森県Ａ１の２号 川島隆太郎建築事務所 管理建築士

所　　　長 部　長 課　長 担　当 製　図 製　図

TEL 017(741)6497

FAX 017(742)1877
１級建築士登録113986号 川島芳正

３令和　４
（仮称）今別町営住宅建設工事（７号棟）

【Ｃタイプ・１ＬＤＫ】
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 KEY　PLAN 　1/200

ロ

ロ

防湿シート　詳細図（天井と間仕切壁の取合い部分）　1/10

間柱

GWHG10㎏
ｔ=200

天井と間柱の防湿シートは、
下地部分にて100mm以上重ねた上、
気密シートにて留める45×90

構造用合板(ネダレス合板)t=28の上
耐水合板ｔ9下地

ビニル床シート t=2.0 張り

基礎パッキン t=20.0

溶融55％アルミニウム亜鉛合金メッキ鋼板 t=0.4　
立平葺　ＫＢ特殊工法
改質アスファルトルーフィング
耐水構造用合板 t=12.0

界壁詳細図　1／30

釘長さ：下張り 40mm、上張り 50mm
ピッチ：周辺 150mm、中間 200mm
　　　　（下張り、上張り共）

天端ﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞ t=15.0
24.0 N/m㎡

構造用合板t=28の上
木質系フローリング t=12.0 張り

壁材床材間隙間 5mm

グラスウール 24kg t=50 2枚

母屋

垂木 45×60 @45515×105

気密遮音ｺｰｷﾝｸﾞ
（他材料取合い､入隅部）

耐火目地材を充填

２層目:普通硬質石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=9.5（両面）
１層目：強化石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=12.5（両面）
遮音カベマット T6 下貼り（両面）
気密遮音テープ50貼

※注記
遮音カベマットと強化石膏ﾎﾞｰﾄﾞ（１層目）の継ぎ目は
同一箇所とならないようにする。

構造用合板ｔ9.0(特類2級)
N50 ＠150(耐力壁の場合)

(非耐力壁はN50＠200)

1
100

▽最高軒高

▽1FL

30ｘ40＋30ｘ205
カラー鋼板ｔ-0.4包み

▽最高高さ

▽最高軒高

▽1FL

▽GL

注記事項
※土間下の防湿シート重ね合わせ ３００mm以上
　基礎際の立ち下げのみ込み ２５０mm以上
（シート端部は防湿テープにて貼り合わせる事）

※室内の防湿シート重ね合わせ １５０mm以上
　タッカー使用部分はテープを貼り気密を確保する事

※土台、梁は先張り防湿フィルムを切り広げ
　防湿テープでシールする

▽GL

30ｘ40＋30ｘ205

カラー鋼板ｔ-0.4包み

無石綿ケイ酸カルシウム板t6
目透張ＥＰ

軒天換気部材

金属製サイデングt15　縦張り

横通気胴縁18×45

ＧＷＨＧ16㎏ｔ=100

透湿防水シート

押出発泡ポリスチレン
　　フォーム３種bｔ100

モルタル薄塗の上　
シラン系撥水剤塗布

スリット目地10×40

押出発泡ポリスチレン
　　フォーム３種bｔ100

防湿シート
ＰＢ t=12.5

野縁40×45＠303

化粧巾木H=60

水勾配

Ｕ　Ｂｸﾛｰｾﾞｯﾄ

化粧ｼｰﾄ貼MDFｔ=25

カーテンレール(ダブル)

防湿シート
ＰＢ t=12.5ビニルクロス

30ｘ36＠910

防湿シート
ＰＢ t=12.5

防湿シート
ＰＢ t=9.5

ＰＢ t=12.5ビニルクロス

ロ－ロ　矩計図　1/30

ＧＷＨＧ16㎏ｔ=100

防湿シート
ＰＢ t=9.5

溶融55％アルミニウム亜鉛合金メッキ鋼板 t=0.4　
立平葺　ＫＢ特殊工法
改質アスファルトルーフィング
耐水構造用合板 t=12.0
垂木 45×60 ＠455

母屋 105×120 ＠910

防湿シート
ＰＢ t=12.5

Ｈ=現場
打合せによる

野縁受 30×90＠910 ＧＷＨＧ10㎏ｔ=200

垂木 120×60 ＠455Ｌ=2797

スロープ

コンクリート打同時金ゴテ

無石綿ケイ酸カルシウム板t6
目透張ＥＰ

軒天換気部材

24ｘ30
無石綿ケイ酸カルシウム板t6
目透張ＥＰ

軒天換気部材 （住戸Ｂ）

イ

ドレーン用スリーブΦ75

モルタルｔ=30塗粗面仕上

外壁材用水切金物

H=800
手摺：ステンレスφ34 

洋室６帖Ａ
(特定寝室)

ＰＢ t=12.5ビニルクロス

耐水合板 t=9ビニル床シート t=2.0
ネダレス合板 t=28
大引　105×105
鋼製床束

防湿シート
ＰＢ t=9.5ビニルクロス

特記　カラー鋼板ｔ=0.4：溶融55％アルミニウム亜鉛合金メッキカラー鋼板t=0.4
コンクリートｔ120
溶接金網　4×150×150
（チドリ敷き）

防湿シートｔ0.15
再生砕石ｔ150

2,
61

1
（

最
も

低
い

部
分

）

2,
80

6
（

躯
体

天
井

高
）

便所

耐水合板 t=9ビニル床シート t=2.0
ネダレス合板 t=28

ＰＢ t=12.5ビニルクロス

防湿シート
ＰＢ t=9.5ビニルクロス

凍
結

深
度

5
5
0
以

上



Ａ

平面詳細図
A2＝1/50、A3=1/70

１２

Ｎ Ｏ Ｔ Ｅ 年 月 作製
図面名称

単位　ＭＭ縮尺
工事名称

株式会社青森県Ａ１の２号 川島隆太郎建築事務所 管理建築士

所　　　長 部　長 課　長 担　当 製　図 製　図

TEL 017(741)6497

FAX 017(742)1877
１級建築士登録113986号 川島芳正

３

【Ｃタイプ・１ＬＤＫ】

令和　４

2,575

3,
51

0

内法

内
法

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X11

X8

X13

Y8

Y7

Y6

Y5

Y4

Y3

Y2

Y1

FL±0

FL±0

FL±0

FL-160

FL-190

FL-190

FL±0

FL±0

FL-11

FL-230GL+350

GL+200

FL±0

8,
64

5

4,
55

0
2,

88
0

1,
21

5

1,
82

0
91

0
3,

64
0

1,
06

0

6,370

3,640 2,730

1,970 1,670

3,
64

0
91

0
1,

06
0

1,
82

0

8,
64

5

1,970 1,820

6,370

1,365

700

40
0450

60
0

73
5

764

75
0

2,420 150 2,430

61
2

軒先ライン

庇ライン

洋室６帖Ａ

(特定寝室)

収納式ﾍﾞﾝﾁ

床下点検口
450×450

枕棚

冷

W1650ｘH2200

カーテンレール(ダブル)

Ｋ

ＬＤ10帖

UP

ﾙｰﾑｴｱｺﾝ W1650ｘH1100

W
6
0
0
ｘ

H
5
0
0

ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ

樹脂製床下
換気器材
　L=400

玄関

スロープ

物置

ｸﾛｰｾﾞｯﾄ

両ｻｲﾄﾞ60ｘ105

洗面所

カーテンレール(ダブル)

樹脂製床下換気器材
　L=600

カラーガルバリウム角波鋼鈑
サイディングt15　縦張り

W460ｘH500

エアコン用スリーブ
（設備工事）

遮音カベマット T6 下貼り（両面）

気密遮音テープ50貼

グラスウール 24kg t=50×2重

界壁

２層目：普通硬質石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=9.5（両面）

１層目：強化石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=12.5（両面）

間柱 89×38 ＠455 千鳥配置

ＵＢ

木棚

吊戸棚H=500ｘL=1200

ﾚﾝｼﾞﾌｰﾄﾞ（設備工事）

カラーガルバリウム角波鋼鈑
サイディングt15　縦張り

勾配＝1/12

住戸Ａ

手摺：ステンレスφ34 t=2.0
H=800

軒先ライン

壁付収納

Ｌ型手摺

W360ｘH330

玄関ﾎﾟｰﾁ 軒先ライン

(防湿シートはJIS A 6930 透湿抵抗 0.082 ㎡･S･Pa/ng以上)

※防湿シートは断熱材の室内側に設置

範囲は除外規定適用箇所(通気無)

平面詳細図　　　1/50

展開方向

Ａ面

Ｃ面

Ｂ面Ｄ面
テラス

Ｋ

ＬＤ10帖

便所

FL-210

FL-220 60
0787

455

1,
07

5
30

0

740ｘ640

温

化粧ｼｰﾄ貼
MDFｔ=25

ＳＵＳ郵便受
W360ｘH330

界壁

カラーガルバリウム角波鋼鈑
サイディングt15　縦張り

風除室

物置

コンクリート打同時金コテ仕上

コンクリート打同時金コテ仕上

（建築工事）

（設備工事）

Ｎ

X12X9

FL-170

GL+350

1,080 1,500

1,535

910 1,820 910 355 1,820 555

910 1,060

1,
82

0
1,

82
0

97
5

10
0

床下点検口
450×450

内法面積
1.92 ㎡

1,
00

0

軒先裏界壁部

遮音カベマット T6 下貼り（両面）

気密遮音テープ50貼

グラスウール 24kg t=50×2重

２層目：普通硬質石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=9.5（両面）

１層目：強化石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=12.5（両面）

間柱 89×38 ＠455 千鳥配置

軒先裏界壁部

遮音カベマット T6 下貼り（両面）

気密遮音テープ50貼

グラスウール 24kg t=50×2重

２層目：普通硬質石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=9.5（両面）

１層目：強化石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=12.5（両面）

間柱 89×38 ＠455 千鳥配置

界壁

ビルトインタイプ
IHヒーター付

システムキッチン
L=1950

垂れ壁H=400

755
964

45
5

2,
42

5

W1137ｘH2330

X10

1,589

1,795935

91
0

805
内法

内
法

1,113

（仮称）今別町営住宅建設工事（７号棟）

カラーガルバリウム角波鋼鈑
サイディングt15　縦張り

下足入

有
効

玄関ポーチ・スロープ
コンクリート上モルタル金ゴテ仕上

軽微な改造建具
W735

内法

1,
60

0
内

法

1,200

1,337内法
FL±0

GL+580

395 763.6

76.4

76.4≦100

61

30φ

下地合板 t-12.0

木製手摺 L-300

780

780

90
6

ＵＢ手摺

手摺取付用下地合板 t-12.0

Ｉ型６００Ｌ

ホール

玄関手摺断面詳細図　　　1/5

軽微な
改造建具

W735

内法面積9.77㎡



2,
59

0～
2,

61
0

2,
40

0
2,

40
0

2,
40

0

1,8201,820 1,670

Ａ

A2＝1/50、A3=1/70

天井

備考

壁

風除室 (CH=2,590～2,610)

(床高FL-190～-210)
床

無石綿ケイカル板 t=6.0目スカシ貼　ＥＰ

無石綿ケイカル板 t=10目スカシ貼
外装薄塗材　Ｅ

床

物置 (CH=2,400)

(床高FL-190)

モルタル金ゴテ

モルタル金ゴテ

天井

備考

壁 ラワン合板ｔ=5.5目スカシ貼

木棚

展　開　図　１

Ｃ　面Ａ　面

天井

壁

備考 下足入・上り框・収納式ベンチ・木製手摺

ＰＢ t=12.5　ビニルクロス

ＰＢ t=9.5　ビニルクロス

巾木

巾木

巾木

床

(CH=2,560～2,570) (CH=2,400)

(床高FL-160～-170) (床高FL±0)

木質系フローリング t=12.0

(床高FL±0)

(CH=2,400)洋室６帖Ａ

天井

壁

幅木

備考

ＰＢ t=12.5　ビニルクロス

ＰＢ t=9.5　ビニルクロス

化粧巾木 H=60

付長押

床
耐水合板 t=9　下地
ビニル床シート t=2.0

１３

Ｄ　面

物　置

玄関・ホール

風除室

玄関・ホール

付け框 化粧巾木 H=60

100角磁器質タイル立上り

100角磁器質タイル

100角磁器質タイル

化粧石膏ボードｔ=9.5

100角磁器質タイル

Ｎ Ｏ Ｔ Ｅ 年 月 作製
図面名称

単位　ＭＭ縮尺
工事名称

株式会社青森県Ａ１の２号 川島隆太郎建築事務所 管理建築士

所　　　長 部　長 課　長 担　当 製　図 製　図

TEL 017(741)6497

FAX 017(742)1877
１級建築士登録113986号 川島芳正

住戸表示板,郵便受（外部）

1,670

Ｄ　面

1,970 1,215 1,970 1,215

Ｂ　面 Ｃ　面

Ａ　面

2,730

Ｂ　面

Ａ　面

Ａ　面

2,900 2,425 2,425

Ｂ　面

収納式ベンチ

Ｃ　面 Ｄ　面

2,900

3,640 2,730 3,640

Ｂ　面

洋室６帖Ａ

Ｃ　面 Ｄ　面

カーテンレール(ダブル)

手摺Ｌ=600

棚板 W＝200

下足入
下足入

収納式ベンチ

【Ｃタイプ・１ＬＤＫ】

令和　４ ３
（仮称）今別町営住宅建設工事（７号棟）



Ａ

A2＝1/50、A3=1/70
展　開　図　２

１４

Ｎ Ｏ Ｔ Ｅ 年 月 作製
図面名称

単位　ＭＭ縮尺
工事名称

株式会社青森県Ａ１の２号 川島隆太郎建築事務所 管理建築士

所　　　長 部　長 課　長 担　当 製　図 製　図

TEL 017(741)6497

FAX 017(742)1877
１級建築士登録113986号 川島芳正

2,
40

0
2,

40
0

3,640

4,5503,640

4,550

2,
00

0
40

0

2,
40

0

1,970 2,880 1,970 2,880

65
0

1,
75

0

40
0

2,
00

0

Ｃ　面

Ｂ　面Ａ　面

ＬＤＫ１０帖

Ｄ　面

垂れ壁H=400

カーテンレール(ダブル)

(CH=2,400)

(床高FL±0)

幅木

天井

備考

壁

床

化粧巾木 H=60

耐水ＰＢ t=12.5　ビニルクロス

耐水ＰＢ t=9.5　ビニルクロス

ＬＤＫ　１０帖

耐水合板 t=9　下地
ビニル床シート t=2.0

付長押・物干し金物

アルミ製見切縁 アルミ製見切縁

ﾚﾝｼﾞﾌｰﾄﾞ

斜線部分
キッチンパネル t＝3.0

吊戸棚

(床高FL±0)

幅木

壁

床
耐水合板 t=9　下地
ビニル床シート t=2.0

化粧巾木 H=60

ＰＢ t=12.5　ビニルクロス

Ｋ

天井

備考

ＰＢ t=9.5　ビニルクロス

一部：キッチンパネルｔ=3.0

システムキッチン（1800）・吊戸棚H=500

(CH=2,400)

Ａ　面 Ｂ　面 Ａ　面 Ｄ　面

Ｋ

【Ｃタイプ・１ＬＤＫ】

令和　４ ３
（仮称）今別町営住宅建設工事（７号棟）



2,
40

0
2,

40
0

1,535 1,5153,035 3,035

Ａ

A2＝1/50、A3=1/70
展　開　図　３

１５

(CH=2,400)

(床高FL±0)

幅木

天井

備考

壁

床 耐水合板 t=9ビニル床シート t=2.0

洗面所

化粧巾木 H=60

耐水ＰＢ t=12.5　ビニルクロス

耐水ＰＢ t=9.5　ビニルクロス

ＵＢ扉

Ｂ　面 Ｃ　面 Ｄ　面

Ｎ Ｏ Ｔ Ｅ 年 月 作製
図面名称

単位　ＭＭ縮尺
工事名称

株式会社青森県Ａ１の２号 川島隆太郎建築事務所 管理建築士

所　　　長 部　長 課　長 担　当 製　図 製　図

TEL 017(741)6497

FAX 017(742)1877
１級建築士登録113986号 川島芳正

Ｂ　面 Ｃ　面

便　所

洗面所

(CH=2,400)

(床高FL±0)

幅木

天井

備考

壁

床
耐水合板 t=9　下地
ビニル床シート t=2.0

化粧巾木 H=60

ＰＢ t=12.5　ビニルクロス

ＰＢ t=9.5　ビニルクロス

便所

手摺用下地補強・壁付収納

1,500 1,5201,060

1,
80

0

1,060

手摺下地用合板下張り

Ａ　面 Ｄ　面

【Ｃタイプ・１ＬＤＫ】

令和　４ ３
（仮称）今別町営住宅建設工事（７号棟）



Ｎ

GL+350 GL+350 GL+350

Ａ

A2＝1/100、A3=1/140
建具伏図

階 室　名 換気検討 建築基準法施行令　第116条の2第1項第2号の検討

ＬＤ10帖

有効採光、換気の検討

１

採光検討

∴ ＯＫ

∴ ＯＫ

１６

洋室６帖Ａ

∴ ＯＫ

∴ ＯＫ ∴ ＯＫ

∴ ＯＫ

建具伏図　　1/100

３

【Ｃタイプ・１ＬＤＫ】

令和　４
（仮称）今別町営住宅建設工事（７号棟）

ＵＢＵＢ ＵＢ下
足
入

下
足
入

下
足
入

ホールホール

玄関

温

冷 冷 冷

ｸﾛｰｾﾞｯﾄ

温 温

便所

Ｋ Ｋ Ｋ

便所 便所

玄関 玄関

テラス テラス テラス

ｸﾛｰｾﾞｯﾄ ｸﾛｰｾﾞｯﾄ

UP
スロープ

UP
スロープ スロープ

UP

単純開口率

方　位 計　算　式 単純開口面積〔㎡〕 単純開口率 開口比計算 方位別開口比

北

方　位

真上

計

単純開口面積〔㎡〕 単純開口率 開口比計算 方位別開口比

北

住戸Ａ 東

南

西

真上

計

南

西

住戸Ｂ

東

方　位 単純開口面積〔㎡〕 単純開口率 開口比計算 方位別開口比

北

真上

計

南

西

東

住戸Ｃ

室　名 計　算　式

合　　計

居室面積

室面積〔㎡〕

㎡

洋室６帖Ａ

住戸Ａ 住戸Ｂ 住戸Ｃ

ホール

洗面所

ＬＤ
10帖

ＬＤ
10帖

ＬＤ
10帖

洋室
６帖Ａ

(特定寝室)

洋室
６帖Ａ

(特定寝室)

洋室
６帖Ａ

(特定寝室)

風除室
物置 物置 風除室 物置

棚棚棚

風除室

洗面所洗面所

JW-1：1.65×2.20　　 ＝3.63

必要採光面積：16.562×1/7＝2.366

3.63　＞　2.366

JW-2：1.65ｘ1.10　　 ＝1.815

JW-1：1.65×2.2ｘ1／2　　 ＝1.815 

必要換気面積：16.562×1/20　＝0.8281

1.815　＞　0.8281

JW-2：1.65×1.1ｘ1／2　　 ＝0.9075

JW-1：1.65／2×0.60　　 ＝ 0.495

必要面積：16.562×1/50＝0.33124

0.495　＞　0.33124

JW-2：1.65／2×0.40　　 ＝ 0.33

垂れ壁
H=400

垂れ壁
H=400

垂れ壁
H=400

計　算　式

計　算　式

ＬＤ10帖・Ｋ 3.64ｘ4.55 ＋ 2.88ｘ1.97　＝ 22.2356

0.00 0.000.00

0.00

(JW-1)1.65ｘ2.20＋(JW-2)1.65ｘ1.10＝

0.00

5.445

0.0000　→　 0％

0.0000　→　 0％

0.00

0.00

(JW-1)1.65ｘ2.20＋(JW-2)1.65ｘ1.10＝

0.00

5.445

0.00

0.00

(JW-1)1.65ｘ2.20＋(JW-2)1.65ｘ1.10＝

0.00

5.445

3.64ｘ2.73 ＋ 0.935ｘ0.91　＝ 10.78805

33.02365

必要採光面積： 10.78805×1/7＝1.54115

1.815　＞　1.54115

必要換気面積：　10.78805×1/20　＝0.5394025

0.9075　＞　0.5394025

必要面積： 10.78805×1/50＝0.215761

0.33　＞　0.215761

0.000.00

0.000.00

0.00

0.00

0.00

5.445

5.445

5.445

5.445　／　33.02

5.445　／　33.02

5.445　／　33.02

＝　0.1649

＝　0.1649

＝　0.1649

16 ％以上

16 ％以上

16 ％以上

0.00 ／ 5.445

0.00 ／ 5.445

0.00 ／ 5.445

5.445 ／ 5.445

0.00 ／ 5.445

0.00 ／ 5.445

0.00 ／ 5.445

5.445 ／ 5.445

0.00 ／ 5.445

0.00 ／ 5.445

0.00 ／ 5.445

5.445 ／ 5.445

0.0000　→　 0％

1.0000　→　100％

0.0000　→　 0％

0.0000　→　 0％

0.0000　→　 0％

1.0000　→　100％

0.0000　→　 0％

0.0000　→　 0％

0.0000　→　 0％

1.0000　→　100％

Ｎ Ｏ Ｔ Ｅ 年 月 作製
図面名称

単位　ＭＭ縮尺
工事名称

株式会社青森県Ａ１の２号 川島隆太郎建築事務所 管理建築士

所　　　長 部　長 課　長 担　当 製　図 製　図

TEL 017(741)6497

FAX 017(742)1877
１級建築士登録113986号 川島芳正
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外寸：1690ｘ1170外寸：1690ｘ2270 外寸：500ｘ570外寸：780ｘ570

外寸：1203ｘ2400
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A2＝1/100、A3=1/140

Ａ

姿　　　図

姿　　　図

硝子・仕上

金物・見込

種　　　別

備　　　考

硝子・仕上

金物・見込

種　　　別

備　　　考

アルミ製引違い戸

硝子・仕上

金物・見込

種　　　別

備　　　考

硝子・仕上

金物・見込

種　　　別

備　　　考

透明硝子　t=4.0　　カラーサッシ

記　　　号

記　　　号

記　　　号

記　　　号 ＡＤ

１

ＡＤ

２
風除室

※　アルミ製・樹脂製建具の特記
・記入寸法はメーカーの規格寸法とする。
　（サッシのＷ・Ｈ寸法はサッシ内枠寸法とする。）
・「付属金物一式」とあるのは、各製造会社の標準仕様による。
・ガラス　Low-Eは断熱タイプとする。

※　木製建具の特記
・寸法は全て内寸法であるが、現場にて寸法を実測の上製作・取付するものとする。
・木製建具は原則として既製品とする。

物　置

アルポリック板t=3.0　　　カラーサッシ

５
ＪＷ

４
ＪＷ

▼天井

▼1FL

▼天井

▼1FL

アルミ製断熱玄関親子ドア

１
ＪＷ

ＬＤ10帖
２

ＪＷ
３

ＪＷ

樹脂製断熱複層サッシ　引違いテラス戸

網戸　附属金物一式
見込（ﾒｰｶｰ仕様による　数字は参考寸法）

樹脂製断熱複層サッシ　引違い窓

透明硝子t=3.0＋A12.0＋LOW-E透明硝子t=3.0
カラーサッシ
網戸　附属金物一式
見込（ﾒｰｶｰ仕様による　数字は参考寸法）

玄　関
３

ＡＤ

透明硝子t=5.0＋A12.0＋LOW-E透明硝子t=5.0
カラーサッシ

鍵付　他附属金物一式
見込70（ﾒｰｶｰ仕様による　数字は参考寸法）

G

鍵付　附属金物一式
見込70（ﾒｰｶｰ仕様による　数字は参考寸法）

１７

鍵付・ドアチェック　他附属金物一式
見込（ﾒｰｶｰ仕様による　数字は参考寸法）

気密性等級A-4、断熱性能H-4、熱貫流率2.33W/(㎡K)以下

建　具　表

【Ａタイプ・２ＬＤＫ】

アルミ製片開き戸

ＷＤ
３

ＷＤ
２１

ＷＤ
ＬＤ10帖

枠見込155

基材：ＭＤＦ　木目柄樹脂化粧シート貼
アクリル板t=4.0
レバーハンドル・フランス落し・丁番・付属金物一式

木製建具　親子ドア

G G

▼1FL

クローゼット・物入
ＷＤ
５

ＷＤ
４

▼1FL

基材：ＭＤＦ　木目柄樹脂化粧シート貼
アクリル型板t=4.0

木製建具　片開きドア

枠見込155
レバーハンドル・表示錠・丁番・付属金物一式

▼1FL

基材：ＭＤＦ　木目柄樹脂化粧シート貼
アクリル型板t=4.0

木製建具　片開きドア

枠見込155
レバーハンドル・丁番・付属金物一式

洗面所便　所

有効開口巾750

気密性等級A-4、熱貫流率1.9W/(㎡K)以下、遮音等級T-1 気密性等級A-4、熱貫流率1.9W/(㎡K)以下、遮音等級T-1

型板硝子t=4.0＋A12.0＋LOW-E透明硝子t=3.0
カラーサッシ

３
（仮称）今別町営住宅建設工事（７号棟）

アルミガラリ

▼1FL

型板硝子t=4.0＋A12.0＋LOW-E透明硝子t=3.0
カラーサッシ

網戸　附属金物一式
見込（ﾒｰｶｰ仕様による　数字は参考寸法）

▼1FL

樹脂製断熱複層サッシ　ヨコスベリ出し窓

網戸　附属金物一式
見込（ﾒｰｶｰ仕様による　数字は参考寸法）

型板硝子t=4.0＋A12.0＋LOW-E透明硝子t=3.0
カラーサッシ

※窓内部額縁：樹脂製

樹脂製断熱複層サッシ　ヨコスベリ出し窓

▼1FL

樹脂製サッシ　ヨコスベリ出し窓

附属金物一式
見込（ﾒｰｶｰ仕様による　数字は参考寸法）

型板硝子t=4.0＋A12.0＋LOW-E透明硝子t=3.0
カラーサッシ

気密性等級A-4、熱貫流率1.9W/(㎡K)以下、遮音等級T-1 気密性等級A-4、熱貫流率1.9W/(㎡K)以下、遮音等級T-1

洗面所 Ｕ　Ｂ 物　置

１ヶ所×３戸

１ヶ所×３戸 １ヶ所×３戸 １ヶ所×３戸

１ヶ所×３戸 １ヶ所×３戸 １ヶ所×３戸 １ヶ所×３戸 １ヶ所×３戸

１ヶ所×３戸 １ヶ所×３戸１ヶ所×３戸１ヶ所×３戸

木製建具　片開きドア

枠見込155

基材：ＭＤＦ　木目柄樹脂化粧シート貼

レバーハンドル・シリンダー錠・丁番・付属金物一式

▼1FL

有効開口巾750

（W=735）

基材：ＭＤＦ　木目柄樹脂化粧シート貼

取っ手・附属金物一式
枠見込155

木製建具　４枚折戸

▼1FL

令和　４

洋室６帖Ａ

洋室6帖Ａ

Ｎ Ｏ Ｔ Ｅ 年 月 作製
図面名称

単位　ＭＭ縮尺
工事名称

株式会社青森県Ａ１の２号 川島隆太郎建築事務所 管理建築士

所　　　長 部　長 課　長 担　当 製　図 製　図

TEL 017(741)6497

FAX 017(742)1877
１級建築士登録113986号 川島芳正



Ａ

A2＝1/100、A3=1/140
天井伏図

塩ビ製

記　号 仕　　　上 廻　縁

ビニールクロスＡ

木　製：24×30石膏ボード t=9.5

塩ビ製

化粧石膏ボード t=9.5 塩ビ製

高気密型天井点検口　４５０角

二重天井とする（石膏ボードｔ9.5）

無石綿ケイ酸カルシウム板 t=6.0 目透張 ＥＰＤ

Ｃ

Ｂ

１８

軒天部分：小屋裏換気ガラリ　　有効開口面積 167cm2/m

小屋裏換気

軒天：通気層吸気ガラリ

・有効開口面積167c㎡/m

天井面積

Ｎ Ｏ Ｔ Ｅ 年 月 作製
図面名称

単位　ＭＭ縮尺
工事名称

株式会社青森県Ａ１の２号 川島隆太郎建築事務所 管理建築士

所　　　長 部　長 課　長 担　当 製　図 製　図

TEL 017(741)6497

FAX 017(742)1877
１級建築士登録113986号 川島芳正

天　井　伏　図　　　1/100
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1,970 1,820

1,365
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1,365
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1,365

ホールホールホール

玄関

風除室物置

住戸Ａ

洋室
６帖Ａ

(特定寝室)

住戸Ｂ 住戸Ｃ

物置 物置風除室

Ｋ Ｋ Ｋ

洋室
６帖Ａ

(特定寝室)
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1,820910 910 1,820 1,8209101,6701,670 1,670

玄関 玄関

X1 X3 X4 X5 X6

X7

X8

X10

X11 X13 X15 X16 X17 X18
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1,
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0

洗面所

45
5

洗面所 洗面所

風除室

Ｄ

Ｄ

Ｄ

ＤＤ

ＣＣＣ

ＤＤ

ＢＢＢ

ＡＡＡ便所 便所 便所

Ａ

Ａ

ＡＡ

ＡＡＡＡＡ

ＡＡＡ

ＵＢ

ｸﾛｰｾﾞｯﾄ

小屋裏換気ガラリ小屋裏換気ガラリ

小屋裏換気ガラリ

住戸Ａ・住戸Ｂ・住戸Ｃ（6.37ｘ8.645）＝55.06865　㎡

住戸Ａ 住戸Ｃ

通気層ガラリ　ΣL＝6.37＋6.37＋8.645＝21.385　ｍ

ガラリ　167c㎡/ｍ →　0.0167×21.385＝0.3571295　㎡　

住戸Ｂ

小屋裏換気ガラリ（住戸Ｂ）

0.3571295　/55.06865＝　0.006485168　≧　0.004（1/250）∴ＯＫ

∴ＯＫ

Ｅ

小屋裏換気ガラリ

Ｅ Ｅ Ｅ

ＤＤＤ

ＵＢ

ＵＢＵＢ

【Ｃタイプ・１ＬＤＫ】

令和　４
（仮称）今別町営住宅建設工事（７号棟）

X9

X12

X21

X24

X33

X36

Ｎ

1,080 1,500

1,535

1,080 1,500

1,535

1,080 1,500

1,535

ｸﾛｰｾﾞｯﾄ ｸﾛｰｾﾞｯﾄ

通気層ガラリ　ΣL＝6.37＋6.37＋1.50＋1.215＋1.215＝16.67　ｍ
ガラリ　167c㎡/ｍ →　0.0167×16.67＝0.278389　㎡　

0.278389　/55.06865＝0.005055308　　≧　0.004（1/250）

外壁材用水切金物



手すり：ステンレスφ34
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雑詳細図　１
A2＝1/30、A3=1/45

１９

ＧＬ

1／30 1／30下足棚　詳細図

1／30 1／301／30外部スロープ　詳細図 1／30玄関ポーチ　詳細図

コーナー　1－D13

テラス基礎等詳細図

タテ、ヨコ　D10＠200

コーナー　1－D13

ＧＬ

風除室

Ｈ：詳細寸法は現場打合せによる

勾配＝1/12

ＧＬ

タテ、ヨコ　D10＠200

タテ、ヨコ　D10＠200

モルタルｔ=30金ゴテ

FL

物置　木棚断面詳細図

杉木板：ｔ-12

モルタルt30 金ゴテ押え粗面仕上

1／301／30クローゼット断面詳細図

ｸﾛｰｾﾞｯﾄ

ＰＢ t=12.5

ＰＢ t=9.5

ｸﾛｰｾﾞｯﾄ

ＰＢ t=12.5

ＰＢ t=9.5

FL

耐水合板 t=9下地
ビニル床シート t=2.0

耐水合板 t=9下地
ビニル床シート t=2.0

コンクリート金ゴテ押え

根太：40ｘ40＠600

杉　40ｘ85

杉　85ｘ85

40ｘ85

Ｎ Ｏ Ｔ Ｅ 年 月 作製
図面名称

単位　ＭＭ縮尺
工事名称

株式会社青森県Ａ１の２号 川島隆太郎建築事務所 管理建築士

所　　　長 部　長 課　長 担　当 製　図 製　図

TEL 017(741)6497

FAX 017(742)1877
１級建築士登録113986号 川島芳正

35
0以

上

35
0

ステンレスパイプ32φ

集成材ｔ=30

ステンレスパイプ32φ

集成材ｔ=30

X8

X20

X32

2,450

１２
１

82
0

側面正面

扉：パーティクルボード・MDF
仕上：樹脂化粧シート張り

本体：パーティクルボード・MDF
仕上：化粧紙貼り

付属品：金物一式　内部棚板(ダボ付）

※　各寸法は現場確認を必要とする。

※　下足箱は原則として既製品とし
　　　詳細はメーカー仕様による。

750

39
5

395

45
0

45
0

15
0 50

平面

令和　４ ３

【Ｃタイプ・１ＬＤＫ】

（仮称）今別町営住宅建設工事（７号棟）



Ａ

Ｎ Ｏ Ｔ Ｅ 年 月 作製
図面名称

単位　ＭＭ縮尺
工事名称

株式会社青森県Ａ１の２号 川島隆太郎建築事務所 管理建築士

所　　　長 部　長 課　長 担　当 製　図 製　図

TEL 017(741)6497

FAX 017(742)1877
１級建築士登録113986号 川島芳正２０

A2＝1/30、A3=1/45
雑詳細図（ＵＢ）　２

平　面　図　　1/30

【Ｃタイプ・１ＬＤＫ】

（仮称）今別町営住宅建設工事（７号棟）
令和　４ ３

Ａ　面
Ｂ　面

天井見上げ図　　1/30

Ｃ　面 Ｄ　面



Ａ ２１

A2＝1/30、A3=1/45
雑詳細図（キッチン）　３

展　開　図　　1/30断　面　図　　1/30

（仮称）今別町営住宅建設工事（７号棟）

平　面　図　　1/30

1

12

Ｉ型・Ｄ６００・ＳＵＳトップ MCZFAX19BXWB3AL ベーシック_分割_６００コンロ_点検口有

Ｉ型ワークトップ・Ｄ６００ TIBKCM195A0QRXL 【ＫＣ】シルクエンボス

3 1ＳＵＳトップ用シンクキャビ MWSF1075ABWB3AL 底板点検口付

4 1 水栓穴あり・まな板スタンドなしラウンド６８シンク A0QL

5 1 ノルマーレＳ・エコハンドル・寒冷地用Ｐ３４／シングルレバー水栓 SFWL420SYXNJG2N

6 1 排水円板（Φ７０）付内面平滑仕様ジャバラホース排水セット HJHSET2NN

7

8

9

10

11

MWWAW075AAWB3/N 開き扉1吊戸棚Ｈ５０

MWWBE045AAWB3/L吊戸棚Ｈ５０・側底面不燃 開き扉1

1 【Ｗ】プレーンホワイトフロントパネル・アクリル KWPAWBF240M

1 【Ｗ】プレーンホワイトサイドパネル・アクリル KWPAWBS260W

1ＳＵＳトップ用コンロキャビ MWC2R120ABWB3AR ベーシック・Ｗ６００コンロ用

12 コーキング材セット KWSDW 1 ホワイト

キッチンパネル見切り材13 KWS4CS2PW 1 サイド用２本入り・ホワイト

キッチンパネル用接着剤セット KWSSE 114 接着剤（２）・両面テープ（３）

1BN550A防熱板15

令和　４ ３

【Ｃタイプ・１ＬＤＫ】

Ｎ Ｏ Ｔ Ｅ 年 月 作製
図面名称

単位　ＭＭ縮尺
工事名称

株式会社青森県Ａ１の２号 川島隆太郎建築事務所 管理建築士

所　　　長 部　長 課　長 担　当 製　図 製　図

TEL 017(741)6497

FAX 017(742)1877
１級建築士登録113986号 川島芳正

数 備     考品     名 品     番
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15
0

1
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0

Ａ

A2＝1/100、A3=1/140

ａ＝0.5L1 ａ≧0.5L1

隣り合う重ね継手（フックなし） ※Ｌ１＝４０ｄ
（２９５Ａ　Ｆｃ＝２１　フックなし）

開口補強筋D13開口補強筋D13

　基礎開口補強　　　S=1/30　

開口補強筋D13

注記事項

※断熱材の継ぎ目、入隅は突き付けとして気密テープを施工するか、

　または相欠き目地などにて施工し隙間を防止すること。

ＧＬＧＬ

D13 D10＠200

キソパッキンロングH=20

鉄筋の継手及び定着 　S=1/30　

Ｄ１０ ： Ｌ１ ＝ ４００mm
　　　　　 ａ  ＝ ２００mm

Ｄ１３ ： Ｌ１ ＝ ５２０mm
　　　　　 ａ  ＝ ２６０mm

防蟻テープ（外部廻り）

断熱気密パッキンH=20

断熱材：押出発泡ポリスチレンフォーム
※厚さ　特記なきt=100

再生砕石ｔ150再生砕石ｔ150

点検用人通口　500Wｘ350H
（天端：GL+50）
防湿コンクリートｔ120
(溶接金網　4×150×150)
チドリ敷き

鉄筋コンクリート土間

D13

D13

D10＠200

Ｆ２

Ｆ１

Ｎ Ｏ Ｔ Ｅ 年 月 作製
図面名称

単位　ＭＭ縮尺
工事名称

株式会社青森県Ａ１の２号 川島隆太郎建築事務所 管理建築士

所　　　長 部　長 課　長 担　当 製　図 製　図

TEL 017(741)6497

FAX 017(742)1877
１級建築士登録113986号 川島芳正

450

D13
D10＠200

＊スロープ廻り等

２２

鉄筋：D10＠200シングル

基礎断熱伏図　1/100基礎伏図　　1/100

D10

支持力検討の杭位置を示す

Ｗ：スリーブ径×３の距離確保すること
外部廻り基礎貫通部は地中内としスリーブモルタル埋めは無とする

＊　特記無き基礎は、Ｆ１とする

4
0
0

人通口は給排水管の取合いにより
位置の再検討を可とする

+350

木柱位置を示す

ＧＬ～の仕上レベルを示す

３

【Ｃタイプ・１ＬＤＫ】

基礎伏図・基礎断熱伏図
令和　４

（仮称）今別町営住宅建設工事（７号棟）
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1,970 1,820
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住戸Ａ 住戸Ｂ 住戸Ｃ

洋室
６帖Ａ

ｸﾛｰｾﾞｯﾄ

便所ホール

ＵＢ玄関

Ｋ

風除室物置

ＬＤ
10帖
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2,730

19,110

1,6701,670 1,670

+200

洋室
６帖Ａ

ｸﾛｰｾﾞｯﾄ

便所ホール

ＵＢ玄関

Ｋ

風除室物置

ＬＤ
10帖

洋室
６帖Ａ

ｸﾛｰｾﾞｯﾄ

便所ホール

ＵＢ玄関

Ｋ

風除室物置

ＬＤ
10帖

F2 F2 F2

F2 F2 F2

F2 F2F2

住戸Ａ 住戸Ｂ 住戸Ｃ

ｸﾛｰｾﾞｯﾄ

便所ホール

ＵＢ

風除室物置

洗面所

ｸﾛｰｾﾞｯﾄ

便所ホール

Ｋ

風除室

洗面所

ホール

Ｋ

風除室物置

洗面所

+200 +200

35

断熱材ｔ=100

35

断熱
気密パッキンH=20

断熱
気密パッキンH=20

450

45
0

450

45
0

45
0

45
0

防蟻テープ（外部廻り） 防蟻テープ（外部廻り）

防蟻テープ（外部廻り）

断
熱

気
密

パ
ッ

キ
ン

H
=
20

断
熱

気
密

パ
ッ

キ
ン

H
=
20

防蟻テープ（外部廻り）

断熱気密パッキンH=20

35

35

35

35

3535353535 35 35 35 35

35 35 35

35
玄関 玄関

35

玄関

35

便所

ｸﾛｰｾﾞｯﾄ

断熱材ｔ=100
断熱材ｔ=100

断熱材ｔ=100

断熱材
ｔ=100

ＵＢ

353535

物置

断熱材
ｔ=100

35
35

35

35 35 35
断熱材
ｔ=100

ＵＢ

Ｋ

3535 35

断熱気密パッキンH=20

キソパッキン
ロングH=20

キソパッキン
ロングH=20

洋室
６帖Ａ

ＬＤ
10帖

洋室
６帖Ａ

ＬＤ
10帖

洋室
６帖Ａ

ＬＤ
10帖

キソパッキン
ロングH=20

キソパッキン
ロングH=20

キソパッキン
ロングH=20

キソパッキン
ロングH=20

キソパッキン
ロングH=20

X9

X12

X21

X24

X33

X36

X9

X12

X21

X24

X33

X36

Ｎ

1,080 1,500 1,080 1,500 1,080 1,5001,5001,080 1,5001,080 1,500

鋼製床束＠910

洗面所洗面所洗面所

７０

６

３

２１
１９

６３

X32 1,080

1,795935 935 1,795 1,795935 1,795935 935 1,795 1,795935

1,365

土間コンクリート
ｽﾘｯﾄ目地T10,H40

ｽﾛｰﾌﾟｽﾛｰﾌﾟｽﾛｰﾌﾟ
玄関ﾎﾟｰﾁ

+350 +350 +350

玄関ﾎﾟｰﾁ 玄関ﾎﾟｰﾁ

+350+350+350

※筋違の取り付く柱位置には必ずアンカーボルトを配置する。

アンカーボルト：M12（Zマーク表示金物）L＝400（柱芯より150mm）、2000＠以下

その他 杭位置を示す
（玄関ポーチ・スロープ）

浄化槽用の杭位置を示す

浄化槽Ａ 浄化槽Ｂ 浄化槽Ｃ

ﾃﾗｽ ﾃﾗｽ ﾃﾗｽ

杭長　5.0ｍ 杭長　4.0ｍ

鉄　　　筋 ＳＤ２９５Ａ（ＪＩＳ規格品）Ｄ１６以下

地　　　業

一　般　事　項

ｺﾝｸﾘｰﾄ強度 Ｆｃ＝２１N/m㎡（ＪＩＳ規格品）スランプ１８cm：基礎、土間

Ｆｃ＝１８N/m㎡（ＪＩＳ規格品）スランプ１５cm：捨てコン

杭長　3.0ｍ

杭
長

　
3
.
0
ｍ

基礎下　捨コン t=50　土間下　再生砕石 t=150

地盤改良杭地業

(ＹＣ－Ｘ工法) 住戸Ａ＋Ｂ＋Ｃ 杭本数：　　　本

住宅用基礎杭　Ｘパイル　□200ｘ5.0ｍ　33.00 KN/本

杭
長

　
5
.
0
ｍ

杭
長

　
4
.
0
ｍ

杭
長

　
4
.
0
ｍ

杭長　4.0ｍ

そ　の　他 特記なき事項は国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

「公共建築工事標準仕様書」平成３１年版による。

住戸Ａ＋Ｂ＋Ｃ 杭本数：　　　本

住宅用基礎杭　Ｘパイル　□200ｘ4.0ｍ　33.00 KN/本

住宅浄化槽用基礎杭　Ｘパイル　□200ｘ4.0ｍ

浄化槽Ａ＋Ｂ＋Ｃ 杭本数：　　本

浄化槽Ａ＋Ｂ＋Ｃ 杭本数：　　本

住宅浄化槽用基礎杭　Ｘパイル　□200ｘ3.0ｍ

（但し､支持力検討杭本数は　　　本)

（但し､支持力検討杭本数は　　　本)



C1

Ａ

A2＝1/100、A3=1/140
床伏図・部材リスト

符　号 部　材 樹　種 符　号 部　材 樹　種 符　号 部　材 樹　種

間　柱 105　×　 30　＠455梁　B1

梁　B2

梁　B3

梁　B4

梁　B5

土　　台

大　　引

105　×　105

105　×　105　＠910

床　　束

床下地

屋根下地
構造用合板１２㎜　特類２級
N50 ＠150　千鳥張り

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ

105　×　105

火打ち梁

頭つなぎ 105　×　105

胴　差

軒　桁 105　×　105

 90　×　 90
火打金物（Zマーク表示金物）

105　×　105管柱

120　×　120

構造用合板２８㎜　特類２級
N75 ＠150

M12（Zマーク表示金物）
L＝400(埋込長さ250mm)、2000＠以下(柱芯より150mm)

特　記　事　項

※1.外壁等の軸組等のうち、地面からH=1.0ｍ以内の部分には
　　保存協会認定防腐剤を現場塗装する。
※2.木材の等級は、甲種・乙種の２級以上又は、
　　機械等級区分製材を使用する。
※3.木材許容応力度は、下記以上の物とする。
　　米松：fc=22.2、ft=17.7、fb=28.2、fs=2.4、E= 9,800
　　ひば：fc=20.7、ft=16.2、fb=26.7、fs=2.1、E= 8,820
※4.木材の含水率は、構造材20％以下、造作材15％以下とする。
　（含水率測定は、プレカット加工前に実施すること）

小屋束

母　屋

105　×　105　＠1820以下

柱細長比検討（L／i＝150以下）
　　　　　　（i＝a／√12＝0.28867a（a＝断面寸法））
１階管柱　105×105
i＝0.28867×105＝30.31035
2,835／30.31035＝93.532407247　　＜　　150以下　∴OK

隅柱　120×120
i＝0.28867×120＝34.6404
2,835／34.6404＝81.8408563411　　＜　　150以下　∴OK

すみ柱　C1

柱の寄せ方向を示す

※5.構造部材等：建築基準法施行令第37、41、49条に適合すること

Ｎ Ｏ Ｔ Ｅ 年 月 作製
図面名称

単位　ＭＭ縮尺
工事名称

株式会社青森県Ａ１の２号 川島隆太郎建築事務所 管理建築士

所　　　長 部　長 課　長 担　当 製　図 製　図

TEL 017(741)6497

FAX 017(742)1877
１級建築士登録113986号 川島芳正

横胴縁

筋　違  90　×　 45

野　縁

吊　木

吊木受

窓　台

窓まぐさ

造作材

 30　×　 36　＠910

 40　×　 45　＠910

 45　×　105

 45　×　105

 40　×　 45　＠455
いすか継ぎ＋釘打ち

 45　×　 18　＠455
GL+1,700まで　＠303

くも筋違  21　×　 90

ヒバ・タモ集成材ｔ=25・ｔ=30

間　柱 構造用合板 継ぎ手間柱 105×60

105　×　120　＠910

２３

垂　木  45　×　 60　＠455

床　伏　図　　　1/100

垂　木  60　×　120　＠455

105　×　150

105　×　180

105　×　300

105　×　300

青森ヒバ２級材

米松２級材 KD

米松２級材 KD

米松２級材 KD

米松２級材 KD

米松２級材 KD

米松２級材 KD

米松２級材 KD

米松２級材 KD

米松２級材 KD

米松２級材 KD

米松２級材 KD

米松２級材 KD

米松２級材 KD

米松２級材 KD

杉２級材 KD

杉２級材 KD

杉２級材 KD

杉２級材 KD

杉２級材 KD

杉２級材 KD

杉２級材 KD

杉２級材 KD

米松２級材 KD

鋼製床束

米松２級材 KD

３

【Ｃタイプ・１ＬＤＫ】

令和　４
（仮称）今別町営住宅建設工事（７号棟）

C1

C1 C1

C1

X1 X3 X4 X5 X6

X7

X8

X10

X11 X13 X15 X16 X17 X18

X19

X20

X22

X23 X25 X27 X28 X29 X30

X31

X32

X34

X35 X37

Y1

Y2

Y3

Y4

Y5

Y6

Y7

Y8

X2 X14 X26

X9

X12

X21

X24

X33

X36

Ｎ
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3,
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0
91
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0
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1,820910 910 1,820 1,8209101,6701,670 1,670

1,
67

0

45
5

455455455

ＵＢＵＢ ＵＢ

風除室物置 物置 物置風除室 風除室
温 温

便所 便所 便所

玄関 玄関洗面所 洗面所 洗面所玄関

ホール ホール

ＬＤ
10帖

ＬＤ
10帖

ＬＤ
10帖

洋室
６帖Ａ

(特定寝室)

洋室
６帖Ａ

(特定寝室)

洋室
６帖Ａ

(特定寝室)

Ｋ Ｋ Ｋ

ホール

ｸﾛｰｾﾞｯﾄｸﾛｰｾﾞｯﾄ ｸﾛｰｾﾞｯﾄ

（軒の出1000部分）

住戸Ａ 住戸Ｂ 住戸Ｃ

住戸Ａ 住戸Ｂ 住戸Ｃ

米松２級材 KD梁　B6 105　×　105

105　×　210



Ａ

A2＝1/50、A3=1/70
小屋伏詳細図Ｎ Ｏ Ｔ Ｅ 年 月 作製

図面名称
単位　ＭＭ縮尺

工事名称

株式会社青森県Ａ１の２号 川島隆太郎建築事務所 管理建築士

所　　　長 部　長 課　長 担　当 製　図 製　図

TEL 017(741)6497

FAX 017(742)1877
１級建築士登録113986号 川島芳正２４

符　号

梁　B1

梁　B2

梁　B3

梁　B4

梁　B5

105　×　150

105　×　180

樹　種

凡例記号

下部柱有り 105ｘ105

木梁 図示による

母屋束

母屋 105ｘ120　＠910

小屋組火打梁

45ｘ60　＠455屋根タルキ

90ｘ90

桁・頭つなぎ 105ｘ105

部　材

小屋伏詳細図　　1/50

小屋束

母　屋

垂　木  45　×　 60　＠455

105　×　120　＠910

垂　木  60　×　120　＠455

105　×　300

米松２級材

米松２級材

米松２級材

米松２級材

米松２級材

米松２級材

米松２級材

米松２級材

米松２級材

３

【Ｃタイプ・１ＬＤＫ】

令和　４
（仮称）今別町営住宅建設工事（７号棟）

（軒の出1000部分）

Y8

Y7

Y6

Y5

Y4

Y3

Y2

Y1

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X10 X11

X8

X13

玄関ﾎﾟｰﾁ

洋室６帖ＡＬＤ10帖

便所

風除室

洗面所 ＵＢ

玄関

ホール

ｸﾛｰｾﾞｯﾄ

玄関ﾎﾟｰﾁ

洋室６帖ＡＬＤ10帖

便所

風除室物置

洗面所 ＵＢ

玄関

ホール

ｸﾛｰｾﾞｯﾄ

玄関ﾎﾟｰﾁ

洋室６帖ＡＬＤ10帖

便所

風除室物置

洗面所 ＵＢ

玄関

ホール

ｸﾛｰｾﾞｯﾄ

6,370

3,640 2,730

1,970 1,8209101,670
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5

8,
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5
60

0
1,

00
0

1,970 1,820

6,370

1,365

450 6,370 6,370

6,370 6,370

19,110

19,110

450

450

8,
64

5

1,
82

0
1,

82
0

91
0

1,
06

0
1,

36
5

45
5

1,
21

5

455

1,970 1,820

1,365

455

1,970 1,820

1,365

455

3,640 2,730

1,970 1,8209101,670

3,640 2,730

1,970 1,8209101,670

米松２級材梁　B6 105　×　105

軒先ライン

軒先ライン

105　×　105　＠1820

105ｘ105　＠1820

105　×　210

105　×　300

タルキ45ｘ60＠455

母屋105ｘ120＠910

水下軒先タルキ 60ｘ120　＠455

住戸Ａ 住戸Ｂ 住戸Ｃ

住戸Ａ 住戸Ｂ 住戸Ｃ

軒
先

ラ
イ

ン

軒
先

ラ
イ

ン

X14 X15 X16 X17 X18 X19

X20
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A2＝1/100、A3=1/140Ｎ Ｏ Ｔ Ｅ 年 月 作製
図面名称

単位　ＭＭ縮尺
工事名称

株式会社青森県Ａ１の２号 川島隆太郎建築事務所 管理建築士

所　　　長 部　長 課　長 担　当 製　図 製　図

TEL 017(741)6497

FAX 017(742)1877
１級建築士登録113986号 川島芳正

※　特記無き部分は『 ろ 』とする

い

ほ

に

は

ろ

へ

と

ち

り

ぬ

短ほぞ差し　又は　かすがい（Ｃ）打ち

長ほぞ差し込み栓　又は　かど金物（ＣＰ・Ｌ）

かど金物（ＣＰ・Ｌ）　又は　山型プレート（ＶＰ）

羽子板ボルト（ＳＢ・Ｆ２　，　ＳＢ・Ｅ２）又は　短冊金物（Ｓ）

引寄せ金物（ＨＤ－Ｂ１０　，　Ｓ－ＨＤ１０　，　ＨＤ－Ｎ１０）

引寄せ金物（ＨＤ－Ｂ１５　，　Ｓ－ＨＤ１５　，　ＨＤ－Ｎ１５）

引寄せ金物（ＨＤ－Ｂ２０　，　Ｓ－ＨＤ２０　，　ＨＤ－Ｎ２０）

引寄せ金物（ＨＤ－Ｂ２５　，　Ｓ－ＨＤ２５　，　ＨＤ－Ｎ２５）

引寄せ金物（ＨＤ－Ｂ１５　，　Ｓ－ＨＤ１５　，　ＨＤ－Ｎ１５）×　２組

羽子板ボルト（ＳＢ・Ｆ　，　ＳＢ・Ｅ）＋　スクリュー釘（ＺＳ５０）
又は　短冊金物（Ｓ）＋　スクリュー釘（ＺＳ５０）

金物等（これらと同等以上の接合方法を含む）Ｎの値
必要耐力
　（ｋＮ）

告示
表三

０．０　以下

０．６５以下

１．０　以下

１．４　以下

１．６　以下

１．８　以下

２．８　以下

３．７　以下

４．７　以下

５．６　以下

５．６　超　 － Ｎ×５．３

0.0

3.4

5.1

7.5

8.5

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

：柱頭金物を示す

：柱脚金物を示す

※　金物選定は、Ｎ値算定式による。

ろ

ろ

：構造用合板(特類)ｔ9.0 N50 ＠150(壁倍率2.5)

下上 ：４５×９０　　シングル　　（壁倍率２．０）

右 0.15

判

定

壁量

充足率

（≧１）

合計

［ｍ］

Ａ

床面積

［ｍ］
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中央

下

合計

［ｍ］ ［㎡］

合計

Ｂ

床面積に
乗じる倍率

［ｍ／㎡］

Ｃ

必要壁量

［ｍ］

Ｂ×Ｃ＝Ｄ Ａ／Ｄ＝Ｅ

判

定

見付面積

［㎡］

Ｆ

見付面積に
乗じる係数

［ｍ／㎡］

0.50

Ｇ

耐風
必要壁量

［ｍ］

Ｆ×Ｇ＝Ｈ

壁量

充足率

（≧１）

Ａ／Ｈ

0.15

0.15

0.15

存在壁量

１　階

Ｘ
　
方
　
向

耐力壁計算図

Ａ ２５

３

【Ｃタイプ・１ＬＤＫ】

令和　４
（仮称）今別町営住宅建設工事（７号棟）
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S=1:100筋違伏図・金物伏図

：構造用合板(特類)ｔ9.0 N50 ＠150(壁倍率2.5)

下上 ：４５×９０　　シングル　　（壁倍率２．０）
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計
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0.91ｘ2.5ｘ3　＝6.825

0.91ｘ2.5ｘ6　＝13.65 13.65

1.82ｘ2.5ｘ1　＝4.55
1.215ｘ2.5ｘ1　＝3.0375
0.91ｘ2.5ｘ1　＝2.275
1.82ｘ2.0ｘ1　＝3.64
1.215ｘ2.0ｘ1　＝2.43

15.93

1.82ｘ2.5ｘ1　＝4.55
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19.11ｘ2.16125　＝41.3014875
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36.705798

Ｙ方向　見付面積合計　36.705798　㎡
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A2＝1/100、A3=1/140Ｎ Ｏ Ｔ Ｅ 年 月 作製
図面名称

単位　ＭＭ縮尺
工事名称

株式会社青森県Ａ１の２号 川島隆太郎建築事務所 管理建築士

所　　　長 部　長 課　長 担　当 製　図 製　図

TEL 017(741)6497

FAX 017(742)1877
１級建築士登録113986号 川島芳正

耐力壁配置図

２６

３

【Ｃタイプ・１ＬＤＫ】

令和　４
（仮称）今別町営住宅建設工事（７号棟）
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1,080 1,500 1,080 1,500 1,080 1,500

B1 L1

倍率
の差

補正
値

周辺材
による
押え効

果

鉛直荷
重によ
る押え
効果

　 　 　

1 1 X 2.5 0.0 × 0.8 － 0.4 ＝ 1.60 (ほ) 羽子板ボルト又は短ざく金物(スクリュー釘有り)

1 Y 2.5 0.0 × 0.8 － 0.4 ＝ 1.60 (ほ) 羽子板ボルト又は短ざく金物(スクリュー釘有り)

2 Y 2.5 0.0 × 0.5 － 0.6 ＝ 0.65 (ろ) 長ほぞ差し込み栓又はかど金物CP-L

3 Y 2.5 0.0 × 0.5 － 0.6 ＝ 0.65 (ろ) 長ほぞ差し込み栓又はかど金物CP-L

4 Y 2.5 0.0 × 0.5 － 0.6 ＝ 0.65 (ろ) 長ほぞ差し込み栓又はかど金物CP-L

7 Y 2.5 0.0 × 0.5 － 0.6 ＝ 0.65 (ろ) 長ほぞ差し込み栓又はかど金物CP-L

8 X 2.5 0.0 × 0.8 － 0.4 ＝ 1.60 (ほ) 羽子板ボルト又は短ざく金物(スクリュー釘有り)

8 Y 2.5 0.0 × 0.8 － 0.4 ＝ 1.60 (ほ) 羽子板ボルト又は短ざく金物(スクリュー釘有り)

3 1 X 2.5 0.0 × 0.5 － 0.6 ＝ 0.65 (ろ) 長ほぞ差し込み栓又はかど金物CP-L

8 X 2.5 0.0 × 0.5 － 0.6 ＝ 0.65 (ろ) 長ほぞ差し込み栓又はかど金物CP-L

5 1 X 2.5 0.0 × 0.5 － 0.6 ＝ 0.65 (ろ) 長ほぞ差し込み栓又はかど金物CP-L

7 1 X 2.5 0.0 × 0.5 － 0.6 ＝ 0.65 (ろ) 長ほぞ差し込み栓又はかど金物CP-L

1 Y 2.0 0.5 × 0.5 － 0.6 ＝ 0.65 (ろ) 長ほぞ差し込み栓又はかど金物CP-L

2 Y 2.0 -0.5 × 0.5 － 0.6 ＝ 0.15 (ろ) 長ほぞ差し込み栓又はかど金物CP-L

8 7 Y 2.0 -0.5 × 0.5 － 0.6 ＝ 0.15 (ろ) 長ほぞ差し込み栓又はかど金物CP-L

8 Y 2.0 0.5 × 0.5 － 0.6 ＝ 0.65 (ろ) 長ほぞ差し込み栓又はかど金物CP-L

11 4 X 2.0 0.5 × 0.5 － 0.6 ＝ 0.65 (ろ) 長ほぞ差し込み栓又はかど金物CP-L

5 X 2.0 0.5 × 0.5 － 0.6 ＝ 0.65 (ろ) 長ほぞ差し込み栓又はかど金物CP-L

13 1 X 2.5 0.0 × 0.5 － 0.6 ＝ 0.65 (ろ) 長ほぞ差し込み栓又はかど金物CP-L

1 Y 2.0 0.5 × 0.5 － 0.6 ＝ 0.65 (ろ) 長ほぞ差し込み栓又はかど金物CP-L

2 Y 2.0 -0.5 × 0.5 － 0.6 ＝ 0.15 (ろ) 長ほぞ差し込み栓又はかど金物CP-L

4 X 2.0 -0.5 × 0.5 － 0.6 ＝ 0.15 (ろ) 長ほぞ差し込み栓又はかど金物CP-L

5 X 2.0 -0.5 × 0.5 － 0.6 ＝ 0.15 (ろ) 長ほぞ差し込み栓又はかど金物CP-L

7 X 2.0 0.5 × 0.5 － 0.6 ＝ 0.65 (ろ) 長ほぞ差し込み栓又はかど金物CP-L

7 Y 2.0 -0.5 × 0.5 － 0.6 ＝ 0.15 (ろ) 長ほぞ差し込み栓又はかど金物CP-L

8 X 2.5 0.0 × 0.5 － 0.6 ＝ 0.65 (ろ) 長ほぞ差し込み栓又はかど金物CP-L

8 Y 2.0 0.5 × 0.5 － 0.6 ＝ 0.65 (ろ) 長ほぞ差し込み栓又はかど金物CP-L

15 1 X 2.5 0.0 × 0.5 － 0.6 ＝ 0.65 (ろ) 長ほぞ差し込み栓又はかど金物CP-L

7 X 2.0 -0.5 × 0.5 － 0.6 ＝ 0.15 (ろ) 長ほぞ差し込み栓又はかど金物CP-L

8 X 2.5 0.0 × 0.5 － 0.6 ＝ 0.65 (ろ) 長ほぞ差し込み栓又はかど金物CP-L

17 1 X 2.5 0.0 × 0.5 － 0.6 ＝ 0.65 (ろ) 長ほぞ差し込み栓又はかど金物CP-L

19 1 X 2.5 0.0 × 0.5 － 0.6 ＝ 0.65 (ろ) 長ほぞ差し込み栓又はかど金物CP-L

1 Y 2.0 0.5 × 0.5 － 0.6 ＝ 0.65 (ろ) 長ほぞ差し込み栓又はかど金物CP-L

2 Y 2.0 -0.5 × 0.5 － 0.6 ＝ 0.15 (ろ) 長ほぞ差し込み栓又はかど金物CP-L

20 7 Y 2.0 -0.5 × 0.5 － 0.6 ＝ 0.15 (ろ) 長ほぞ差し込み栓又はかど金物CP-L

8 Y 2.0 0.5 × 0.5 － 0.6 ＝ 0.65 (ろ) 長ほぞ差し込み栓又はかど金物CP-L

Ｎ
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接合金物
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記
号

柱位置

軸
方
向

階数

B1 L1

倍率
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値

周辺材
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る押え
効果

　 　 　

23 4 X 2.0 -0.5 × 0.5 － 0.6 ＝ 0.15 (ろ) 長ほぞ差し込み栓又はかど金物CP-L

25 1 X 2.5 0.0 × 0.5 － 0.6 ＝ 0.65 (ろ) 長ほぞ差し込み栓又はかど金物CP-L

1 Y 2.0 0.5 × 0.5 － 0.6 ＝ 0.65 (ろ) 長ほぞ差し込み栓又はかど金物CP-L

2 Y 2.0 -0.5 × 0.5 － 0.6 ＝ 0.15 (ろ) 長ほぞ差し込み栓又はかど金物CP-L

4 X 2.0 0.5 × 0.5 － 0.6 ＝ 0.65 (ろ) 長ほぞ差し込み栓又はかど金物CP-L

7 X 2.0 -0.5 × 0.5 － 0.6 ＝ 0.15 (ろ) 長ほぞ差し込み栓又はかど金物CP-L

7 Y 2.0 -0.5 × 0.5 － 0.6 ＝ 0.15 (ろ) 長ほぞ差し込み栓又はかど金物CP-L

8 X 2.5 0.0 × 0.5 － 0.6 ＝ 0.65 (ろ) 長ほぞ差し込み栓又はかど金物CP-L

8 Y 2.0 0.5 × 0.5 － 0.6 ＝ 0.65 (ろ) 長ほぞ差し込み栓又はかど金物CP-L

27 1 X 2.5 0.0 × 0.5 － 0.6 ＝ 0.65 (ろ) 長ほぞ差し込み栓又はかど金物CP-L

7 X 2.0 0.5 × 0.5 － 0.6 ＝ 0.65 (ろ) 長ほぞ差し込み栓又はかど金物CP-L

8 X 2.5 0.0 × 0.5 － 0.6 ＝ 0.65 (ろ) 長ほぞ差し込み栓又はかど金物CP-L

29 1 X 2.5 0.0 × 0.5 － 0.6 ＝ 0.65 (ろ) 長ほぞ差し込み栓又はかど金物CP-L

31 1 X 2.5 0.0 × 0.5 － 0.6 ＝ 0.65 (ろ) 長ほぞ差し込み栓又はかど金物CP-L

1 Y 2.0 0.5 × 0.5 － 0.6 ＝ 0.65 (ろ) 長ほぞ差し込み栓又はかど金物CP-L

2 Y 2.0 -0.5 × 0.5 － 0.6 ＝ 0.15 (ろ) 長ほぞ差し込み栓又はかど金物CP-L

32 7 Y 2.0 -0.5 × 0.5 － 0.6 ＝ 0.15 (ろ) 長ほぞ差し込み栓又はかど金物CP-L

8 X 2.5 0.0 × 0.5 － 0.6 ＝ 0.65 (ろ) 長ほぞ差し込み栓又はかど金物CP-L

8 Y 2.0 0.5 × 0.5 － 0.6 ＝ 0.65 (ろ) 長ほぞ差し込み栓又はかど金物CP-L

35 4 X 2.0 -0.5 × 0.5 － 0.6 ＝ 0.15 (ろ) 長ほぞ差し込み栓又はかど金物CP-L

5 X 2.0 0.5 × 0.5 － 0.6 ＝ 0.65 (ろ) 長ほぞ差し込み栓又はかど金物CP-L

8 Y 2.5 0.0 × 0.5 － 0.6 ＝ 0.65 (ろ) 長ほぞ差し込み栓又はかど金物CP-L

37 1 Y 2.5 0.0 × 0.8 － 0.4 ＝ 1.60 (ほ) 羽子板ボルト又は短ざく金物(スクリュー釘有り)

2 Y 2.5 0.0 × 0.5 － 0.6 ＝ 0.65 (ろ) 長ほぞ差し込み栓又はかど金物CP-L

3 Y 2.5 0.0 × 0.5 － 0.6 ＝ 0.65 (ろ) 長ほぞ差し込み栓又はかど金物CP-L

4 X 2.0 0.5 × 0.5 － 0.6 ＝ 0.65 (ろ) 長ほぞ差し込み栓又はかど金物CP-L

4 Y 2.5 0.0 × 0.5 － 0.6 ＝ 0.65 (ろ) 長ほぞ差し込み栓又はかど金物CP-L

5 X 2.0 -0.5 × 0.5 － 0.6 ＝ 0.15 (ろ) 長ほぞ差し込み栓又はかど金物CP-L

7 Y 2.5 0.0 × 0.5 － 0.6 ＝ 0.65 (ろ) 長ほぞ差し込み栓又はかど金物CP-L

8 Y 2.5 0.0 × 0.8 － 0.4 ＝ 1.60 (ほ) 羽子板ボルト又は短ざく金物(スクリュー釘有り)

　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　

1階

接合金物
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1,970 1,8201,970 1,820 1,970 1,820

910 910 9101,060 1,060 1,060

19,110

3,640

6,370

2,7303,640

6,370

2,730 3,640

6,370

2,730

910 1,820 910 910 1,820 910 910 1,820 910

19,110

355 1,820 555355 1,820 555355 1,820 555

ホールホールホール

風除室物置

ｸﾛｰｾﾞｯﾄ

物置 物置風除室 風除室

便所

Ｋ Ｋ Ｋ

便所 便所

ｸﾛｰｾﾞｯﾄ ｸﾛｰｾﾞｯﾄ

ＬＤ
10帖

洋室
６帖Ａ

(特定寝室)

洋室
６帖Ａ

(特定寝室)

ＬＤ
10帖

洋室
６帖Ａ

(特定寝室)

ＬＤ
10帖

玄関 洗面所 玄関 洗面所 玄関 洗面所 ＵＢＵＢＵＢ

住戸Ａ 住戸Ｂ 住戸Ｃ

耐力壁配置図　　　1/100

：構造用合板(特類)ｔ9.0 N50 ＠150(壁倍率2.5)

下上 ：４５×９０　　シングル　　（壁倍率２．０）



Ａ

A2＝1/100、A3=1/140
軸　組　図　１

短ほぞ差し又はかすがい打ちい

ろ 長ほぞ差し込み栓又はＣＰ－Ｌ

は かど金物CP-L又は山形プレートVP

ほ 羽子板金物＋スクリュー釘又は短冊金物＋スクリュー釘

と

ち

HD-B15(S-HD15)

HD-B20(S-HD20)

へ HD-B10(S-HD10)

に 羽子板金物又は短冊金物（スクリュー釘なし）

※　桁行方向と梁間方向で柱頭、柱脚の金物が重複している
　　箇所は、どちらか片方の設置とする。

※　筋違い、柱等の構造材は、断面欠損を避けるため
　　かき込みはしてはならない。

※　特記無き部分は『ろ』とする

：45×90　　シングル　　(壁倍率2.0)

：構造用合板(特類)ｔ9.0 N50 ＠150(壁倍率2.5)

Ｎ Ｏ Ｔ Ｅ 年 月 作製
図面名称

単位　ＭＭ縮尺
工事名称

株式会社青森県Ａ１の２号 川島隆太郎建築事務所 管理建築士

所　　　長 部　長 課　長 担　当 製　図 製　図

TEL 017(741)6497

FAX 017(742)1877
１級建築士登録113986号 川島芳正

：構造用合板 継ぎ手間柱 105×60
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【Ｃタイプ・１ＬＤＫ】

令和　４
（仮称）今別町営住宅建設工事（７号棟）

X1 X3 X5

X7

X13 X15 X17

X19

X25 X27 X29

X31

X37

910

X1

X7

X13

X19

X25

X31

X37

1,820 910 1,820 910 1,820 910910 910

X1 X4

X7

X11 X13 X16

X19

X23 X25 X28

X31

X35 X37

X2 X14 X26

3,640 3,640 3,640

600 1,370 1,670 600 1,370 1,670 600 1,370 1,670

X1 X4 X6 X11 X13 X16 X18 X23 X25 X28 X30 X35 X37

X1 X3 X4 X6

X8

X11 X13 X15 X16 X18

X20

X23 X25 X27 X28 X30

X32

X35 X37

X1 X3 X4 X11 X13 X15 X16 X23 X25 X27 X28 X35 X37X32X20X8

1,970 1,365 1,970 1,365 1,970 1,365

910 1,060 1,365 910 1,060 1,365 910 1,060 1,365

910 1,060 1,820 910 1,060 1,820 910 1,060 1,820

　Y8　通り軸組図　　　1／100　

455 455 455

ほ

ほ

ほ

ほ

C1

ほ

ほ

C1

B3

ＬＤ
10帖

B3 B3

ＬＤ
10帖

ＬＤ
10帖

　Y3　通り軸組図　　　1／100　　Y1　通り軸組図　　　1／100　

ＬＤ
10帖

ＬＤ
10帖

B5

ＬＤ
10帖

ＬＤ
10帖 ｸﾛｰｾﾞｯﾄｸﾛｰｾﾞｯﾄｸﾛｰｾﾞｯﾄ ﾎｰﾙﾎｰﾙﾎｰﾙ

B6 B6 B6

便所ホール 便所ホールＫＫ

　Y4　通り軸組図　　　1／100　 　Y5　通り軸組図　　　1／100　

　Y7　通り軸組図　　　1／100　

ＬＤ
10帖

B5

C1

ＬＤ
10帖

B5

ホール 便所Ｋ

Ｋ 玄関 洗面所 ＵＢ Ｋ 玄関 洗面所 ＵＢ Ｋ 玄関 洗面所

風除室物置風除室物置風除室物置 洗面所 洗面所 洗面所

ほ

ほ

C1

B6B6B6B6B6B6

ＵＢ

外部 外部 外部

1,365

ﾃﾗｽ戸 ﾃﾗｽ戸 ﾃﾗｽ戸

扉 扉 扉

玄関

X4 X6

X16 X18

X28 X30

X9

X12

X21

X24

X33

X36 X10 X22 X34

X10 X22 X34

1,500 1,500 1,500

1,080 1,5001,080 1,5001,080 1,500

1,535 1,500 1,535 1,500 1,535 1,500

1,080 1,500 1,080 1,500 1,080 1,500

320 320 320

355 1,820 555 355 1,820 555 355 1,820 555 935 1,795 935 1,795 935 1,795

935 935 935

　Y6　通り軸組図　　　1／100　

扉

窓窓窓

窓窓窓

引違い戸 引違い戸 引違い戸

扉扉扉開放 開放 開放

洋室
６帖Ａ

洋室
６帖Ａ

洋室
６帖Ａ

B1B1 B1

B3

洋室
６帖Ａ

窓

B3

洋室
６帖Ａ

窓

B3

洋室
６帖Ａ

窓

ｸﾛｰｾﾞｯﾄ ｸﾛｰｾﾞｯﾄ ｸﾛｰｾﾞｯﾄ



Ａ

A2＝1/100、A3=1/140

短ほぞ差し又はかすがい打ちい

ろ 長ほぞ差し込み栓又はＣＰ－Ｌ

は かど金物CP-L又は山形プレートVP

ほ 羽子板金物＋スクリュー釘又は短冊金物＋スクリュー釘

と

ち

HD-B15(S-HD15)

HD-B20(S-HD20)

へ HD-B10(S-HD10)

に 羽子板金物又は短冊金物（スクリュー釘なし）

※　桁行方向と梁間方向で柱頭、柱脚の金物が重複している
　　箇所は、どちらか片方の設置とする。

※　筋違い、柱等の構造材は、断面欠損を避けるため
　　かき込みはしてはならない。

※　特記無き部分は『ろ』とする

：45×90　　シングル　　(壁倍率2.0)

：構造用合板(特類)ｔ9.0 N50 ＠150(壁倍率2.5)

Ｎ Ｏ Ｔ Ｅ 年 月 作製
図面名称

単位　ＭＭ縮尺
工事名称

株式会社青森県Ａ１の２号 川島隆太郎建築事務所 管理建築士

所　　　長 部　長 課　長 担　当 製　図 製　図

TEL 017(741)6497

FAX 017(742)1877
１級建築士登録113986号 川島芳正

軸　組　図　２
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：構造用合板 継ぎ手部分の間柱 105×60

２８

３

【Ｃタイプ・１ＬＤＫ】

令和　４
（仮称）今別町営住宅建設工事（７号棟）

Y1 Y8Y2 Y3 Y4 Y5 Y7

1,820 1,820 910 1,060 1,2151,820

C1

ほ

ほ

C1

ほ

ほ

B2 B2 B2 B1

ＬＤ
10帖 物置Ｋ

Y1 Y8Y2 Y3 Y4 Y5 Y6

Y7

Y1 Y8Y2 Y3 Y4 Y5 Y6

Y7

Y1 Y8Y2 Y3 Y4 Y5 Y7

1,820 1,820 910 1,060 1,365 455 1,2151,820 1,820 910 1,060 1,2151,365 455

1,820 1,820 910 1,060 1,2151,820

GL

FL

GL

FL

洗面所ホール
洋室

６帖Ａ

　X6～8、X18～20、X30～32　通り軸組図　1／100　

B2 B2

　X4、X16、X28　通り軸組図　1／100　

B1 B1

風除室玄関ホール

B1 B1B6B2B2

　X10～11、X22～23、X34～35　通り軸組図　1／100　

洋室
６帖Ａ ｸﾛｰｾﾞｯﾄ ＵＢ

B1B2B2B2

便所

Y1 Y8Y2 Y3 Y4 Y5 Y7 Y1 Y8Y2 Y3 Y4 Y5 Y7

1,820 1,820 910 1,060 1,2151,820 1,820 1,820 910 1,060 1,2151,820

　X13,X25　通り軸組図　1／100　

Ｋ

界壁：間柱 89×38 ＠455 千鳥配置

B2 B2 B2 B1

　X37　通り軸組図　1／100　

洋室
６帖Ａ ｸﾛｰｾﾞｯﾄ ＵＢ便所

C1

ほ

ほほ

ほ

C1

扉

扉扉

ＬＤ
10帖

ＬＤ
10帖

B2 B1B2B2

物置

※界壁部分軸組

窓

　X1　通り軸組図　1／100　
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10mm以上(サッシ開口W寸法が1,000を超える場合)
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Ａ

A2＝1/30、A3=1/45

構造用合板
厚さ24mm以上

釘 N75@150

受材
60×45以上

本来の位置に釘を打つことができない時は
移動して必要本数を満たすよう釘を打つこと

※ 柱、間柱等と構造用合板が交わる部分は
　 構造用合板を切り欠く

構造用合板・大壁造の場合

梁

土台

構造用合板

釘 N50 @150

受材以外で合板を継ぐ場合
胴つなぎ及び間柱
45×100以上

※注記
　耐力壁の構造用合板は、釘のピッチを墨出しすること。
　非耐力壁部は 釘打ち＠200mm。

開口部

※先張り防水シートは、建具取付け前に窓台と両側の柱に掛けるように先張りすること。
※両面粘着防水テープは、建具枠のフィンと柱や間柱等にまたがるように張ること。

S＝1/30 S＝1/30木工事・軸組工法工事（面材耐力壁） 1／10筋違金物（交差する梁が大きい場合）　詳細図

S＝1/30木工事・軸組工法工事（水平構面） S＝1/10

W

カーテンレール

サッシ周囲：
防湿テープ先張り施工
(両面防水テープW=100)

サッシ廻り参考詳細図

外壁部の通気胴縁　詳細図

２９

床・外壁等の下地組図

【Ａタイプ・２ＬＤＫ】

筋違い

梁

柱

桁（梁）

※筋交金物を柱に固定するため桁の下に
支物をボルト２本で固定する。

※エアホール胴縁18×45使用の場合は(開口部330mm2＠150)とする

Ｎ Ｏ Ｔ Ｅ 年 月 作製
図面名称

単位　ＭＭ縮尺
工事名称

株式会社青森県Ａ１の２号 川島隆太郎建築事務所 管理建築士

所　　　長 部　長 課　長 担　当 製　図 製　図

TEL 017(741)6497

FAX 017(742)1877
１級建築士登録113986号 川島芳正

３
（仮称）今別町営住宅建設工事（７号棟）

令和　４



Ａ

A2＝1/100、A3=1/140

筋かい上下端の仕口

９０×９０

柱

六角ボルトM12
六角ナットM12
角座金W4.5×40
六角ボルトM16

引き寄せ金物

胴差（床梁）

引き寄せ金物　５本　HD-B25
５本　HD-B25

引き寄せ金物　２本　HD-B10

柱

六角ボルトM12
六角ナットM12
角座金W4.5×40
六角ボルトM16

引き寄せ金物
２本　HD-B10

胴差（床梁）

柱

胴差

筋かいが取り付く柱と横架材の仕口

土台

山形プレート（ＶＰ）

山形プレート(VP)
太め釘　ZN90×8本

山形プレート(VP)
太め釘　ZN90×8本

柱

横架材
筋かいプレート　BP-2

それぞれZS50×5本
柱、横架材にはｽｸﾘｭｰ釘

小型角座金　W2.3×30
角根平頭ボルト　M12

六角ナット　M12

ZS50×7本
筋かいにはｽｸﾘｭｰ釘

筋かい

筋かい上下端の仕口

４５×９０

筋かいが取り付く柱と横架材（基礎）の仕口

15
0

柱

土台

六角ボルトM12
六角ナットM12
ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄA-70又はA-60
六角ナットM16
角座金W4.5×40

引き寄せ金物（S-HD25・HD-B25・HD-N25）

筋かいが取り付く柱と横架材（基礎）の仕口

引き寄せ金物（S-HD10・HD-B10・HD-N10）

15
0

柱

土台

六角ボルトM12
六角ナットM12
ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄA-70又はA-60
六角ナットM16
角座金W4.5×40

柱

胴差

筋かいが取り付く柱と横架材の仕口

土台

かど金物（ＣＰ－Ｔ）

かど金物(CP･T)

かど金物(CP･T)

太め釘　ZN65×10本

太め釘　ZN65×10本

クレテック金物（雁木部分）

ホゾパイプ　ＧＰ－１９０

ホゾパイプ
ＧＰ－９５

アンカーボルト

引き寄せ金物　４本　HD-B20

柱

六角ボルトM12
六角ナットM12
角座金W4.5×40
六角ボルトM16

引き寄せ金物

胴差（床梁）

４本　HD-B20

筋かいが取り付く柱と横架材の仕口

短ざく金物（S）＋スクリュウー釘（ZS50）

柱

胴差

柱

短冊金物(S)
六角ボルト　M12
六角ナット　M12
角座金　W4.5×40

スクリュー釘　ZS50×3

柱

胴差

筋かいが取り付く柱と横架材の仕口

かど金物（ＣＰ－Ｌ）

土台

柱、横架材
かど金物(CP-L)

柱、横架材
かど金物(CP-L)

太め釘　ZN65×10本

太め釘　ZN65×10本

クレテック金物（雁木部分）

アンカーボルト

ホゾパイプ
ＧＰ－９５

ホゾパイプ　ＧＰ－９５

筋かいが取り付く柱と横架材（基礎）の仕口

15
0

柱

土台

六角ボルトM12
六角ナットM12
ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄA-70又はA-60
六角ナットM16
角座金W4.5×40

引き寄せ金物（S-HD20・HD-B20・HD-N20）

筋かいが取り付く柱と横架材の仕口

柱

胴差

土台

スクリュー釘　
ZS50(仮止め用)

角座金　W4.5×40
六角ナット　M12
六角ボルト  M12
羽子板ボルト(SB･F)

角座金　W4.5×40
六角ナット　M12
六角ボルト  M12
羽子板ボルト(SB･F)

羽子板ボルト（SB-F2）＋スクリュウー釘

スクリュー釘　ZS50

柱

胴差

土台

筋かいが取り付く柱と横架材の仕口

長ほぞ差し込み栓

込み栓
(18×18程度)
ナラ・カシ等の広葉樹

込み栓
(18×18程度)
ナラ・カシ等の広葉樹

短ほぞ差し

短ほぞ差し

引き寄せ金物　３本　HD-B15

柱

六角ボルトM12
六角ナットM12
角座金W4.5×40
六角ボルトM16

引き寄せ金物

胴差（床梁）

３本×２組　HD-B15

柱

六角ボルトM12
六角ナットM12
角座金W4.5×40
六角ボルトM16

引き寄せ金物

胴差（床梁）

３本　HD-B15

筋かいが取り付く柱と横架材の仕口

短ざく金物（Ｓ）

柱

胴差

柱

短冊金物(S)
六角ボルト　M12
六角ナット　M12

角座金　W4.5×40

柱

胴差

土台

短ほぞ差し

筋かいが取り付く柱と横架材の仕口

短ほぞ差し

短ほぞ差し

筋かいが取り付く柱と横架材（基礎）の仕口

15
0

柱

土台

六角ボルトM12
六角ナットM12
ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄA-70又はA-60
六角ナットM16
角座金W4.5×40

引き寄せ金物（S-HD15・HD-B15）×２組

筋かいが取り付く柱と横架材（基礎）の仕口

15
0

柱

土台

引き寄せ金物（S-HD15・HD-B15・HD-N15）

六角ボルトM12
六角ナットM12
ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄA-70又はA-60
六角ナットM16
角座金W4.5×40

引き寄せ金物
３本×２組　HD-B15

筋かいが取り付く柱と横架材の仕口

羽子板ボルト（ＳＢ－Ｆ２）

柱

胴差

土台

角座金　W4.5×40
六角ナット　M12
六角ボルト  M12
羽子板ボルト(SB･F)

角座金　W4.5×40
六角ナット　M12
六角ボルト  M12
羽子板ボルト(SB･F)

筋かいが取り付く柱と横架材の仕口

かすがい（Ｃ）打ち

かすがい

柱

かすがい

胴差

土台

(ホ)

(は)

(ニ)

(り)

(へ)

(は)

(ろ)

(ほ)

(ろ)

(い)

(ち)

(ほ)

(ろ)

(に)

(い)

(ぬ)

(と)

(に)

(い)

柱

胴差

筋かい

角座金　W4.5×40
六角ナット　M12
六角ボルト  M12

３０

※筋違端部の接合部について

平成12年 告示1460号 第一号同等の接合方法（金物）とする。

金物詳細図
３

（仮称）今別町営住宅建設工事（７号棟）
令和　４

【Ｃタイプ・１ＬＤＫ】

Ｎ Ｏ Ｔ Ｅ 年 月 作製
図面名称

単位　ＭＭ縮尺
工事名称

株式会社青森県Ａ１の２号 川島隆太郎建築事務所 管理建築士

所　　　長 部　長 課　長 担　当 製　図 製　図

TEL 017(741)6497

FAX 017(742)1877
１級建築士登録113986号 川島芳正



Ｅ

電気設備特記仕様書　No1

０１

（仮称）今別町営住宅建設工事（7号棟）
令和　４ ３Ｎ Ｏ Ｔ Ｅ 年 月 作 製

図 面 名 称
単 位 　 Ｍ Ｍ縮 尺

工事名称

株式会社青森県Ａ１の２号 川島隆太郎建築事務所 管 理 建 築 士

所　　　長 部　長 課　長 担　当 製　図 製　図

ＴＥＬ　０１７（７４１）６４９７

ＦＡＸ　０１７（７４２）１８７７
１級建築士登録１１３９８６号 川 島 芳 正

建物名称 構 造 階 数
地上 地下 塔屋 備考

共
通

電
　
　
　
　
　
　
灯

誘
導
支
援
等

イ
ン
タ
｜

火
災
報
知

テ
レ
ビ

表
示
等

時
計
拡
声

電
　
　
　
話

　① 設計 用 水平地震 力

　 １． ０

　 ・中間 階とは 地階、１ 階を除 く各階 で上層階 に該当 しない 階とする 。

　 研究 所監 修）に よる。

　 機器の 重量［ｋ Ｎ］に 、設計 用標準水 平 震度 を乗じ たも のとす る。
　 なお、 特記なき 場合は 設計用 標準水平 震 度は 次によ る。

設 計用標準 水平震 度

重要 機器 一般機 器 重 要機器 一般 機 器

上層 階 　 ２． ０ 　１． ５ 　１． ５

中 間階

地 階・１ 階

配電盤 発電 装置 （防 災用）
　 ・重要 機器は 次のもの を示す 。

機器 種別

機 器
防 振支 持の機 器

水 槽類
屋上

及 び塔 屋
　 ０． ６　 １． ５ 　１． ０ 　１． ０機 器

防 振支 持の機 器
水 槽類
機 器

防 振支 持の機 器
水 槽類

　 ２． ０
　 ２． ０

　２． ０
　１． ５

　２ ．０
　１ ．５

　１ ．５
　１ ．０

　 １． ５
　 １． ５

　１． ５
　１． ０

　１． ５
　１． ０

　 １． ０
　 ０． ６
　 ０． ４　 １． ０ 　０． ６ 　０． ６

　 １． ０
　 １． ５

　１． ０
　１． ０

　１． ０
　１． ０

　 ０． ６
　 ０． ６

　 ・上層 階とは ２～６階 建の場 合は最 上階、７ ～９階 建の場 合は上層 ２階、

　　特 定の 施設 　　 一般の 施設

直 流電源装 置
交流無 停電電源 装置 交換 機 自 動火災報 知受信 機

　② 設計 用鉛 直地震 力
　　 設計 用水 平地震 力の１ ／２とし 、水平 地震力 と同時に 働くも のとす る。

　 　１０ ～１２ 階建の場 合は上 層３階 、１３階 建以上 の場合 は上層４ 階とす る。

動
　
力

ガ
ス
漏
れ

　
検
知
器

ホ
ン

新 設する 電線 類は 、図面 に「 ＥＭ－ ○○ 」 の記載が なくと も、Ｅ Ｍ電線、
ＥＭ ケーブ ルを 使用 する。

「 内外 面溶融 亜鉛め っき （め っき付 着量３ ００ｇ／ ㎡以上 ）」仕 上げとす る。
屋 外、及 び地 下ピ ットで 使用 する厚 鋼電 線 管のうち 特記の ないも のは

合 成 樹 脂 製 可 と う 管 は Ｐ Ｆ 管 （ 一 重 管 ） と し 、 温 度 に よ る 分 類 は タ イ プ － ２ ５
と す る 。

分電盤 、制御 盤、端 子盤 など の２次 側以降 の配 線経 路、電 線太 さ、電 線本
数、 管径な どは、 監督 職員 の承諾 を受け て、 変更 しても さし つかえ ない 。

床 版で断 熱材 打込 み部分 は、 断熱材 用イ ン サートと する。

金属 製（ス テンレス 、 新金 属も含 む） 樹脂 製

アル ミ製 銅合 金製
水平 調整付 プレート （空転 防止リ ング付 ）と する 。

図 面に特 記な き場 合は、 表１ 「接地 極一 覧 表」によ る。

　「 手すり 先行 工法に 関す るガ イドラ イン」 に基 づく 足場の 設置に 当たっ
ては 、同ガ イド ライン の別 紙１ 「手す り先行 工法 によ る足場 の組立 て等に
関する基準」における2の(2)手すり据置方式又は(3)手すり先行専用足場
方式 によ り行う 。

　 ・水槽 類には 燃料小出 槽を含 む。

　イ ）屋外 機器及び 屋外の 配管に 使用 する 支持金 物（ ボルト 類） はステ ンレ
　　 　ス製 （ＳＵＳ ３０４ ）とし 、屋 外機 器のア ンカ ーボル トの ナット には

　ロ ）振動 を伴う機 器の支 持金物 のナ ット はダブ ルナ ットと する 。

５ ０ＨＺ

　　 　ナッ トキ ャッ プ（樹 脂製 ）を取 り付 ける 。

雷
保
護

受
変
電

中央監 視装 置

　 「建築設 備耐震 設計・ 施工指針 ・２０ １４年 版」 （独 立行政 法人建 築
（ ２） 設備 機器の 固定 は、施 設の 耐震安 全性 の分類 に応 じ て次によ る他、

（ ３ ） 横 引 き 配 管 等 の 耐 震 支 持 は 、 施 設 の 耐 震 安 全 性 の 分 類 に 応 じ た も の と す る 。

建築基準法上の
延面積(㎡)

消防法施行令
別表第１の区分

（ １ ） 施 設 の 耐 震 安 全 性 の 分 類　 　 　 　 　 特 定 の 施 設 　 　 　 　 　 　 一 般 の 施 設

　接地極の種別は下記を標準としEBの長さは1,500mmとする。ただし、D=10は1,000mm、W=30は1,200mm
とする 。又、 装柱機 器及び屋 外灯用 接地極 の埋 設標 は不要 とす る。

表１「接 地 極一 覧表 」

風圧力

積雪荷 重

　 建築基 準法に 基づ き定 まる風 圧力及 び積雪荷 重の算 定には 次の条件 を用い る。

風 速（ Ｖ ｏ＝　　 　　　 　　　 　　 　　 ）
地 表面 粗 度区分（ 　　　 　　　 　　 　　 ）

建 設省 告示第 １４５ ５号に おけ る区 域

（ １）本 工事に 使用 する 機 材等 は、設 計図 書に定 める 品質 及び性 能の他 、通

　 　　発 行する 書面 を提 出 し監 督職員 の承 諾を受 けた 場合 は証明 となる 資料

別表 （　　 　　　　 　 　　 　　 ）

　 　　常 有すべ き品 質及 び 性能 を有 するも のとす る。

　 　　等 の提出 を省 略す る こと がで きる。

１．工事場所

Ⅰ．工事概要

　項 目及 び特記 事項は 、　印の 付いた ものを 適用する 。

２． 特記 仕様

４． 指定 部分

３．工事種目（　印の付いたものを適用する。）

章 項　　目 特　　　記　　　事　　　項

一
　
　
　
般
　
　
　
共
　
　
　
通
　
　
　
事
　
　
　
項

１． 共通 仕様

範囲 ：　 　 　　　　 　　　 　　工 期：令和 　　年 　　月 　　日

なし

あり

電 気工事 士

電 気 工作 物 保 安 規 程

（１ ）図面 及び 本特記 仕様 に記 載され ていな い事 項は 、国土 交通省 大臣官 房官庁営 繕部制 定の下 記

　　公共 建 築工 事標準 仕様 書（電 気設 備工事 編） （平成 　　 年版 ）　　 ３１

　　公共 建築改 修工事 標準仕 様書（電 気設備 工事編 ）（ 平成 　　年 版）　　 ３１

　　公共 建 築設 備工事 標準 図（電 気設 備工 事編） （平成 　　年版 ）　　 ３１

（２ ）機械 設備 工事を 本工 事に 含む場 合は、 機械 設備 工事は 機械設 備の部 の特記仕 様書を 適用す る。

適 用 区 分

機材の 品質 等

耐　震　措　置

　　　 ①　品 質及び性 能に関 する試 験デー タを整備 してい ること 。

　　 　⑥　 販売、 保守 等の 営業体 制を 整えて いる こと 。

　　 　② 　生 産施設 及び 品質の 管理 を適 切に行 ってい ること 。
　　 　③ 　安 定的な 供給 が可能 であ るこ と。
　 　　④ 　法 令等で 定め る許可 、認 可、 認定又 は免許 を取 得 している こと。
　　 　⑤

（ ２）下 表に機 材名 が記 載 され た製造 業者 等は、 次の ①か ら⑥す べての 事項

施工範 囲　 図 面に特記 なき場 合は、 「工事区 分表」 による 。他工事との取合い

仮 設工事

（２） 建築物 内部に 使用する 材料等 は、設 計図 書に 規定す る所要 の品 質及 び
　 　　性 能を 有する と共 に、 次の① から④ を満たす ものと する。

（３ ）設計 図書に 規定 する 「 ホル ムア ルデヒ ドの放 散量」の 区分に おいて 、

　　 　　 ①　合 板、 木質系 フロ ーリ ング、 構造用 パネル 、集成材 、単板 積層材 、

　　 　　 ②　接 着剤 及び塗 料は 、ト ルエン 、キシ レン及 びエチル ベンゼ ンの含

　　 　　 ③　接 着剤 は、可 塑剤 （フ タル酸 ジ－ｎ －ブチ ル及びフ タル酸 ジ－２

　　 　　 ④　① の材 料を使 用し て作 られた 家具、 書架、 実験台、 その他 の什器

　　 　　 　　セ トア ルデヒ ド及 びス チレン を発散 しない 又は発散 が極め て少な
　　 　　 　　い 材料 で、設 計図 書に 規定す る「ホ ルムア ルデヒド の放散 量」の

　　 　　 　　－ エチ ルヘキ シル 等を 含有し ない難 揮発性 の可塑剤 を除く ）が添

　　 　　 ①　建 築基 準法施 行令 第２ ０条の ７第１ 項に定 める第一 種、第 二種及

　　　　②　建築基準法施行令第２０条の７第４項の規定により国土交通大臣

　　　　③　建築基準法施行令第２０条の７第１項に定める第三種ホルムアル

　　　　④　建築基準法施行令第２０条の７第４項の規定により国土交通大臣

２．建物概要

Ⅱ．工事仕様

　　 　仕 様書等 のうち 、　　印 が付い たもの を適用す る。

（以下「標準仕様書」という。）

　　（以下「改修標準仕様書」という。）

（以下「標準図」という。）

　　 　な お、機 械設備 の部 の特 記仕様 書は（ 　　／　 　）図 による 。

　　　を満たす証明となる資料を提出して監督職員の承諾を受ける。

　　 　　 　　Ｍ ＤＦ 、パー ティ クル ボード 、その 他の木 質建材、 ユリア 樹脂板 、
　　 　　 　　壁 紙、 接着剤 、保 温材 、緩衝 材、断 熱材、 塗料、仕 上塗材 は、ア

　　 　　 　　 区分に 応じた 材料を使 用する 。

　　 　　 　　 有量が 少ない 材料を使 用する 。

　　 　　 　　 加され ていな い材料を 使用す る。

　　 　　 　　類 等は 、ホル ムア ルデ ヒド、 アセト アルデ ヒド及び スチレ ンを発
　　 　　 　　散 しな いか、 発散 が極 めて少 ない材 料を使 用したも のとす る。

　　 　三種 」と は次の ③又 は ④に該当 する材 料を指 す。
　　 　「規 制対象 外」 とは 次 の① 又は ②に該 当する 材料を指 し、同 区分「 第

　　　　　　び第三種ホルムアルデヒド発散建築材料以外の材料

　　　　　　の認定を受けた材料

　　　　　　デヒド発散建築材料

　　　　　　の認定を受けた材料

一
　
　
　
般
　
　
　
共
　
　
　
通
　
　
　
事
　
　
　
項

　　 　　　 製造又 は施 工の 実績が あり 、その 信頼 性があ るこ と。

環境への配慮

電線 ・ケ ーブ ル

厚鋼 電線管

イン サート

フラ ッシ プレ ート

フロ アプ レー ト

接地 極の 種別 及び
位置 表示

塗装

機器 取付高さ

（

居室に 設置する 分電盤 は指定 色塗装を 施 す。

下記部 位に使用 する、 外面め っき電線 管の露 出配管 には塗 装を 施す 。

図面に 特記なき 場合は 、表２ 「機器取 付 高さ 」によ る。

）

タン ブラ スイ ッチ

ＯＡ フロ アー 用
配線 器具の蓋

ﾊｰﾈｽｼﾞｮｲﾝﾄ用
OAﾀｯﾌﾟ

人感 セン サー 用
プレ ート

ﾀｰﾐﾅﾙﾕﾆｯﾄ付
ﾘﾓｺﾝﾘﾚｰ

ＬＥ Ｄ照 明器 具

照度 測定

分電 盤

制御 盤

ネ ーム 付きと する。

アルミ 製 樹脂 製

特記の無いﾊｰﾈｽｼﾞｮｲﾝﾄ用ＯＡﾀｯﾌﾟは次の仕様とする。
　2Ｐ15Ａ(接地極付抜止形)×4 ｺｰﾄﾞ3ｍ(ﾏｸﾞﾈｯﾄ付)通電表示灯付

照 明の人 感セ ンサ ー制御 を行 う部屋 には 、 下記の注 意プレ ートを 設置する 。

　参考 文例：「 人の動 きを検 知し て点 灯 しま す。一 定時 間動き がな けれ ば消
　　　 　　　　 灯しま すので 、そ の際 は 再度 身体 を動か してく ださ い。 」
　 　 　 　 　 　　注意 プレ ート 設置 室： （計　 　枚 ）

天 井内に 取付 ける ターミ ナル ユニッ ト付 リ モコンリ レーの 設置場 所は、原
則 として 点滅 系統 内の 第１照 明器具 近傍と する。
た だし、 これ によ りがた い場 合は監 督職 員 と協議す る。

ＬＥＤ照明器具の制御装置記号が特記されていないものは「一般形(ＬＮ)」
と する 。

一般 照明の 照度測 定箇所は 、下記 による ものとし 監督職 員に報 告する。
明 るさ センサ が設置 される 部屋は、 センサ １個に つき１箇 所以上
明 るさ センサ が設置 され な い部屋は 、工事 全体で 計　　　 　箇所 以上

埋込形 分電盤か らの立 上り予 備配管は 、予備 の配線 用遮断 器４ 個以 下の
場合（ ＰＦ２２ ）を１ 本、５ 個以上の 場合（ ＰＦ２ ２）を ２本 、天 井ま
で立上 げる 。

分電盤の分 岐回路に 使用 する配 線用遮 断器 及び漏電 遮断器は、 J IS 協約形
の１Ｐサイズ(100V2P1E,200V2P2E)とする。

配管 ボンド となる 負荷には 接地端 子を設 けなくと もよい 。

　材質 ：ア クリ ル　　 文字 ：印刷 文字
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各
　
　
　
　
設
　
　
　
　
備

種別 脚立 、足 場板等

防護シ ート 設置す る。 設置 しない 。
種別 Ａ種 Ｂ種 Ｃ 種 Ｄ種 Ｅ 種

　　　ただし、次の①から⑥すべての事項を評価された事を示す外部機関が

電源周波 数

支持金物
　・固定 金 具

（１） 本工事 におい て、国等 による 環境物 品等 の調 達の推 進等に 関す る法 律

　　　 する基 本方針 （令和２ 年２月 閣議決 定） 」に 定める 特定調 達品 目「 公 共
　　　 工事」 の品目 を調達す る場合 は、判 断の 基準 等を満 たすも のと する 。

　　（ 平成１ ２年法 律第１０ ０号） に基づ く、 「環 境物品 等の調 達の 推進 に 関

照度 測定 非常 用の照 明装置 の照 度測 定箇所 は、工 事全体で 計　　 　　箇 所以上と し、
（ 非常用 の照 明装置 ） 監督 職員に 報告す る。

寸法：W=180mm程度,H=50mm程度

管

合 成 樹 脂 製 可 と う

電 線 本 数 、 管 路

な ど

地 上～
測　　 点

鏡上端～中心

廊 下表 示灯 床 上～中 心

床 上～中 心

壁掛 形 制御盤

制御用ｽｲｯﾁ

呼出しﾎﾞﾀﾝ

壁付ｲﾝﾀｰﾎﾝ(親機)
壁付ｲﾝﾀｰﾎﾝ

開閉 器 箱

床 上～中 心

床 上～中 心

床 上～中 心

床 上～中 心

床 上～中 心

床 上～中 心

ﾌﾞﾗｹｯﾄ(一般)

ｺﾝｾﾝﾄ(厨房)
ｺﾝｾﾝﾄ(車庫)
ｺﾝｾﾝﾄ(機械室)

ﾌﾞﾗｹｯﾄ(踊場)
ﾌﾞﾗｹｯﾄ(鏡上)

ｺﾝｾﾝﾄ(屋外) 地 上～中 心
床 上～中 心
床 上～中 心

床 上～中 心
床 上～中 心

床 上～中 心

ｺﾝｾﾝﾄ(和室)

分　 電　 盤

ｺﾝｾﾝﾄ(一般)

ｽｲｯﾁ(一般)

ｽｲｯﾁ(和室)

ｺﾝｾﾝﾄ(台上)

床 上～中 心

床 上～中 心
床 上～中 心

床 上～中 心
台 上～中 心

床 上～中 心

機　 　 　　　器

積算 用 計器

ｺﾝｾﾝﾄ(車椅子用) 床 上～中 心
ｽｲｯﾁ(車椅子用)

天 井～ 上端 　　200機器 収容 箱

ﾃﾚﾋﾞ端子(一般)
ﾃﾚﾋﾞ端子(和室)

都市ｶﾞｽ用(重質)
都市ｶﾞｽ用(軽質)
液化石油ｶﾞｽ用

　1,300

　1,100

　1,100

　1,300

　1,300

　　900、400

　1,500

発　 信　 機
機器 収容 箱

表　 示　 灯
警報ﾍﾞﾙ

受　 信　 機
副受 信機

床 上～ 上端 　　300
天 井～ 上端
床 上～ 上端 　　300

　　150

床上～操作部
床上～操作部

床上～操作部
床上～操作部

床 上～ 中心
床 上～ 中心

床 上～ 中心
床 上～ 中心

　2,300
　2,100

　　150
　　300

端子盤(EPSなど)
端子盤(廊下,室内)

壁付ｱｳﾄﾚｯﾄ(一般)
壁付ｱｳﾄﾚｯﾄ(和室)

壁付ｱｯﾃﾈｰﾀ
壁付形ｽﾋﾟｰｶ

ﾍﾞﾙ,ﾌﾞｻﾞｰ,ﾁｬｲﾑ
壁付押ﾎﾞﾀﾝ(一般)

壁付ｱｳﾄﾚｯﾄ(一般)
壁付ｲﾝﾀｰﾎﾝ(一般)

1,000～1,300

2,000～2,500
2,100～2,300

　　150

　1,300
　800～1,000

壁付 発信 機
情報 表示 盤

　1,300

　1,200

150～200
　　150
　　300

　　1,500

壁掛 形親 時計

壁付 子時 計

床 上～ 中心
床 上～ 中心

床 上～ 中心
床 上～ 中心
床 上～ 中心
床 上～ 中心

　1,300
　1,300

　1,300
　2,300
　1,300

床 上～ 中心

床 上～ 中心
床 上～ 中心
床 上～ 中心

床 上～ 下端
床 上～ 中心

床 上～ 中心
　　150

　1,300
天井高×0.9
天井高×0.9

　　300

　1,500
　　300

取付高(mm)

1,800～2,000 集合 保安 器箱 天 井～ 上端 　　200

　1,500床 上～ 中心機器収容箱(EPS)

　　900

ﾃﾚﾋﾞｲﾝﾀｰﾎﾝ(親器) 床 上～ 中心 　1,400床 上～ 中心
ﾃﾚﾋﾞｲﾝﾀｰﾎﾝ(子機) 床 上～ 中心 約1,350

表２「機器取付高さ」

(各1個)

注）天井高3, 000ｍｍ以上の場合及び上記取付高さにおいて機器の使用に支障が生じる場合は、監督職員

壁付 電話機 床 上～ 中心 　1,300

天井高×0.9

　 　窓中 心

(上限1,900以下)

　　1,500
(上限1,900以下)

(多機能ﾄｲﾚ用)

(玄関子機)

(復旧ﾎﾞﾀﾝ付)

機　 　　 　　 器 測　 　点 取付高(mm)

　　1,500
(上端1,900以下)

　　と 協 議す る。

引込 開閉 器 床 上～中 心 1,800～2,200

試験 用接 地端子 箱 床 上～下 端 　　800

接地 端子 箱 床 上～中 心 　　500

ｽｲｯﾁ(自動ドア) 床 上～中 心 　1,300

　500～1,000

　800～1,500
　800～1,500
　800～1,500
　800～1,500

床 上～ 中心

備　　考

情 報表示 設備

テ レビ共 同受信 設備

防犯・入退室管理設備

中 央監視 制御設 備

監 視カメ ラ設備

火 災報知 設備

駐 車場管 制設備

電 熱設備

受 変電設 備
電 力貯蔵 設備

雷 保護設 備

誘 導支援 設備

構 内情報 通信網 設備

映 像・音 響設備

構内 交換 設備

発 電設備

電 灯設備

電気自動車用充電設備

拡 声設備

構内通信線路
構内配電線路

　 最大 電力 ５００ ｋＷ以 上の 場合 におい ても 、第１ 種電 気工 事士に より施 工を

　東北 地方 整備 局制定 の営繕 工事事業 用電気 工作物 保安規 程を適用 する。

工　　事　　種　　目
屋　 外

別 契約 の関 係受注 者が定 置し たも のは無 償で 使用で きる 。

動 力設備

　 行う 。

足 場そ の 他

Ｃ
Ｄ

避 雷器用（ 低圧用 ）
避 雷器用（ 高圧用 ）

共 　同　接 　地

構内 交 換機 （陽 極用）
本配 線 盤の 保安 装置

拡 声増幅器

電話 引 込口 の保 安器

測 定用補助 接地極

Ｄ 　種　接 　地
Ｃ 　種　接 　地
Ｂ 　種　接 　地
Ａ 　種　接 　地

雷 保護用接 地

防 犯装置用 Ｅ

Ｅ
Ｅ
Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ
Ｅ

Ｓ

Ｌ Ｈ
Ｌ Ｌ
Ｏ

Ｄ ｔ

Ｌ ｔ

ｔ
Ａ ｔ

Ｅ

Ｅ
Ｅ

Ｅ

接地 の種別

Ｅ
Ｅ

Ｂ

Ｄ
Ｃ

Ａ

Ｌ Ａ
Ｌ Ａ

Ｅ ＥＡ共 　同　接 　地
Ｅ ＥＡ

避雷 器 用（ モデ ム用） ＥＭ Ｄ
　１ ０ Ω以下
　１ ０ Ω以下

１０ ０ Ω以下

１０ ０ Ω以下
　１ ０ Ω以下

　　 　 Ω以下

ＥＢ （Ｄ ＝１４ 又はＷ ＝４０ ）× １
ＥＢ（Ｄ ＝１４ 又はＷ ＝４０ ）× ３連 －２ 組

ＥＢ （Ｄ ＝１４ 又はＷ ＝４０ ）× １

ＥＢ （Ｄ ＝１０ 又はＷ ＝３０ ）× １

ＥＢ（Ｄ ＝１４ 又はＷ ＝４０ ）× ３連 －２ 組
ＥＢ（Ｄ ＝１４ 又はＷ ＝４０ ）× ３連 －２ 組

ＥＢ（Ｄ ＝１４ 又はＷ ＝４０ ）× ３連 －　 組

　１ ０ Ω以下

　１ ０ Ω以下
　　 　 Ω以下

１０ ０ Ω以下

　１ ０ Ω以下

　　 　 Ω以下
　　 　 Ω以下
接 地抵 抗値

ＥＢ（Ｄ ＝１４ 又はＷ ＝４０ ）× 　連 －　 組
ＥＢ（Ｄ ＝１４ 又はＷ ＝４０ ）× ３連 －２ 組

ＥＢ（Ｄ ＝１４ 又はＷ ＝４０ ）× ３連 －２ 組

ＥＢ （Ｄ ＝１４ 又はＷ ＝４０ ）× １

ＥＢ （Ｄ ＝１４ 又はＷ ＝４０ ）× ２
ＥＢ（Ｄ ＝１４ 又はＷ ＝４０ ）× ３連 －２ 組

接 地極の 規格 、数 量
ＥＰ × ２

　１ ０ Ω以 下 ＥＢ（ Ｄ＝１４ 又はＷ ＝４０ ）× ３連 －２ 組ＥＤ
ＥＬＨ

１０ ０ Ω以 下 ＥＢ（ Ｄ＝１４ 又はＷ ＝４０ ）× １１０ ０ Ω以下
　１ ０ Ω以下
　１ ０ Ω以下

　　 　 Ω以下
１０ ０ Ω以下

１０ ０ Ω以下
　１ ０ Ω以下

１０ ０ Ω以下
　１ ０ Ω以下
　　 　 Ω以下
　１ ０ Ω以下
　１ ０ Ω以下
　１ ０ Ω以下
　　 　 Ω以下
　　 　 Ω以下

漏 電遮断器 回路 ＥE L ５０ ０ Ω以下 ＥＢ （Ｄ ＝１４ 又はＷ ＝４０ ）× １
　１ ０ Ω以 下 ＥＢ（ Ｄ＝１４ 又はＷ ＝４０ ）× ３連 －２ 組

アン テ ナ保 安器 ＥＬ ｔ １０ ０ Ω以 下 ＥＢ（ Ｄ＝１４ 又はＷ ＝４０ ）× １１０ ０ Ω以下

機 　材　 名 製造 業者 等名

分 電盤

高 圧交流 遮断 器
高 圧 ス イ ッ チ ギ ア （ P W形 ）
高 圧 ス イッ チ ギ ア （ C W 形 ）
キ ュービ クル式配 電盤

照 明制御 装置

制 御盤

高 圧変圧 器（特定 機器）
高 圧進相 コンデン サ
高 圧限流 ヒューズ
高 圧負荷 開閉 器
交 流無停 電電源装 置

中 央監視 制御（監 視制御 装置）

太 陽光発 電装 置
監 視カメ ラ装 置

可 変速運 転用イン バータ 装置

LED照明器具（一般屋内用に限る。）

（ パ ワー コン デ ィ ショ ナ 及 び系 統連 系 保 護装 置 ）

本 工事で設 置す る。

内 部足場
外 部足場

雷 保護用接 地
記 　　 　号

居 　室

便 　所（ 計　 　枚）

新築１棟町営住宅 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 １階 ５項

新 設 一 式

（ 建築 工事の 部）特 記仕様 書に よる 。

町営 住宅

（仮称）今別町営住宅建設工事（7号棟）電気設備工事　特記仕様書

青森県東津軽郡今別町大字今別字西田地内

新 設 一 式

新 設 一 式
新 設 一 式

新 設 一 式

N　 S

○
○

○

○

○

○

○

○

○
○

○

○
○

○

○

○

○

○

○

○
○

○

○

○

○

○

○

○
○

○

○
○

○

163，383



Ｅ

電気設備特記仕様書　補足

０２

（仮称）今別町営住宅建設工事（7号棟）
令和　４ ３Ｎ Ｏ Ｔ Ｅ 年 月 作 製

図 面 名 称
単 位 　 Ｍ Ｍ縮 尺

工事名称

株式会社青森県Ａ１の２号 川島隆太郎建築事務所 管 理 建 築 士

所　　　長 部　長 課　長 担　当 製　図 製　図

ＴＥＬ　０１７（７４１）６４９７

ＦＡＸ　０１７（７４２）１８７７
１級建築士登録１１３９８６号 川 島 芳 正

N S

 　専用形（ 　 埋込形　　 露出形）

　 8時間以上録画 又は録音のできる記憶容量

　 あり（ ○ 別途　○ 本工事）

発
　
　
電
　
　
設
　
　
備

　 低圧

章 項　　目 特　　　記　　　事　　　項

一
　
　
　
般
　
　
　
共
　
　
　
通
　
　
　
事
　
　
　
項

計上 しない

計上する（想定契約電力　　kw、想定期間　　ヶ月間）

電気方式 幹線：単相　　線式　　　　　V

分岐：単相　　線式　　　　　V

分岐：単相　　線式　　　　　V

連続調光形LEDとす

る室名等

室名（ 　　 ）

誘導灯 電池 内蔵形

電
　
　
灯
　
　
設
　
　
備 非常用照明器具 電池 内蔵形

トレット

動
　
　
力
　
　
設
　
　
備

電気方式 幹線：三相　3線式　200V

分岐：三相　3線式　200V

警 報盤

埋込 連用形 配線器 具電磁開閉器用押釦

機器への接続 電動 機等へ の接続 は本工事 とする 。

電動機等の接地 図示 以外は 金属管 接地とす る。

総合動作試験

電
　
　
熱
　
　
設
　
　
備

電気方式

発熱線 第2種

幹線：　相　　線式　　V

分岐：　相　　線式　　V

表玄 関ポー チ　　 約　 　㎡

　　 　　　 　　　 約　 　㎡

　　 　　　 　　　 約　 　㎡

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

電池 別置形

電池 別置形

外部 固定形

アル ミ製

第4種

有（ 　　）

突 針 水平 導体 構 造体利 用（　　 ）メッ シュ 導体

引下 げ導 線

雷
　
　
保
　
　
護
　
　
設
　
　
備

建築 構造 体利用 接地 極埋 設

受
　
　
変
　
　
電
　
　
設
　
　
備

低圧：三相　3線式　200V

低圧：単相　3線式　100V/200V

屋外 用（ 材質（

　 高圧交流遮断器(CB)

定 格 遮 断 電 流 　 　 k A 以 上

壁掛式（電源装置　 　内蔵　　 別置）

　 モールド（ ○　　）油入（ ● 屋外キュービクル　○　　）

建築 構造 体利用避雷導線

施工場所及び面積

高圧：三相　3線式　6kV

保護レベル

受雷部

接地極

電気方式

配電盤

主遮断装置

設備容量

変圧器

進相用コンデンサ

自動力率制御装置

高 圧

無効 電力 検出方 式 　 力率検出方式

限流ヒューズ及び高圧負荷開閉器(PF-S)

ハイテンションアウ

変圧器総 容量： 　　kVA

盤類 据付方 法：

構
　
内
　
交
　
換
　
設
　
備

　 キュービクル式形式 簡 易形  　オープン形

発電機

定格出力：　　kVA

電 圧 ： 　 　V

電気方式：三相3線式　50Hz

原動機 　 ディーゼル 　 ガスタービン 　 マイクロガスタービン

　 ガスエンジン

定格出力：　　kW(PS)以上

定格出力：　　kVA

形式 ：

方式 等： 　 空気式　 電気方式　始 動方式

　冷 却方式 　 ラジエータ式 　 水冷循環式

　冷 却水 　 不凍液を混合した水道水 　 水道水

排気系統配管 断熱 材：　 ロックウール

厚さ 等：　 75mm

燃料 　 軽油 　 灯油 　 A重油 　 燃料ガス（● 燃料小出槽　ﾘｯﾄﾙ）

　 なし主貯油槽(地下)：

種類 ：

太陽光発電装置 太 陽 電 池 ア レ イ 公 称 電 力 ： 　 　 k W

電気方式 ：　相 　線 式

定格出 力： 　　kW

交 流 出 力 電 圧 ： 　 　 V

電話交換機 　 ボタン電話装置　 電子交換形式 ： 　 PBX 　 VoIPｼｽﾃﾑ

回線 数：　 内線　/　回線 　 局線　/　回線 　 専用データ（　　回線）

主装 置等 の撤去 （支 障時 の取り 扱い： 　　）

電話機 本 工事

ボタ ン電 話機 　 多機能電話機 　 内線電話機

デジ タル コード レス電話 機

電話機への配線 電話機1台につき、次のものを見込む。

　 EM-BTIEE0.4-2P（ ○ 20m　○　　m）

　 EM-TIEF0.65-2C（ ○ 20m　○　　m）

　 別途工事

直流電源装置 非常 照明 器具電 源・ 受変 電設備 制御電 源共用

非常 照明 器具専 用

受変 電設 備専用

蓄電池

(UPS)

鉛蓄電池 （ ○  HS　○ MSE　○ 　　）

アルカリ蓄電池（ ○ AH　○ AMH　○ AHH　○　　）

リ チウ ム イオ ン電 池（  ○ 　　）

　  ラ イン イン タラ ク ティ ブ方 式　 常時インバータ給電方式給電方式：

方式 ：

電圧 ：

容量 ：

 　単相2線  　単相3線  　三相3線

 　100V  　200V

　 常時商用給電方式

 　200/100V

交流無停電電源装置

　　　kVA

補償 時間 ： 　　分以 上 電解液処 理：

アウトレット 銅 合金製 　 アルミ製

保安器用接地 本 工事

構内情報通信網

　 別途工事

イ ーサネ ット （方 式：　 　） 　 無 線LAN（方 式 ：　 　）

拡声設備

　 卓上形  　キャビネットラック形

　 一般用 　 非常用 　 併用

増 幅 器 ： 　 　 W

情
　
報
　
表
　
示
　
・
　
拡
　
声
　
そ
　
の
　
他
　
通
　
信
　
設
　
備

電
　
　
力
　
　
貯
　
　
蔵
　
　
設
　
　
備

自
　
　
動
　
　
火
　
　
災
　
　
報
　
　
知
　
　
設
　
　
備

中
　
央
　
監
　
視
　
制
　
御
　
設
　
備

本受電後の基本料金

耐震措置

構
　
　
内
　
　
配
　
　
電
　
　
線
　
　
路

ローテーション 一般電話用　　個（ 　 納入する　　 取付ける） 工事範囲 　 配線 　 機器類

電気方式

低圧：三相　2線式　100V

低圧：　相　 線式　　 V

PLP 　 FEP 　 PE 　 GLP 　 GLT

敷設方法

標識シートの埋設

柱上機器

 　高圧低 圧

 　GP

地 中埋 設式 　 架空線式

　 特別高圧

高圧負荷開閉器：　 一般用

　 地絡継電器付（

　 耐重塩じん用

　 一般用 　 耐塩用避 雷 器：

高 圧カ ッ トア ウト 、碍 子 等：

　 方向性　　 無方向性）

高圧：三相　3線式　6kV

　 耐塩用

処理
高圧ケーブルの端末 屋 外側： 　 耐塩用

　 一般用

　 一般用

外灯設備 定 格電圧：　　V　　 W

ポ ール内 には 、配 線用遮 断器 （トリ ップ 機構 無し） を設け る。

その他 東 北電 力( 株) 外線 工事 基準 （架 空線編 ）に 準ず る。

工事範囲

配管路（材質）

用途

管 路

管 路

電 話用 　時計･拡声用 　 火災報知用 　 情報通信

　 配線

　 FEP 　 PE 　 GLP 　 GLT 　GPPLP配管路（材質）

敷設方法

架 空線 式

地 中埋 設式（ 標識シー ト 　 埋設しない 　 埋設する）

映像・音響設備 増 幅 器 ： 　 　 W

　 背面投写式

ス クリー ンサ イズ ：　　 インチ

レ コーダ ー：

プ ロジェ クタ：

情報表示設備 　 多線直接式 　 パルス伝送式出 退表示 盤：

親 時計： 　　回線

 　時刻補正： 　 標準電波方式 　 FMﾗｼﾞｵ方式 　 GPS方式

　 電子式チャイム組込み

　 壁掛式 　 自立形

　  プロ グラ ムタ イマ ー組 込み

誘導支援設備 庁 舎内連 絡用  　身体障害者用 　 夜間受付用 　 エレベーター用

テレビ共同受信 　 CSA-テレビアンテナ：　 AU- 　 CSBSA-

地 上波ア ンテナマ スト： 　 自立形

　 自立形

　 壁面取付形

　 壁面取付形BS・CS用アンテナマスト：

工 事着手 前ア ンテ ナの設 置予定 位置 にお ける電 界強度 等の調 査測定を し、

監視カメラ設備 白 黒方式 　 カラー方式

　 専用回線方式

駐車場管制設備

ネ ットワ ーク接続 方式

検 知器： 　 光線式 　 ループコイル式

設備

防犯・入退室管理 接 地工 事 ： 　 本工事 　 別途工事

時 刻補 正 ： 　 時刻補正装置　 親時計

自動火災報知装置 受 信機： 　　 型　 　級　 　回線

　 壁掛形  　自立形

　 単独 　  複合 盤（ 自火報 　　 回線 、自動閉 鎖 　　 回線 、

副 受信機 ：　　回 線

機 器収容 箱：

　 屋内消火栓箱に組込み

非常警報装置 埋 込形 　 露出形

緊 急地 震放送 ： 　 行う　 行わない

自動閉鎖装置 連 動制御 器　 　回 線（遠 方復帰 機構：　 　回線 ）

　 単独（ 　 壁掛形　　 自立形）

自 動閉鎖 機構

　 防 火戸用（ 本工事、電磁式 又はラッチ式、D C24 V、0.6A以下）

受 像の可 否を判 定し た報 告書を 提出 する。

　ガス 漏れ 警報　 　回線）

　  防 煙ダ ン パ用( 別途 工事 、瞬 時 通電 式又 は電 動式 、 DC2 4V 、0. 6A 以下 、

　遠方復帰機構（電動式）、DC24V、0.7A以下）
 　防火シャッター用（別途工事、DC24V、0.6A以下）

　  排煙 ダン パ（ 別途工 事、 排煙 機運 転用連 動機 構付 ）

自 動開放 機構

ガス漏れ警報装置 受信機：　　型　　回線（ 　 都市ガス用　　 液化石油ガス用）

　 単独（ 　 壁掛型　　 自立形）

　  自火 報受 信機 等と の複 合盤

　  自火 報受 信機 等と の複 合盤

動 力 設 備 　 自家発電設備 　 火災報知設備監視制御対象設備

監視操作装置 空 調 　 衛生

監視制御装置 　 Ⅱ型 　 Ⅲ型  　壁掛式　 自立形

　 グラフィックパネル 　 表示装置

　 キーボード

組 込み 機 器：

構 成機 器 ：

　 グラフィックパネル

　 受変電設備

　 モザイクパネル 　 合成樹脂パネル

　 ディスプレイ： 　 内照式液晶方式

　 タ ッチ パネ ル式 の内照 式液 晶方 式

Ⅰ 型

　 17型  　19型 　 21型

 　信号処理装置 　 記録装置

 　補助盤  　電源装置

パワ ーコ ン ディショ ナ

屋 内用

キュ ービ クル式 配電盤 　 高圧スイッチギア

　 鋼板　　 ステンレス））

飛び 出し形

銅合 金形

構
　
内
　
通
　
信
　
線
　
路

地域係 数

　 前面投写式

　 　時 間以上

　 1.0

保温、結露防止 外部に面する壁、天井で建築工事でFP版（スタイロフォーム等）打込み

箇所に 取付ける 位置ボ ックス などは保 温、結 露防止 処理を行 う。

呼び線 長さ1m以上の入線しない管路には、1.2mm以上のEM- IE電線を挿入する。

再使用機材・養生 指定 機材（ 　　 ）

　 0.9

　 特別清掃（　　）

環境に配慮した電線 L A N用 ツ イ ス ト ペ ア ケ ー ブ ル は 、 下 記 に よ る 。

　　記　　号

(EM-F/UTP6A)

(EM-UTP6A)
(EM-UTP6)

(EM-UTP5E)

　　　　　　　　　　　仕　　　様

EM-UTPｹｰﾌﾞﾙ

耐燃性ﾎﾟﾘｵﾚﾌｨﾝｼｰｽ ｶﾃｺﾞﾘ6A UTPｹｰﾌﾞﾙ(ECO-UTP-CAT6A/F)
耐燃性ﾎﾟﾘｵﾚﾌｨﾝｼｰｽ ｶﾃｺﾞﾘ6 UTPｹｰﾌﾞﾙ(ECO-UTP-CAT6/F)

耐燃性ﾎﾟﾘｵﾚﾌｨﾝｼｰｽ ｶﾃｺﾞﾘ5e UTPｹｰﾌﾞﾙ(ECO-UTP-CAT5E/F)

JCS5503 耐燃性ﾎﾟﾘｵﾚﾌｨﾝｼｰｽ LAN用ﾂｲｽﾄﾍﾟｱｹｰﾌﾞﾙ

耐燃性ﾎﾟﾘｵﾚﾌｨﾝｼｰｽ ｶﾃｺﾞﾘ6A F/UTPｹｰﾌﾞﾙ(ECO-F/UTP-CAT6A/F)

はつり 既存 コンク リート 部の床・ 壁の配 管貫通 部等の穴 開けは 、原則 としてダ

イヤモ ンドカッ ターに よる 。

キュービクル、分電

盤、制御盤等

屋外部の支持金具等

管支持 金具は、 溶融亜 鉛めっ き製また はステ ンレス 製と する 。

居室 （　　）

キャビ ネットの 仕上げ ：

　 屋外

　 下 記部 位に 取 付けるも のは 、指定 色仕 上げと し、 それ 以外 は製 造 者の

　 標準色仕上げとする。

 　製 造者 の標 準色 仕上 げと する 。

屋外 に設置 する機 器付属金 物・ボ ルトナ ット類及 び外壁 等への 取付用配

電池式 　 ﾜｲﾔﾚ ｽ　連 動 型

3 100/200

単

単

200

100

住宅用火災警報器



縮尺 単位　ＭＭ
工事名称

製　図担　当課　長部　長

株式会社青森県Ａ１の２号 川島隆太郎建築事務所 TEL 017(741)6497
FAX 017(742)1877

ＮＯ Ｔ Ｅ
製　図所　　　長

管理建築士

作 製月年

１級建築士登録113986号 川島芳正

令和　４ ３

Ｅ

（仮称）今別町営住宅建設工事（7号棟）

工 事 区 分 表 （他 工 事 との 取 合 い 等 ） 区 分 は 　　　印 を適 用 す る Ａ　建築工 事 　　　Ｅ　電気 設備工 事　　　Ｍ　機械 設備工 事　　　ＥＶ　エレベーター設 備工事 ※　複数箇所に　　　印のあるものは、各工事を適用する

　機 械室・昇降 路の躯体

　機械室 の床 開口

　機械 室の上げ床コンクリート打 設・仕 上

　巻 上機周 囲のチェッカープレート敷

　昇 降路内ピット防 水

　エ レ ベ ー タ ー 制 御 盤 ま で の 一 次 側 動 力 用 配 管 配 線 工 事

　エ レ ベ ー タ ー 制 御 盤 ま で の 一 次 側 電 灯 用 配 管 配 線 工 事

　エ レ ベ ー タ ー 制 御 盤 以 降 の 接 地 用 配 管 配 線 工 事

　ピット内点 検用 コンセント設備 工事

　エレベ ーター遠隔 監視 用配 線工 事（図 示され た場 合）

　ピット点検タラップ

　エレベ ーター制御 盤か ら

　エレベーター制 御盤までの火 災警 報用配 管配 線工 事

　 エ レ ベ ー タ ー シ ャ フ ト吊 りフ ッ ク
（必 要な場合 、建 築工 事に支給）

　レール ブラケット取り付 け ファスナー
（必要 な場 合、建築 工事に支給 ）

　エレベーター制御 盤までの館内 放送用 配管 配線 工事

　エレベーター制 御盤 から非 常用インターホンまでの

　機 械室の床 配管ピット・蓋

（Ａ Ｃ ３相 　 ２００Ｖ ５０Ｈ Ｚ）

（Ａ Ｃ 単 相 　 １ ００Ｖ ５ ０ＨＺ ）

　昇降路頂 部煙感知 器・熱 感知 器設備工事

　各 階出 入口穴あけ・同補 強

　三方枠 取付・枠 廻り埋 戻し・同補 強

　昇降 路がＳ造 の時の出 入口 扉・三 方枠 及び幕 板の受 け

　昇降路の中間ビーム、ブラケット、

　昇降 路がＳ造 の時 の中間 ビーム及び

　ホール押 釦・インジケータなどの壁 開 口

　機 械室 内換 気設備

　エレベーター遠隔 監視 用配 管工 事

　エレベーター制御 盤か らエレベーター監 視盤

　エレベーター制御 盤からエレベーター内監 視カメラ

　保 守遠隔 監視 用（電話回 線）配管工事

　緊 急地 震速報受 信用配 管工事

　動 力計測用電力計から自動制御盤までの配管・配線工事

　レールブラケット支 持柱 、他 昇降 路内の鋼製 部材 一式

　ブラケットの受け ピース

　機 械室天 井・昇 降路内 フック取付

　（Ｄ種接 地）

　配線 及びインターホン取付 工事

　非常 用インターホンまでの配 管工 事

　 （Ｍ Ｄ Ｆか ら エ レ ベ ー タ ー 制 御 盤 ま で ）

　（Ｍ Ｄ Ｆか ら エ レベ ー タ ー 制 御 盤 ま で ）

　又 は 警 報 盤 ま で の 配 管 配 線 工 事

　までの配 管配 線工事

　基 礎

　自家発 電装置

　発電装 置　基礎

　トレンチ

　トレンチ用　蓋

　主燃料 槽

　燃料小 出槽　基 礎

　防油堤

　通気管

　給油 口ボックス

　屋外 トレンチ

　屋外 トレンチ用 　蓋

　主燃 料槽用　基礎 、外 郭 工事（充 填砂共 ）

　燃料小 出槽

　給油 口 ボックス　基 礎

　危険物 表示板

項 　　　　　　　　　　　　目 Ａ Ｅ Ｍ ＥＶ 備　　　　考 項　　　　　　　　　　　　目 Ａ Ｅ ＥＶＭ 備　　　　考 項　　　　　　　　　　　　目 Ａ Ｅ ＥＶＭ 備　　　　考

躯　　体　　関　　係

ＲＣ造 （梁・壁・床）

の貫 通孔・開口 部

貫 通スリーブ

貫 通スリーブの補 強

開 口部の型枠 ・補 強

貫通スリーブ・開 口部の墨 出 し

貫通スリーブ・型 枠部の穴埋 め

Ｓ・ＳＲＣ造 （梁 ・壁

床 ）の貫通 孔・開 口部

鉄骨貫 通鋼 管スリーブ

開 口部の型枠 ・補 強

貫通スリーブ・開 口部の墨 出 し

貫通スリーブ・型 枠部の穴埋 め

貫 通スリーブ

貫 通スリーブの補 強

防 火・防煙区 画

予 備スリーブの穴埋め 防 火・防 煙区画

設備 機器の基礎 機 器取 り付 け用アンカー・架 台

同 上 用マンホール・タラップ

ＲＣ造各 種ピット

トラフ・ピット類（ふたを含 む）その他

フリーアクセスフロア内の防 水堤

排水溝

オ イルサービスタンクの防油 堤

仕　　上 　　関　　係

軽鉄天 井・壁下 地

開口 部 の墨だし

下地 材の切込み・補 強

ボード類 の切り込 み

各種 ボックス類

切込 み・補強可動間仕 切

設備機 器類 用吊りボルト及び

インサート

給排気関 係 外壁 ガラリー

防風板

ウエザーカバー・ベントキャップ

排 気 フード（標準詳 細図によるステンレス製）

排 気 フード（レンジフード等既 製品 ）

多目 的 便所手 すり・便 器類 手すり

鏡（注 文品）

鏡（標 準品）

水廻り機器

手洗 い・洗面器カウンター

流し台 ・吊り戸 棚・水切 り棚 ・コンロ台

トイレブース内 小物棚

ユニットバス・シャワーユ ニット

既製浴 槽

コンクリート浴槽

ベビーシート

浴槽排 水金 物

洗濯機パン

フリーアクセスフロア給 排 気グリル

フリーアクセスフロアパネル切 込 み加工事 務室廻り

壁 ・天 井・床 点検口

同上本 体・駆 動装置 ・検出装 置（センサー）

その他

表面仕上 が必要 な全 熱 交換機 等の表面仕 上

消火器 ボックス

感知器 連動防 火戸 のレリーズ用切込 み

ボード類、塗装
のみ

Ｍ・Ｅ用含む

駆動装 置が電 動の建 具類の１次 電 源、
１次 ・２次 配管、及 び手 元電源 スイッチ

同 上本体 ・操作 スイッチ及び２次配 線

ター等の１次配 線 及び１次 ・２次配 管
駆 動装置 が電 動のブラインド・排煙 オペレー

映 像音響 設 備のある室で操作 卓にスイッチを
組 み込 む電動ブラインド

電気 錠及び扉 枠通 電金 具及び２次配 線

同 上 用１次 配線及 び１次 ・２次配 管

避 雷 導体の接続

笠 木 を棟上 げ導 体とした場 合の笠 木 笠 木の
接続

ルーフドレン及びたてどい

電 動 スクリーン及びボックス

壁 ・天井空 調給 排気グリル

フリーアクセスフロアコンセント

煙突 の水抜 き管 （排水 管）

地震 感知器の配 管配線

防 煙ﾀﾞﾝﾊ ﾟｰと連 動制 御器ままでの配 管配線及び
連 動 制御盤から煙感知器 までの配管 配 線

太 陽光発電 設備基礎

太 陽光発電 設備架台

ﾚｰﾙﾋｰﾀ用の
手 元 ｽｲｯﾁを含 む

エレベーター関係

設備室 内床 排水 管

既設埋 設 配管配 線調査(X線探査含 む)

厨房 用はＭ

屋　外　関　係

雨 水排 水設備

雑排 水・汚水 排水設 備

Ｅ・Ｍ桝 で充填用 マンホールふたを使用 した
場 合 の表面仕 上

オ イルタンク本 体

くつ洗 いの排 水 金物 ・排 水管

ハンドホール

同 上杭 及び杭頭処 理

駐 車 場・車 庫廻 りのガソリントラップ

その他

排 水 ・ハンドホール

廻り

オイルタンク廻 り

浄化 槽本 体（ユ ニット型）

杭及 び杭頭処 理

浄 化槽廻り

浄 化槽 本体（現場 施工 型）

土工事 含む

土工事 含む

浄 化槽（ユニット型）の外郭 、基礎

土工事 含む

土工事 含む

雨 水利 用設備
（ル ーフドレン、縦 樋はＡ、縦 樋から集水 桝までＭ）

項 　　　　　　　　　　　　目 Ａ Ｅ ＥＶＭ 備　　　　考

自 家発電設 備

オイルタンクの外 郭、基礎
（充填砂 共）

同 上杭 及び杭頭処 理

図面名称 工事区分表

０３

N S



Ｅ

配置図

０４

A2＝1/200、A3=1/300 令和　４ ３
（仮称）今別町営住宅建設工事（７号棟）ＮＯＴＥ 年 月 作製

図面名称
単位　ＭＭ縮尺

工事名称

株式会社青森県Ａ１の２号 川島隆太郎建築事務所 管理建築士

所　　　長 部　長 課　長 担　当 製　図 製　図

TEL 017(741)6497

FAX 017(742)1877
１級建築士登録113986号 川島芳正

申請建物

７号棟（Ｃタイプ）

既存新規電柱

凡　例

既存の高さ（標高）

造成計画の高さ（標高）

ベンチマークの高さ（標高）[青鋲]

道路中心線

道路境界線　26.9
40

延焼の恐れライン

H
-
5

配　置　図　　　1/200

ＧＬ±０　⇒　ＦＨ 8.82

延焼の恐れライン

道
路
境
界
線
　
26
.7
00

道路境界線　38.960

道
路
境
界
線
　
1
4
.
8
3
0

浄化槽

5号道路

6号
道路

既存側溝

H=9.251m

KBM.3

8.98

9.00

9.71

11.83

10
.2
2

10.32

10.07

8.98

10.83

9.21

8.87

9.79
9.62

9.47

9.10

9.
34

10.43

10.57

9.43

9.03

9.60

9.07

9.35

10.24

10.30

9.48

8.69

9.
23

8.99

基準点Ｄ

基準点Ｃ

８号棟

R5年度工事

西
田
団
地
枝

線
1
6

西
田
団
地
枝
線

1
4
西
1

西
9
左
1
6
左
1

T
V
共

聴
7

T
V
共
聴
6

西
9
左
1
6
左
2

K B M .3
H= 9.251m

9.10

8.64 8.67 8.67

9.04

9.10

9.04

8.67

8.644

9.09

8.67

9.10

9.04

9.12

9.25

9.10

9.18
9.230

9.09

8.67

8.67



Ｅ

１階　電灯・ｺﾝｾﾝﾄ設備図

０５

Ａ２＝１／１００、Ａ３＝１／１５０
（仮称）今別町営住宅建設工事（７号棟）

令和　４ ３Ｎ Ｏ Ｔ Ｅ 年 月 作 製
図 面 名 称

単 位 　 Ｍ Ｍ縮 尺
工事名称

株式会社青森県Ａ１の２号 川島隆太郎建築事務所 管 理 建 築 士

所　　　長 部　長 課　長 担　当 製　図 製　図

ＴＥＬ　０１７（７４１）６４９７

ＦＡＸ　０１７（７４２）１８７７
１級建築士登録１１３９８６号 川 島 芳 正

４
５

５

１
，

２
１

５

１
，

８
２

０

２
，

８
８

０

２
，

４
２

５

９
１

０

８
，

６
４

５

４
，

５
５

０

３
，

６
４

０
１

，
０

６
０

１
，

６
７

０

Ｙ１

Ｙ２

Ｙ３

Ｙ４

Ｙ５

Ｙ６

Ｙ７

Ｙ８

住戸Ａ 住戸Ｂ 住戸Ｃ

１，９７０ １，８２０ １，０６０ １，５２０

１，３６５

１，９７０ １，８２０ １，０６０ １，５２０

１，３６５

１，９７０ １，８２０ １，０６０ １，５２０

１，３６５ １，５１５

４５５４５５４５５

１，５１５１，５１５

１，９７０

３，６４０

６，３７０

２，７３０

１，９７０

３，６４０

６，３７０

２，７３０

１，９７０

３，６４０

６，３７０

２，７３０

１９，１１０

１，８２０９１０ ９１０ １，８２０ １，８２０９１０１，６７０１，６７０ １，６７０

３
，

６
４

０
９

１
０

１
，

０
６

０
１

，
８

２
０

１
，

２
１

５

８
，

６
４

５

４
５

５

Ｘ１ Ｘ３ Ｘ４ Ｘ５ Ｘ６

Ｘ７

Ｘ８

Ｘ９

Ｘ１０

Ｘ１１ Ｘ１３

Ｘ１２

Ｘ１５ Ｘ１６ Ｘ１７Ｘ１８

Ｘ１９

Ｘ２０

Ｘ２１

Ｘ２２

Ｘ２３

Ｘ２４

Ｘ２５ Ｘ２７ Ｘ２８ Ｘ２９Ｘ３０

Ｘ３１

Ｘ３２

Ｘ３３

Ｘ３４

Ｘ３５

Ｘ３６

Ｘ３７

Ｘ２ Ｘ１４ Ｘ２６

住戸Ａ 住戸Ｂ 住戸Ｃ

平　面　図　　　１／１００

平　面　図　　　１／１００

ＵＢ

ＬＤ

１０帖

ＵＢ

ＬＤ

１０帖

ＵＢ

ＬＤ

１０帖

ホールホールホール

玄関

風除室

物置
温

冷 冷 冷

クローセ゛ット

洋室
６帖Ａ

棚 棚 棚物置 物置

風除室 風除室
温 温

便所

Ｋ Ｋ Ｋ

便所 便所

玄関 玄関

テラス テラス テラス ルームエアコンルームエアコンルームエアコン

クローセ゛ット クローセ゛ット

洗面所 洗面所 洗面所ヒートホ゜ンフ゜ ヒートホ゜ンフ゜ヒートホ゜ンフ゜

ＵＰ
スロープ

ＵＰ
スロープ スロープ

ＵＰ

下
足

入

下
足

入

下
足

入

ＬＤ

１０帖

ＬＤ

１０帖

ＬＤ

１０帖

ホールホールホール

玄関

風除室

物置
温

冷 冷 冷

クローセ゛ット

洋室

６帖Ａ

（特定寝室）

棚

棚 棚物置 物置

風除室 風除室
温 温

便所

Ｋ Ｋ Ｋ

便所 便所

洋室

６帖Ａ

（特定寝室）

洋室

６帖Ａ

（特定寝室）

玄関 玄関

テラス テラス テラス ルームエアコンルームエアコンルームエアコン

クローセ゛ット クローセ゛ット

洗面所 洗面所 洗面所
ヒートホ゜ンフ゜ ヒートホ゜ンフ゜ヒートホ゜ンフ゜

ＵＰ
スロープ

ＵＰ
スロープ スロープ

ＵＰ

下
足

入

下
足

入

下
足

入

AC AC

（特定寝室）

洋室
６帖Ａ

（特定寝室）

洋室
６帖Ａ

（特定寝室）

AC AC AC AC

Ｗｈ Ｗｈ

Ｗ Ｗ

ＣＬ

Ｗｈ

Ｗ

Ｗ
Ｗ

Ｗ

引込受金物

特記なき配線は下記による

EM-EEF1.6-2C

EM-EEF1.6-3C

EM-EEF1.6-3C　１線は接地

EM-EEF1.6-2Cｘ2

EM-EEF2.0-2C

２ ４ ６

予備ｽﾍﾟｰｽ

８ ９

200V 200V

10

１ ３ ５ ７

EM-EEF2.0-3C　１線は接地

EM-EEF2.0-2Cｘ２　１線は接地

露出配線

地中埋設配線

施工状況

EM-EEF2.6-3C　１線は接地

2.0

2.0

2.6

隠蔽配線

2.0

202000

1
,8

0
0

幹線系統図参照

幹線系統図　NS

2
.0

2
.0

2
.0

2
.0

2
.6

2.0

200V

2
.0

2
.0

2
.0

2
.0

2.0 2
.0

2
.0

2
.0

2
.0

2.0

2
.6

2
.6

ＵＢ ＵＢ ＵＢ

2E

2E

浄化槽用
2ET WP

2P30AE

2E

1ET

2E

2P20AE

2P20AE

2 2 22

2E

2E

2

2

2 2

E
M

-C
E

T
6

0
°

（
V

E
5

4
)

EM-IE5.5°ｘ2
EM-CET22°ｘ2

B電灯盤A電灯盤

引込開閉器盤

引込線別途

電力計別途

屋外型 SUS製

MCCB3P60Ax3
屋根付

引込開閉器盤 参考　BPS7374VW

参考　寸法
W:700
H:900
D:200

E
M

-
IE

5
.5

°
（

P
F

1
6

)

E
M

-
IE

5
.5

°
（

P
F

1
6

)

埋込ﾀﾝﾌﾟﾗｽｲｯﾁ　3W15Aｘ1

埋込ﾀﾝﾌﾟﾗｽｲｯﾁ　1P15Aｘ2

埋込ﾀﾝﾌﾟﾗｽｲｯﾁ　1P15Aｘ3+3Ｗ15Ａｘ1

埋込ｺﾝｾﾝﾄ　2P15Ax2

埋込・露出屋外型ｺﾝｾﾝﾄ　2P15Aｘ2

埋込ｺﾝｾﾝﾄ　2P15Ax1　接地端子付

埋込ｺﾝｾﾝﾄ　2P15Ax2　接地付

ｼﾞｮｴﾝﾄﾎﾞｯｸｽ　樹脂製　透明

別途換気扇・ﾚﾝｼﾞﾌｰﾄﾞ

別途換気扇

2E

2

1ET

20AE

30AE

WP

3

埋込ｺﾝｾﾝﾄ　200V2P30AEｘ1　接地端子付　ﾌﾟﾗｸﾞ共

埋込ｺﾝｾﾝﾄ　200V2P20AEｘ1　接地端子付　ﾌﾟﾗｸﾞ共

VE　OB中浅

VE　OB中浅

VE　OB中浅

VE　OB中浅

VE　OB中浅

VE　OB中浅

埋込ﾀﾝﾌﾟﾗｽｲｯﾁ　1P15Ax1

埋込ﾀﾝﾌﾟﾗｽｲｯﾁ　1P15Aｘ1+1P15A　L　ｘ1

樹脂製ﾜｲﾄﾞﾌﾟﾚｰﾄ共

樹脂製ﾜｲﾄﾞﾌﾟﾚｰﾄ共

樹脂製ﾜｲﾄﾞﾌﾟﾚｰﾄ共

樹脂製ﾜｲﾄﾞﾌﾟﾚｰﾄ共

樹脂製ﾜｲﾄﾞﾌﾟﾚｰﾄ共

電灯盤

天井直付照明器具

壁付照明器具

ｺﾝｾﾝﾄ付丸型引掛ｼｰﾘﾝｸﾞ

天井直付ｼｰﾘﾝｸﾞﾗｲﾄ

LD・洋室ｘ2

ｷｯﾁﾝ

ｷｯﾁﾝ棚下灯

熱線・明るさｾﾝｻ付、防雨型

ﾄｲﾚ・明るさｾﾝｻ付、天井直付型、換気扇連動型天井直付ｼｰﾘﾝｸﾞﾗｲﾄ

引込開閉器盤　屋外型　SUS製　MCCB3P60Ax3　電力計別途

VE　3SB

VE　1SB

VE　1SB

VE　1SB

VE　1SB

VE　2SB

VE　3SB

壁付照明器具

2P1E

20A

2P1E

20A

2P1E

20A

参考　BHR86101B3

Ed

ELCB
樹脂製・露出型

2P2E

30A

1φ3W

EM-CET22° 2P1E

20A

2P1E

20A

2P1E

20A 20A

2P2E

Ed

器具光束437lm,消費電力7.6W,電圧100V
参考LGBC58084LE1

換気扇連動型

拡散タイプ、明るさｾﾝｻ付、天井直付型

電灯盤 ｴｺｷｭｰﾄ・IH対応

参考LGWC80360LE1

器具光束515lm,消費電力7.1W,電圧100V
NaPiOn・明るさｾﾝｻ付,防雨型
ｾﾝｻ可動範囲(全方向20度)/点灯照度調整機能付

参考　LGB51654LE1
器具光束555lm,消費電力6,0W電圧100V

ｺﾝｾﾝﾄ付丸型引掛ｼｰﾘﾝｸﾞＧ

器具光束2,260lm,消費電力23W,電圧100Ｖ
参考　LGB52112LE1

器具光束1,100lm,消費電力12W,電圧100V
参考LGB85037LE1

LEDｼｰﾘﾝｸﾞﾗｲﾄ　60形電球1灯器具相当 LEDｼｰﾘﾝｸﾞﾗｲﾄ　60形電球1灯器具相当ＥＤ

LEDﾍﾞｰｽﾗｲﾄ　32形HF蛍光灯1灯器具相当 LEDﾌﾞﾗｹｯﾄ20形直管蛍光灯1灯器具相当Ａ Ｂ

器具光束840lm、消費電力9.2、電圧100V

参考LGB51604LB1

ＬＥＤｼｰﾘﾝｸﾞﾗｲﾄ　100形電球１灯器具相当Ｃ

LEDﾎﾟｰﾁﾗｲﾄ　60形電球1灯器具相当Ｆ

凡　　例

電灯設備

適合ﾎﾞｯｸｽ

国土交通大臣認定番号 PS060WL-0436

界 壁 貫通 措 置

EM-IE5.5°ｘ2
EM-CET22°

EM-IE5.5°ｘ2
EM-CET22°ｘ3

C電灯盤

GL

ELCB
EdEd

ELCB
EdEd

電力柱に至

1E

電灯設備分岐コンセント設備図

電灯設備図

2
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20A

2P2E

2E 2E

浄化槽用
2ET WP
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2P20AE

2P20AE

2 2 22
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2

2

2 2
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2
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2E

２
３

４
５

６

７

８

９

10

2E 2E

浄化槽用
2ET WP

2E

1ET

2E

2P20AE

2P20AE

2 2 22
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B A Cx2
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１
B A Cx2
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１
B A Cx2
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3

3

3

3

3

3E E E

ELCB

1φ3W

60Ａ

2P1E

20A

2.0 2.0 2.0

2P30AE 2P30AE

別途換気扇用ｽｲｯﾁ　（機械設備支給品）

1E 埋込ｺﾝｾﾝﾄ　2P15Ax1　接地付

3
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１階　弱電設備図

０６

Ａ２＝１／１００、Ａ３＝１／１５０
（仮称）今別町営住宅建設工事７号棟）

令和　４ ３Ｎ Ｏ Ｔ Ｅ 年 月 作 製
図 面 名 称

単 位 　 Ｍ Ｍ縮 尺
工事名称

株式会社青森県Ａ１の２号 川島隆太郎建築事務所 管 理 建 築 士

所　　　長 部　長 課　長 担　当 製　図 製　図

ＴＥＬ　０１７（７４１）６４９７

ＦＡＸ　０１７（７４２）１８７７
１級建築士登録１１３９８６号 川 島 芳 正
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０

２
，

４
２

５

９
１

０

８
，

６
４

５

４
，

５
５

０

３
，

６
４

０
１

，
０

６
０

１
，

６
７

０

Ｙ１

Ｙ２

Ｙ３

Ｙ４

Ｙ５

Ｙ６

Ｙ７

Ｙ８

住戸Ａ 住戸Ｂ 住戸Ｃ

１， ９７０ １， ８２０ １， ０６０ １， ５２０

１， ３６５

１， ９７０ １， ８２０ １， ０６０ １， ５２０

１， ３６５

１， ９７０ １， ８２０ １， ０６０ １， ５２０

１， ３６５ １， ５１５

４５ ５４５ ５４５ ５

１， ５１５１， ５１５

平　面　図　　　１／１００

１， ９７０

３， ６４０

６， ３７０

２， ７３０

１， ９７０

３， ６４０

６， ３７０

２， ７３０

１， ９７０

３， ６４０

６， ３７０

２， ７３０

１９ ，１１ ０

１， ８２０９１ ０ ９１ ０ １， ８２０ １， ８２０９１ ０１， ６７０１， ６７０ １， ６７０

３
，

６
４

０
９

１
０

１
，

０
６

０
１

，
８

２
０

１
，

２
１

５

８
，

６
４

５

４
５

５

Ｘ１ Ｘ３ Ｘ４ Ｘ５ Ｘ６

Ｘ７

Ｘ８

Ｘ９

Ｘ１０

Ｘ１１ Ｘ１３

Ｘ１２

Ｘ１５ Ｘ１６ Ｘ１７Ｘ１８

Ｘ１９

Ｘ２０

Ｘ２１

Ｘ２２

Ｘ２３

Ｘ２４

Ｘ２５ Ｘ２７ Ｘ２８ Ｘ２９Ｘ３０

Ｘ３１

Ｘ３２

Ｘ３３

Ｘ３４

Ｘ３５

Ｘ３６

Ｘ３７

Ｘ２ Ｘ１４ Ｘ２６

住戸Ａ 住戸Ｂ 住戸Ｃ

平　面　図　　　１／１００

ＵＢ

ＬＤ

１０帖

ＵＢ

ＬＤ

１０帖

ＵＢ

ＬＤ

１０帖

ホールホールホール

玄関

風除室物置
温

冷 冷 冷

ｸﾛｰｾﾞｯﾄ

洋室

６帖Ａ

（特定寝室）

棚 棚 棚物置 物置風除室 風除室
温 温

便所

Ｋ Ｋ Ｋ

便所 便所

洋室

６帖Ａ

（特定寝室）

洋室

６帖Ａ

（特定寝室）

玄関 玄関

テラス テラス テラス ルームエアコンルームエアコンルームエアコン

洗面所 洗面所 洗面所

ヒートホ゜ンフ゜ ヒートホ゜ンフ゜ヒートホ゜ンフ゜

ＵＰ
スロープ

ＵＰ
スロープ スロープ

ＵＰ

下
足

入

下
足

入

下
足

入

ＦＬ－１６０

ＦＬ－１７０

ＦＬ－２２０

ＦＬ－２１０

ＦＬ－１９０

ＦＬ－２３０ＧＬ＋３５０

ＧＬ＋５８０

ＵＢ

ＬＤ

１０帖

ＵＢ

ＬＤ

１０帖

ＵＢ

ＬＤ

１０帖

ホールホールホール

玄関

風除室物置
温

冷 冷 冷

クローセ゛ット

洋室

６帖Ａ

（特定寝室）

棚 棚 棚
物置 物置風除室 風除室

温 温

便所

Ｋ Ｋ Ｋ

便所 便所

洋室

６帖Ａ

（特定寝室）

洋室

６帖Ａ

（特定寝室）

玄関 玄関

テラス テラス テラス ルームエアコンルームエアコンルームエアコン

クローセ゛ット クローセ゛ット

洗面所 洗面所 洗面所

ヒートホ゜ンフ゜ ヒートホ゜ンフ゜ヒートホ゜ンフ゜

ＵＰ
スロープ

ＵＰ
スロープ スロープ

ＵＰ

下
足

入

下
足

入

下
足

入

ＦＬ－１６０

ＦＬ－１７０

ＦＬ－２２０

ＦＬ－２１０

ＦＬ－１９０

ＦＬ－２３０ＧＬ＋３５０

ＧＬ＋５８０

ｸﾛｰｾﾞｯﾄｸﾛｰｾﾞｯﾄ

ＳM Ｓ

ＳＳ

モ ニ タ －

音 量

メ ロ デ ィ

Ｅ Ｇ ３ ３ １

Ｅ Ｃ ７ ３ ０ Ｗ

Ｓ

TEL

T V

BS

Ｓ M

T V

2 EEA t

ＳＳM

LD K

ＳMＳM ＳＳ

あ か り

（ 白 色 Ｌ Ｅ Ｄ ）

Ｗ Ｉ ＲＥ ＬＥ ＳＳ 親 器

自動試験機能付 年　　　月設置

はずすはめる

電池切れの場合は

販売店にご相談ください

φ
１

０
０

警 報 停 止 ボ タ ン

（ 作 動 灯 （ 赤 ） ）

検 定 マ ー ク

本 体

煙 検 知 部

２
５

年

電
池

切
れ

の
場

合
は

販
売

店
に

ご
相

談
く

だ
さ

い

はめ
る

は
ず

す

ＳＨＫ４２７１２

取 付 ベ ー ス

６
６

．
７

ｍ
ｍ

（
取

付
ピ

ッ
チ

）

取 付 ベ ー ス

（
取

付
ピ

ッ
チ

）

６
６

．
７

ｍ
ｍ

は
ず

す
はめ

る

電
池

切
れ

の
場

合
は

販
売

店
に

ご
相

談
く

だ
さ

い
年

ＳＨＫ４２４２２

あ か り

（ 白 色 Ｌ Ｅ Ｄ ）

本 体

２
５

煙 検 知 部検 定 マ ー ク

Ｗ ＩＲ Ｅ ＬＥＳＳ

電池切れの場合は

販売店にご相談ください年　　　月設置

はずすはめる

自動試験機能付

φ
１

０
０

警 報 停 止 ボ タ ン

（ 作 動 灯 （ 赤 ） ）

定 格 表 示 部

型 式 銘 板

※ １ 　 　

は
め

る
は

ず
す

電
池

切
れ

の
場

合
は

販
売

店
に

ご
相

談
く

だ
さ

い
年

３
６

２ １
熱 検 知 部本 体

ＳＨＫ４２１２８

はめる はずす

年　　　月設置

電池切れの場合は

販売店にご相談ください自動試験機能付

検 定 マ ー ク

（
取

付
ピ

ッ
チ

）

６
６

．
７

ｍ
ｍ

取 付 ベ ー ス

警 報 停 止 ボ タ ン

（ 作 動 灯 （ 赤 ） ）

φ
１

０
０

ＳＳＥＬＥＲＩＷ

参 考 SH K4 2 71 2 参考　SHK42422 参考　SHK42128

検定型式番号

住警第2020～3号

検定型式番号

住警第2020～4号
検定型式番号

住警第2020～5号

定格容量　1A　300V　AC　3A　30V
接点構成　片切（常開型）
参考　EG331 参考　 EC73 0W

屋内電話用位置ﾎﾞｯｸｽ　ﾊﾄﾒ

屋外防雨型電話・情報引込用入線ｶﾊﾞｰ

通信・情報

誘導支援

ﾃﾚﾋﾞ共同受信

屋内電話用位置ﾎﾞｯｸｽ　ﾊﾄﾒｘ３

樹脂製ﾜｲﾄﾞﾌﾟﾚｰﾄ共

樹脂製ﾜｲﾄﾞﾌﾟﾚｰﾄ共

ﾁｬｲﾑ

押釦　防雨型

凡　　例

屋外防雨型　ﾃﾚﾋﾞ共同受信入線ｶﾊﾞｰ

屋外防雨型　ﾃﾚﾋﾞ　BS受信入線ｶﾊﾞｰ

住宅用火災警報器

煙り当番2種露出型

ねつ当番定温式露出型

煙り当番2種露出型

ﾃﾚﾋﾞ　ﾕﾆｯﾄ

屋内TV用位置ﾎﾞｯｸｽ　ﾊﾄﾒｘ6 樹脂製ﾜｲﾄﾞﾌﾟﾚｰﾄ共

TEL

屋外 物置（P F22） LD

引込（別途工事）

（P F16）

電話・情報
電話・情報　系統図

EM-S -5C-F B

ﾓﾃﾞﾑ 無線
L AN

（入居者設置）

住宅用火災警報器　系統図

通信・情報

誘導支援

ﾃﾚﾋﾞ共同受信

特記なき配線は下記による

EM-EEF1.6-2C

EM-S -5C-F B

（PF22)・（PF16)

適合位置ﾎﾞｯｸｽ

VE　OB中 浅

VE　OB中 浅

VE　OB中 浅

VE　OB中 浅

VE　 1 S B

VE　OB中 浅

VE　OB中 浅

VE　OB中 浅

VE　 2 S B

界壁貫通措置

国土交通大臣認定番号 PS0 60 WL -04 36

界壁貫通措置

国土交通大臣認定番号

2
°

PS0 60 WL -04 36

誘導支援・住宅用火災警報器設備図

通信・情報・ﾃﾚﾋﾞ共同受信設備図

BS ｘ 3
ｹｰﾌﾞﾙ余長1.5m

ｹｰﾌﾞﾙTVｘ3
ｹｰﾌﾞﾙ余長1.0m

TELｘ3

TEL・TV引込位置は配置図
参照の上、考慮する事。

Ed

EM-IE1 .6（PF16)

T V
TEL

T V
TEL

T V
TEL

（PF22） （PF22）

（PF16） （PF16） （PF16）

チャイム用押釦 ﾒﾛﾃﾞｨｻｲﾝ（3種音）（AC100V式）（ﾎﾜｲﾄ）

煙り当番2種薄型（電池式ﾜﾔﾚｽ連動親器・あかり付）

（警報音・音声警報・AISEG連携機能付） （警報音・音声警報・AISEG連携機能付） （警報音・音声警報・AISEG連携機能付）

煙り当番2種薄型（電池式ﾜﾔﾚｽ連動子器・あかり付） 熱当番薄型定温式（電池式ﾜﾔﾚｽ連動子器）

M

６帖Ａ

（電池式ﾜﾔﾚｽ連動親器）

（電池式ﾜﾔﾚｽ連動親器）

（電池式ﾜﾔﾚｽ連動親器）

（電池式ﾜﾔﾚｽ連動親器）

１戸当たり
BSｱﾝﾃﾅ用
ｻｲﾄﾞﾍﾞｰｽX2
ﾏｽﾄφ32：L1.82

屋外

引込（別途工事）

ﾃﾚﾋﾞ共同受信

屋外

（入居者設置）

EM-S -5C-F B

BS受信出来る方向に取付

ﾃﾚﾋﾞ共同受信　系統図

2 E

LD
EM-S -5C-F B

EM-S -5C-F B

EM-S -5C-F B

参考DWK8R-B

参考DWK8R-B洋室

物置

2 E

分配 器　 3分配 　UHF・BS・CS
４K・８ K　 分配　 参考 3SPFW

家庭用ﾌﾞｰｽﾀｰ　UHF・BS・CS・CATV用

（入居者設置）

分配器（入居者設置）

入線ｶﾞﾊﾞｰ取付

BSｱﾝﾃﾅ･ﾌﾞｰｽﾀｰ等別途

EM-S -5C-F B

LD

参考DWK8R-B

BSｻｲﾄﾞﾍﾞｰｽ・ﾏｽﾄ本工事
SB1 3SN+SB3 2K51
ﾏｽﾄφ31.8　L :1 .82m参考M 182Z32

型 式 銘 板

※ １ 　 　

定 格 表 示 部

型 式 銘 板

※ １ 　 　

定 格 表 示 部

日本消防検定協会合格品 日本消防検定協会合格品 日本消防検定協会合格品

警報音量90dB 警報音量90dB 警報音量90dB









ＮＯＴＥ 年 月 作製
図面名称

単位　ＭＭ縮尺
工事名称

株式会社青森県Ａ１の２号 川島隆太郎建築事務所 管理建築士

所　　　長 部　長 課　長 担　当 製　図 製　図

TEL 017(741)6497

FAX 017(742)1877
１級建築士登録113986号 川島芳正

３令和　４
（仮称）今別町営住宅建設工事（７号棟）

【Ｃタイプ・１ＬＤＫ】

Ｍ

A2＝1/200、A3=1/280

４

全体配置図



ＮＯＴＥ 年 月 作製
図面名称

単位　ＭＭ縮尺
工事名称

株式会社青森県Ａ１の２号 川島隆太郎建築事務所 管理建築士

所　　　長 部　長 課　長 担　当 製　図 製　図

TEL 017(741)6497

FAX 017(742)1877
１級建築士登録113986号 川島芳正

３令和　４
（仮称）今別町営住宅建設工事（７号棟）

【Ｃタイプ・１ＬＤＫ】

Ｍ

A2＝-、A3=-
給排水衛生設備　機器表・器具表

５



ＮＯＴＥ 年 月 作製
図面名称

単位　ＭＭ縮尺
工事名称

株式会社青森県Ａ１の２号 川島隆太郎建築事務所 管理建築士

所　　　長 部　長 課　長 担　当 製　図 製　図

TEL 017(741)6497

FAX 017(742)1877
１級建築士登録113986号 川島芳正

３令和　４
（仮称）今別町営住宅建設工事（７号棟）

【Ｃタイプ・１ＬＤＫ】

Ｍ

A2＝1/100、A3=1/140

６

給排水衛生設備　平面図



ＮＯＴＥ A2＝1/50、A3=1/70 年 月 作製
図面名称

単位　ＭＭ縮尺
工事名称

株式会社青森県Ａ１の２号 川島隆太郎建築事務所 管理建築士

所　　　長 部　長 課　長 担　当 製　図 製　図

TEL 017(741)6497

FAX 017(742)1877
１級建築士登録113986号 川島芳正

３令和　４
（仮称）今別町営住宅建設工事（７号棟）

【Ｃタイプ・１ＬＤＫ】

Ｍ ７

給排水衛生設備　平面詳細図



ＮＯＴＥ 年 月 作製
図面名称

単位　ＭＭ縮尺
工事名称

株式会社青森県Ａ１の２号 川島隆太郎建築事務所 管理建築士

所　　　長 部　長 課　長 担　当 製　図 製　図

TEL 017(741)6497

FAX 017(742)1877
１級建築士登録113986号 川島芳正

３令和　４
（仮称）今別町営住宅建設工事（７号棟）

【Ｃタイプ・１ＬＤＫ】

Ｍ

A2＝1/20、A3=1/30
給排水衛生設備　浄化槽詳細図

８

ＡＡ

Ｂ

Ｂ

Ｇ．ＬＧ．ＬＧ．ＬＧ．Ｌ

Ｇ．Ｌ

仕　様　表

５人処理対象人員

設計番号

型式名称

汚水量

流入水質

放流水質

１

６

３

マンホールφ４５０ マンホールφ４５０

４

５

Ａ－Ａ断面図　１／２０

放流管φ１００

流入管φ１００

汚泥撹拌装置

２

汚泥移送エアリフトポンプ

放流エアリフトポンプ

ブロワ　平・断面図　１／２０

１．００ｍ３／ｄ

ＢＯＤ　２０ｍｇ／Ｌ

ＢＯＤ２００ｍｇ／Ｌ ＳＳ　１６０ｍｇ／Ｌ

ＳＳ　　１５ｍｇ／Ｌ

Ｔ－Ｎ　４５ｍｇ／Ｌ

Ｔ－Ｎ　２０ｍｇ／Ｌ

ＣＯＤ１００ｍｇ／Ｌ

ＣＯＤ　３０ｍｇ／Ｌ

嫌気ろ床槽　ろ材
（円筒状）

４ ４

５

接触ろ床槽　ろ材
（ロール状）

接触ろ床槽　ろ材
（板状）

Ｂ－Ｂ断面図　１／２０

散気管

循環エアリフトポンプ

ＨＯＯＰ筋　Ｄ１０＠１５０
主筋　　４－Ｄ１３
補強柱　φ２００×４本

Ｄ１０＠２００シングル

端部３－Ｄ１３
（Ｗ＝３００）

ブロワより

Ｄ１０＠２００シングル

　一　般　事　項

　コンクリート　　　Ｆｃ＝２１Ｎ／ｍｍ２

　鉄　　　　筋　　　ＳＤ２９５Ａ

　鉄筋かぶり　　　　スラブ　４０

　　　　　　　　　　ベース　６０

　定着及継手　　　　４０ｄ

　開口補強筋　　　　Ｄ１３シングル

　地　　　　業　　　砕石又はＲＣ　４０～０

１

２

３

４

５

６

沈殿分離槽

嫌気ろ床槽

ピークカット部

接触ろ床槽

消毒槽

処理水槽

総　容　量

接触ろ床槽ろ材（ロール状）

接触ろ床槽ろ材（板状）

嫌気ろ床槽ろ材（円筒状）

注３）図中の”Ｇ．Ｌ”は浄化槽位置での仕上げレベルを示す。

注２）機器電源は単相１００Ｖとする。

注４）浄化槽からブロワまでの距離は５ｍ以内とする。

φ４０以下～ＶＰ・φ５０以上～ＶＵ

メーカー仕様

配管仕様

露出配管（ブロワ廻り） ＶＰ

土中配管

槽内配管

消毒剤

マンホール

パイプ類

槽本体
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機　器　装　置　仕　様

充填率 ４３％

充填率 ６１％

充填率 ２１％ＰＰまたはＰＥ

ＰＰまたはＰＥ

ＰＰまたはＰＥ

固形塩素剤

ＦＲＰ

ＰＶＣ、ＰＰまたはＰＥ

１台連続運転φ１３

注１）上部は乗用車荷重とする。

※基礎寸法は参考値とする

６

２１

流入管φ１００
４

放流管φ１００

５

人槽表示位置水準目安線循環移送管

汚泥移送管

送気口φ１３臭突口φ５０

平面図　１／２０

主筋　　４－Ｄ１３
補強柱　φ２００×４本

φ１３

ブロワ

清掃孔 清掃孔

薬剤筒

施工全高放流管底流入管底

施工高さ範囲

Ｇ．Ｌ－６５０Ｇ．Ｌ－６２０ ２１３０Ｈ

Ｇ．Ｌ－４５０Ｇ．Ｌ－４２０ １９３０Ｈ

最大寸法

最大寸法

最小寸法

最小寸法（この図面）

ＭＨ 嵩上げ高さ

３００Ｈ

　５０Ｈ

３００Ｈ

１００Ｈ

項　　目

簡易

ボルト

ロック

ロック
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ＮＯＴＥ 年 月 作製
図面名称

単位　ＭＭ縮尺
工事名称

株式会社青森県Ａ１の２号 川島隆太郎建築事務所 管理建築士

所　　　長 部　長 課　長 担　当 製　図 製　図

TEL 017(741)6497

FAX 017(742)1877
１級建築士登録113986号 川島芳正

３令和　４
（仮称）今別町営住宅建設工事（７号棟）

【Ｃタイプ・１ＬＤＫ】

Ｍ

A2＝-、A3=-

９

空調設備　機器表



ＮＯＴＥ A2＝1/50、A3=1/70 年 月 作製
図面名称

単位　ＭＭ縮尺
工事名称

株式会社青森県Ａ１の２号 川島隆太郎建築事務所 管理建築士

所　　　長 部　長 課　長 担　当 製　図 製　図

TEL 017(741)6497

FAX 017(742)1877
１級建築士登録113986号 川島芳正

３令和　４
（仮称）今別町営住宅建設工事（７号棟）

【Ｃタイプ・１ＬＤＫ】

Ｍ １０

空調設備　平面図



ＮＯＴＥ 年 月 作製
図面名称

単位　ＭＭ縮尺
工事名称

株式会社青森県Ａ１の２号 川島隆太郎建築事務所 管理建築士

所　　　長 部　長 課　長 担　当 製　図 製　図

TEL 017(741)6497

FAX 017(742)1877
１級建築士登録113986号 川島芳正

３令和　４
（仮称）今別町営住宅建設工事（７号棟）

【Ｃタイプ・１ＬＤＫ】

Ｍ

A2＝-、A3=-

１１

換気設備　機器表



ＮＯＴＥ A2＝1/50、A3=1/70

１２

年 月 作製
図面名称

単位　ＭＭ縮尺
工事名称

株式会社青森県Ａ１の２号 川島隆太郎建築事務所 管理建築士

所　　　長 部　長 課　長 担　当 製　図 製　図

TEL 017(741)6497

FAX 017(742)1877
１級建築士登録113986号 川島芳正

３令和　４
（仮称）今別町営住宅建設工事（７号棟）

【Ｃタイプ・１ＬＤＫ】

Ｍ

換気設備　平面図



ＮＯＴＥ A2＝1/50、A3=1/70 年 月 作製
図面名称

単位　ＭＭ縮尺
工事名称

株式会社青森県Ａ１の２号 川島隆太郎建築事務所 管理建築士

所　　　長 部　長 課　長 担　当 製　図 製　図

TEL 017(741)6497

FAX 017(742)1877
１級建築士登録113986号 川島芳正

３令和　４
（仮称）今別町営住宅建設工事（７号棟）

【Ｃタイプ・１ＬＤＫ】

Ｍ １３

自動制御設備　平面図


